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第１節 一  般 

1.1 目  的 

この要領は、阪神高速道路株式会社（以下「当社」という）の土木関係工事

のしゅん工図書のうち、データテーブル及びしゅん工図の作成について必要な

事項を示すことを目的とする。 

1.2 作成方法 

(1) データテーブルの作成方法 

受注者は、該当する様式によりデータテーブルを作成し、電子データ(EXCEL

形式)にて電子成果品に納めて提出するものとする。 

(2) しゅん工図の作成方法 

受注者は、電子成果品作成要領に従い A3 サイズシングル tiff 形式(解像度

300dpi、圧縮方式 SITTG4)にてしゅん工図を提出するものとする。また、その

図面に対応する目次を次の要領で EXCEL 形式にて作成し、電子納品の手引きに

従い納品することとする。記入に際してはデータテーブル(様式 1-2-(2)_しゅ

ん工図)を用いて記入する。 

［記入例］※連番と図番の違いは、長尺図面を分割した場合等を想定している  

連番(file数) 図番 図面名 管理番号
1 1 遮断防護壁　平面割付図（参考図） 神淀（西）P3、4
2 1 遮断防護壁　平面割付図（参考図） 神淀（西）P3、4
3 2 ＰＤ34橋脚基礎仮設図 神淀（西）P4
4 2 ＰＤ34橋脚基礎仮設図 神淀（西）P4
5 3 ＰＤ34橋脚基礎アンカー工図 神淀（西）P4
6 4 ＰＤ34橋脚基礎浮止工図 神淀（西）P4
7 5 ＰＤ34橋脚ケーソン基礎頂版支保工図 神淀（西）P4
8 6 ＰＤ34橋脚ケーソン基礎配筋図（その4） 神淀（西）P4
9 7 ＰＤ34橋脚ケーソン基礎配筋図（その3） 神淀（西）P4
10 8 ＰＤ34橋脚ケーソン基礎配筋図（その2） 神淀（西）P4
11 9 ＰＤ34橋脚ケーソン基礎配筋図（その1） 神淀（西）P4
12 10 ＰＤ3橋脚基礎構造一般図 神淀（西）P3
13 11 ＰＤ3橋脚基礎仮設図 神淀（西）P3
14 12 ＰＤ3橋脚基礎アンカー工図 神淀（西）P3
15 13 ＰＤ3橋脚基礎浮止工図 神淀（西）P3
16 14 ＰＤ3橋脚ケーソン基礎頂版支保工図 神淀（西）P3
17 15 ＰＤ3橋脚ケーソン基礎配筋図（その4） 神淀（西）P3
18 16 ＰＤ3橋脚ケーソン基礎配筋図（その3） 神淀（西）P3
19 17 ＰＤ3橋脚ケーソン基礎配筋図（その2） 神淀（西）P3
20 18 ＰＤ3橋脚ケーソン基礎配筋図（その1） 神淀（西）P3
21 19 ＰＤ3橋脚基礎構造一般図 神淀（西）P3
22 20 位置図および海老江ジャンクション　全体平面図 神淀（西）P3、4
23 21 路面覆工存置縦断図 正蓮寺川TT46、47
24 22 路面覆工存置平面図 正蓮寺川TT46、47
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第２節 共通事項 

2.1 管理番号 

資産データテーブル・補修データテーブルの各データテーブルは、路線ごと

に道路構造物に付与された管理番号に基づいて作成する。 

管理番号は次のように構造物に応じて分類しており、テーブル（工種）によ

り該当する管理番号を用いて管理表示を行う。 

管理番号分類 

高架（橋梁部）部 

上部工管理番号 

橋脚はり上管理番号 

下部工管理番号 

道路土工部 

トンネル区間管理番号 

土工区間管理番号 

のり面／擁壁番号 

管理番号を表記する項目と、その記入方法は次に示すとおりである。 

(1) 路線名（表-14.2.1） 

路線名は、表示路線名を使用する。 

路線コードは（２桁）を記入する。1～9の数字は 01～09 と記入する。 

(2) 管理区分 

当該路線の管理区分をコード（１桁）で記入する。 

〔1：大阪，2：兵庫，4：京都〕 

(3) ランプ・渡り線名（表-14.2.2） 

入路、出路又は渡り線のとき該当するコード（４桁）を記入する。本線の

ときは記入しない。 

(4) 車線区分 

入路、出路、渡り線又は増設非常駐車帯のとき、この区分を表すコード（１

桁）を記入する。本線のときは記入しない。 

〔1：入路，2：出路，3：渡り線，4：増設非常駐車帯〕 
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表-14.2.1 路線一覧表 

コード 表示路線名 呼称路線名 区間 

０１ 

０２ 

０３ 

０４ 

０５ 

０６ 

０７ 

０８ 

０９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

環状 

池田（空） 

守口 

大阪港 

東大阪 

堺 

湾岸（岸） 

湾岸（湾） 

松原 

大阪西宮(大) 

森小路 

西大阪 

大阪西宮(兵) 

神戸西宮 

北神戸 

湾岸（海） 

神戸山手 

淀川左岸 

池田（池） 

湾岸（垂） 

北神戸（北) 

京都 

大和川 

新神戸トンネル

大阪府道高速 大阪池田線 

大阪府道高速 大阪池田線 

兵庫県道高速 大阪池田線 

大阪府道高速 大阪守口線 

大阪府道高速 大阪東大阪線 

大阪府道高速 大阪東大阪線 

大阪府道高速 大阪堺線 

大阪府道高速 湾岸線 

大阪府道高速 湾岸線 

大阪府道高速 大阪松原線 

大阪府道高速 大阪西宮線 

大阪市道高速道路 森小路線 

大阪市道高速道路 西大阪線 

兵庫県道高速 大阪西宮線 

兵庫県道高速 神戸西宮線 

兵庫県道高速 北神戸線 

兵庫県道高速 湾岸線 

神戸市道高速道路 ２号線 

大阪市道高速道路 淀川左岸線 

大阪府道高速 大阪池田線 

兵庫県道高速 大阪池田線 

神戸市道高速道路 湾岸線 

神戸市道高速道路 北神戸線 

京都市道高速道路 １号線 

京都市道高速道路 ２号線 

大阪府道高速大和川線 

(阪神高速6号大和川線) 

神戸市道生田川箕谷線 

(阪神高速32号神神戸トンネル) 

浪速区日本橋附近 

～北区堂島浜通附近 

北区堂島浜通附近 

～池田市空港附近 

北区中之島附近 

～守口市大日町附近 

西区本田附近 

～港区港晴附近 

西区本田付近 

～東大阪市水走附近 

南区高津附近 

～堺市翁橋町附近 

西淀川区中島 

～住之江区南港東 

住之江区南港東 

～泉佐野市松原地先 

浪速区日本橋東 

～松原市大堀町附近 

西区阿波座付近 

～尼崎市東本町付近 

旭区中宮附近 

～城東区古市北通付近 

西成区南開附近 

～港区八雲町附近 

尼崎市東本町附近 

～西宮市今津水波町附近 

須磨区月見山附近 

～西宮市今津水波町附近 

西区伊川谷潤和 

～西宮市山口町 

西淀川区中島 

～東灘区向洋町 

長田区南駒栄町 

～須磨区白川 

此花区北港 

～北区豊崎 

豊中市蛍池西町 

～池田市木部 

垂水区名谷町 

～垂水区下畑町 

北区有野町唐櫃 

～北区有野町有野 

山科区西野山 

～伏見区向島大黒 

大阪府堺市築港八幡町 

  ～大阪府松原市三宅中 

兵庫県神戸市中央区雲井通 

  ～神戸市北区山田町 
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表-14.2.2 ランプ、渡り線一覧表（その１） 

環状線 

0101：湊町入路 

0102：四ツ橋入路 

0103：信濃橋出路 

0104：信濃橋入路 

0105：土佐堀出路 

0106：堂島入路 

0107：北浜出路 

0108：高麗橋入路 

0109：本町出路 

0110：長堀入路 

0111：道頓堀出路 

0112：夕陽丘出路 

0113：夕陽丘入路 

0114：えびす町入路 

0115：なんば出路 

0130：湊町北渡り線 

0133：船場第１工区Ｄ連絡線 

0134：船場第３工区Ｃ連絡線 

0135：船場第３工区Ｆ連絡線 

守口線 

0301：南森町出路 

0302：南森町入路 

0303：扇町出路 

0304：扇町入路 

0305：長柄出路 

0306：長柄入路 

0307：都島入路 

0308：城北出路 

0309：守口出路 

0310：守口入路 

0311：国道１号出路 

0312：国道１号入路 

0311：守口JCT出路 

0312：守口JCT(吹田)入路 

0313：守口JCT(門真)入路 

空港線 

0201：中之島入路 

0202：出入橋出路 

0230：梅田上出路 

0231：梅田下出路 

0232：梅田入路 

0203：梅田入路（旧） 

0204：福島出路 

0205：福島入路 

0206：塚本出路 

0207：塚本入路 

0208：加島出路 

0209：加島入路 

0210：豊中南島田口出路 

0211：豊中南島田口入路 

0212：豊中南名神豊中連絡路 

0213：豊中南名行連絡路（Ｖ） 

0214：豊中南上津島出路 

0215：豊中南上津島入路 

0216：豊中北出路 

0217：豊中北入路 

0218：大阪空港出路 

0219：大阪空港入路 

0220：池田出路 

0221：池田入路 
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表-14.2.2 ランプ、渡り線一覧表（その２） 

大阪港線 

0401：波除出路 

0402：波除入路 

0403：天保山港下出路 

0404：天保山港上入路 

0405：朝潮橋管理用出路 

0406：朝潮橋パーキング 

0430：岸港渡り線 

東大阪線 

0501：本田入路 

0502：九条出路 

0523：西長堀東出路 

0524：西長堀東入路 

0503：阿波座出路 

0504：阿波座入路 

0505：法円坂出路 

0506：法円坂入路 

0507：森之宮出路 

0508：森之宮入路 

0509：高井田出路 

0510：高井田入路 

0511：長田出路 

0512：長田入路 

0513：東Ｂ入路 

0514：東Ｄ入路 

0515：東Ｃ出路 

0516：東Ａ出路 

0540：東Ｅ出路 

0541：東Ｆ入路 

0542：東Ｇ出路 

0543：東Ｈ入路 

0544：東大阪荒本（大阪）出路 

0545：東大阪荒本（奈良）出路 

0546：東大阪荒本入路 

0517：中野出路 

0518：中野入路 

0519：水走出路 

0520：水走入路 

0521：第二阪奈出路 

0522：第二阪奈入路 

0530：船場第１工区Ｃ連絡線 

0531：信濃橋渡り線 

0532：船場第３工区Ｄ連絡線 

0533：船場第３工区Ｅ連絡線 
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表-14.2.2 ランプ、渡り線一覧表（その３） 

堺線 

0601：高津入路 

0612：湊町南（千日前）出路 

0613：湊町南（環状）出路 

0614：湊町北出路 

0615：湊町北入路 

0617：湊町パーキング出路 

0618：湊町パーキング入路 

0602：汐見橋入路 

0603：芦原出路 

0604：津守出路 

0605：津守入路 

0606：玉出出路 

0607：玉出入路 

0608：住之江出路 

0609：住之江入路 

0610：堺出路 

0611：堺入路 

0616：第二阪和出路 

0619：第二阪和入路 

0630：湊町南渡り線 

湾岸線（岸） 

0712：南港北出路（岸） 

0713：南港北入路（岸） 

0701：天保山岸出路 

0702：天保山岸入路 

0703：湾岸舞洲（神戸）出路 

0704：湾岸舞洲（神戸）入路 

0705：湾岸舞洲（大阪）出路 

0706：湾岸舞洲（大阪）入路 

0707：中島出路 

0708：中島入路 

0709：中島第１出路 

0710：中島第２入路 

0711：中島排出路 

0730：港岸渡り線 

0731：淀岸（大阪）渡り線 

0732：淀岸（神戸）渡り線 
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表-14.2.2 ランプ、渡り線一覧表（その４） 

湾岸線（湾） 

0801：天保山出路 

0802：天保山入路 

0803：南港北出路 

0804：南港北入路 

0858：南港中出路 

0859：南港中入路 

0805：南港南出路 

0806：南港南入路 

0807：三宝出路 

0808：三宝入路(旧) 

0809：大浜出路 

0810：大浜入路 

0811：大浜排出路 

0852：大浜（関空）出路 

0851：大浜（関空）入路 

0812：出島出路 

0813：出島入路 

0814：石津出路 

0815：石津入路 

0816：石津排出路 

0817：浜寺出路 

0818：浜寺入路 

0819：高石出路 

0820：高石入路 

0821：助松ＪＣＴ（大阪）出路 

0822：助松ＪＣＴ（関空）出路 

0823：助松ＪＣＴ（大阪）入路 

0824：助松ＪＣＴ（関空）入路 

0825：助松出路 

0826：助松入路 

0827：泉大津（大阪）出路 

0828：泉大津（大阪）入路 

0829：泉大津（関空）出路 

0830：泉大津（関空）入路 

0831：泉大津パーキング 

0853：泉大津パーキング東出路 

0854：泉大津パーキング東入路 

0855：泉大津パーキング西出路 

0856：泉大津パーキング西入路 

0857：泉大津連絡通路 

0832：岸和田北（大阪）出路 

0833：岸和田北（大阪）入路 

0834：岸和田北（関空）出路 

0835：岸和田北（関空）入路 

0836：岸和田南（大阪）出路 

0837：岸和田南（大阪）入路 

0838：岸和田南（関空）出路 

0839：岸和田南（関空）入路 

0840：貝塚（大阪）出路 

0841：貝塚（大阪）入路 

0842：貝塚（関空）出路 

0843：貝塚（関空）入路 

0844：泉佐野北出路 

0845：泉佐野北入路 

0846：泉佐野南出路 

0847：泉佐野南入路 

0848：りんくう JCT(関空)出路 

0849：りんくう JCT(関空)入路 

0850：りんくうJCT(泉佐野)入路 

0860：大和湾(大阪)渡り線 

0861：大和湾(関空)渡り線 

0862：三宝(大阪)出路 

0863：三宝(関空)出路 

0864：三宝入路 
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表-14.2.2 ランプ、渡り線一覧表（その５） 

松原線 

0901：天王寺出路 

0902：阿倍野入路 

0903：文の里出路 

0904：文の里入路 

0905：駒川出路 

0906：駒川入路 

0907：平野出路 

0908：平野入路 

0909：喜連瓜破出路 

0910：喜連瓜破入路 

0911：三宅出路 

0912：三宅入路 

0913：大堀出路 

0914：大堀入路 

0915：阿倍野管理用出路 

0916：阿倍野管理用入路 

0917：松原入路 

0918：松原JCT(東大阪)出路 

0919：松原JCT(東大阪)入路 

西大阪線 

1201：北津守出路 

1202：北津守入路 

1203：大正東出路 

1204：大正東入路 

1205：大正西出路 

1206：大正西入路 

1207：弁天町出路 

1208：弁天町入路 

1209：安治川出路 

1210：安治川入路 

1230：西大阪渡り線（上） 

1231：西大阪渡り線（下） 

大阪西宮線（大） 

1009：西長堀大出路 

1010：西長堀大入路 

1001：中之島西出路 

1002：中之島西入路 

1003：海老江出路 

1004：海老江入路 

1005：姫島出路 

1006：姫島入路 

1007：大和田出路 

1008：大和田入路 

1030：淀神(西)連絡線 

森小路線 

1101：森小路出路 

1102：森小路入路 

大阪西宮線（兵） 

1301：尼崎東出路 

1302：尼崎東入路 

1303：尼崎西出路 

1304：尼崎西入路 

1305：武庫川出路 

1306：武庫川入路 
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表-14.2.2 ランプ、渡り線一覧表（その６） 

神戸西宮線 

1401：西宮出路（ＩＣ） 

1402：西宮入路（ＩＣ） 

1403：西宮西出路 

1404：西宮西入路 

1405：芦屋出路 

1406：芦屋入路 

1407：深江出路 

1408：深江入路 

1409：魚崎出路 

1410：魚崎入路 

1411：摩耶西行出路 

1412：摩耶東行出路 

1413：摩耶西行入路 

1414：摩耶東行入路 

1415：生田川西行出路 

1416：生田川東行出路 

1417：生田川西行入路 

1418：生田川東行入路 

1419：京橋西行出路 

1420：京橋東行出路 

1421：京橋西行入路 

1422：京橋東行入路 

1435：京橋パーキング 

1423：柳原西行出路 

1424：柳原東行出路 

1425：柳原西行入路 

1426：柳原東行入路 

1427：湊川西行出路 

1428：湊川東行出路 

1429：湊川西行入路 

1430：湊川東行入路 

1431：若宮出路 

1432：若宮入路 

1433：月見山出路 

1434：月見山入路 

1436：第二神明出路 

1437：第二神明入路 

1438：湊川西行入路(新) 
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表-14.2.2 ランプ、渡り線一覧表（その７） 

北神戸線 

1553：伊川谷出路 

1554：伊川谷入路 

1501：永井谷出路 

1502：永井谷入路 

1547：永井谷ＪＣＴ出路 

1548：永井谷ＪＣＴ入路 

1503：前開東行出路 

1504：前開西行出路 

1505：前開西行入路 

1506：前開東行入路 

1549：布施畑（西行）ＪＣＴ出路 

1550：布施畑（東行）ＪＣＴ出路 

1551：布施畑（西行）ＪＣＴ入路 

1552：布施畑（東行）ＪＣＴ入路 

1507：布施畑西出路 

1508：布施畑西入路 

1516：布施畑東出路 

1509：布施畑東入路 

1510：藍那西行出路 

1511：藍那東行出路 

1512：藍那西行入路 

1513：藍那東行入路 

1514：前開西行パーキング 

1515：前開東行パーキング 

1545：白川西行パーキング 

1546：白川東行パーキング 

1521：しあわせの村西行出路 

1522：しあわせの村東行出路 

1523：しあわせの村西行入路 

1524：しあわせの村東行入路 

1525：箕谷仮出路 

1526：箕谷仮入路 

1527：箕谷西行出路 

1528：箕谷東行出路 

1529：箕谷西行入路 

1530：箕谷東行入路 

1531：からと西出路 

1532：からと西入路 

1533：からと東出路 

1534：からと東入路 

1535：有馬口出路 

1536：有馬口入路 

1537：西宮山口南（西行）出路 

1538：西宮山口南（東行）出路 

1538：西宮山口南（西行）入路 

1538：西宮山口南（東行）出路 

1541：西宮山口東出路 

1542：西宮山口東入路 

1543：西宮山口ＪＣＴ出路 

1544：西宮山口ＪＣＴ入路 
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表-14.2.2 ランプ、渡り線一覧表（その８） 

湾岸線（海） 

1601：東海岸出路 

1602：東海岸入路 

1603：末広（大阪）出路 

1604：末広（大阪）入路 

1605：末広（神戸）出路 

1606：末広（神戸）入路 

1607：鳴尾浜出路 

1608：鳴尾浜入路 

1609：甲子園浜出路 

1610：甲子園浜入路 

1611：西宮浜出路 

1612：西宮浜入路 

1613：南芦屋浜出路 

1614：南芦屋浜入路 

1615：深江浜（大阪）出路 

1616：深江浜（大阪）入路 

1617：深江浜（神戸）出路 

1618：深江浜（神戸）入路 

1619：魚崎浜（大阪）出路 

1620：魚崎浜（大阪）入路 

1621：魚崎浜（神戸）出路 

1622：魚崎浜（神戸）入路 

1623：六甲アイランド北出路 

1624：六甲アイランド北入路 

1627：住吉浜出路 

1628：住吉浜入路 

神戸山手線 

1701：駒栄出路 

1702：駒栄入路 

1703：湊川（東行）連結路 

1704：湊川（西行）連結路  

1707：神戸長田出路 

1708：神戸長田入路 

1709：妙法寺出路 

1710：妙法寺入路 

1711：白川南（北行）出路 

1712：白川南（南行）出路 

1713：白川南（北行）入路 

1714：白川南（南行）入路 

1730：白川 JCT（三田）入路 

1731：白川 JCT（姫路）入路 

1732：白川 JCT（姫路）出路 

1733：白川JCT（三田）出路 

淀川左岸線 

1801：淀川左岸舞洲出路  

1802：淀川左岸舞洲入路 

1803：島屋出路 

1804：島屋入路  

1805：正蓮寺川出路  

1806：正蓮寺川入路  

1807：大開出路  

1808：大開入路  

1830：岸淀（大阪）渡り線 

1831：岸淀（神戸）渡り線 

1832：神淀(西)連絡線 

1809：海老江北出路(仮称) 

1810：海老江北入路(仮称) 

1811：大淀出路(仮称) 

1812：大淀入路(仮称) 

1813：豊崎出路(仮称) 

1814：豊崎入路(仮称) 
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表-14.2.2 ランプ、渡り線一覧表（その９） 

池田線 

1901：神田出路 

1902：神田入路 

1903：川西小花出路 

1904：川西小花入路 

1905：池田木部出路（池田木部第一出路） 

1906：池田木部入路（池田木部第一入路） 

1907：池田木部排出路 

1908：国道１７３号線出路（池田木部第二出路） 

1909：国道１７３号線入路（池田木部第二入路） 

湾岸線（垂） 

2001：名谷ＪＣＴ（垂水）出路 

2002：名谷ＪＣＴ（垂水）入路 

2003：垂水ＪＣＴ出路 

2004：垂水ＪＣＴ入路 

2005：名谷出路 

2006：名谷入路 

2007：名谷ＪＣＴ（須磨）出路 

2008：名谷ＪＣＴ（須磨）入路 

北神戸線（北） 

2101：五社出路 

2102：五社入路 

2103：柳谷ＪＣＴ出路 

2104：柳谷ＪＴ入路 

京都線 

2201：山科出路 

2202：山科入路 

2203：鴨川東出路 

2204：鴨川東入路 

2207：鴨川西出路 

2208：鴨川西入路 

2209：上鳥羽出路 

2210：上鳥羽入路 

2215：城南宮北出路 

2216：城宮北入路 

2217：城南宮南出路 

2218：城南宮南入路 

2219：伏見出路 

2220：伏見入路 

2221：第二京阪出路 

2222：第二京阪入路 
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大和川線 

2301 ：三宝(大和)出路 

2302 ：三宝(大和)入路 

2303 ：鉄砲東行出路 

2304 ：鉄砲西行入路 

2305 ：鉄砲西行出路 

2306 ：鉄砲東行入路 

2307 ：常磐東行出路 

2308 ：常盤西行入路 

2309 ：常磐西行出路 

2310 ：常磐東行入路 

2311 ：天美出路 

2312 ：天美入路 

2313 ：三宅西出路 

2314 ：三宅西入路 

2330 ：湾大和(大阪)渡り線 

2331 ：湾大和(関空)渡り線 

新神戸トンネル線 

2401：国道2号出路 

2402：国道2号入路 

2403：二宮入路 

2404：神若出路 

2405：新神戸駅出路 

2406：新神戸箕谷入路 

2407：新神戸箕谷出路 

2430：箕谷北行連結路 

2431：箕谷南行連結路 
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(5) 管理番号名称 

管理番号で表記する路線名の略称を、該当するコード（３桁）で記入する。

北神戸線等の高架橋、トンネル、土工区間が混在する路線では高架橋名又はト

ンネル名を略称とするので注意する。 

入路、出路等で、管理番号名称を表記しないときは、記入しない。 

001：環（環状） 

002：空（池田） 

003：守（守口） 

004：港（大阪港） 

005：東（東大阪） 

006：堺（堺） 

007：岸（湾岸） 

008：湾（湾岸） 

009：松（松原） 

010：大（大阪西宮） 

011：森（森小路） 

012：西（西大阪） 

013：西（大阪西宮） 

014：神（神戸西宮） 

016：海（湾岸） 

北神戸線 

100：北起（北神戸起点） 

101：別府（別府高架橋） 

102：永井（永井谷高架橋） 

103：井Ｔ（井吹トンネル） 

104：東谷（東谷高架橋） 

105：大谷（大谷高架橋） 

106：奥口（奥口谷高架橋） 

107：室谷（室谷高架橋） 

108：寺池（寺池高架橋） 

109：矢谷（矢谷高架橋） 

110：渋谷（渋谷高架橋） 

111：宝光（宝光坊高架橋） 

112：太 1T（太山寺第１トンネル）

113：太 2T（太山寺第２トンネル）

114：伊川（伊川谷高架橋） 

115：布施（布施畑高架橋） 

116：布東（布施畑東高架橋） 

117：白川（白川高架橋） 

118：大滝（大滝高架橋） 

119：藍Ｔ（藍那トンネル） 

120：藍那（藍那高架橋） 

121：長坂（長坂山高架橋） 

122：長Ｔ（長坂山トンネル） 

123：万条（万条高架橋） 

124：万Ｔ（万条カルバート） 

125：百合（百合ヶ丘高架橋） 

126：箕谷（箕谷高架橋） 
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127：福仙（福仙寺高架橋） 

128：鷺谷（鷺谷高架橋） 

129：谷上（谷上高架橋） 

130：下谷（下谷高架橋） 

131：上原（上原高架橋） 

132：炭谷（炭ヶ谷橋） 

133：花山（花山高架橋） 

134：水晶（水晶山橋） 

135：唐Ｔ（新唐櫃トンネル） 

136：奥山（奥山高架橋） 

137：唐新（唐櫃新橋） 

138：高林（高林高架橋） 

139：唐櫃（唐櫃高架橋） 

140：有１（有馬口第１高架橋） 

141：有２（有馬口第２高架橋） 

142：有３（有馬口第３高架橋） 

143：有４（有馬口第４高架橋） 

144：ｱﾘﾏ T（有馬北トンネル） 

145：中野（中野高架橋） 

146：金１（金仙寺湖第１橋） 

147：金Ｔ（金仙寺トンネル） 

148：金２（金仙寺湖第２橋） 

149：畑Ｔ（畑山トンネル） 

150：畑山（畑山橋） 

181：箕 1T（箕谷西行出第１トンネル）

182：箕 2T（箕谷西行出第２トンネル）

183：箕Ｔ（箕谷西行入トンネル） 

北神戸線（北） 

501：唐北（唐櫃（北延伸）高架橋）

502：水無（水無高架橋） 

503：ｵﾄﾞ 1（オドロ第１高架橋） 

504：ｵﾄﾞ 2（オドロ第２高架橋） 

505：ｱﾘﾉ T（有野トンネル） 

506：有野（有野高架橋） 

507：有五（有野五社高架橋） 

508：松尾（松尾橋高架橋） 

509：堀越（堀越川高架橋） 

510：池谷（池の谷高架橋） 

511：西堀（西堀高架橋） 

512：奥沢（奥沢高架橋） 

神戸山手線 

201：開Ｔ（開削トンネル南伸部） 

202：長 OT（長田開削トンネル） 

203：長Ｔ（長田トンネル） 

204：高Ｔ（高取山トンネル） 

205：高取（高取山高架橋） 

206：妙 1T(妙法寺第１トンネル) 

207：護摩（護摩谷橋） 

208：妙 2T(妙法寺第２トンネル) 

209：妙法（妙法寺高架橋） 

210：白Ｔ（白川トンネル） 

211：樋詰（樋詰橋） 

212：竹下（竹ノ下高架橋） 

湾岸線（垂） 

301：下畑(湾岸線(７期)終点) 

302：権行（権行司高架橋） 

303：名谷（名谷高架橋） 

381：名 ST（名谷出路トンネル） 

382：名ET（名谷入路トンネル） 

池田線（池） 

 019：池（池田） 

401：伊Ｔ（伊丹トンネル） 

京都線 

601：稲Ｔ（稲荷山トンネル） 

602：高瀬(高瀬川橋) 

603：鴨 S1（鴨川東出路第１橋） 

604：鴨 S2（鴨川東第 2橋） 

605：鴨 E1（鴨川東入路第１橋） 

606：久世（斜久世橋） 

607：京（京都線） 

608：鴨Ｔ(鴨東線トンネル) 

淀川左岸線 

 018：淀（淀川左岸） 

701：正蓮寺川（正蓮寺川トンネル）
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(6) 車線区分 

上部工又は下部工の上り線と下り線が分離構造のときに、上り線・下り線の

区分コード（１桁）で記入する。上り線と下り線が一体構造のときは記入しな

い。車線区分が不明確なところは下り線側として表示する。なお、ランプ・渡

り線では車線区分は記入しない。 

〔1：上り線，2：下り線〕 

(7) 管理番号記号 

管理番号は、管理表示する道路構造物により、次のように分類される。 

「Ｓ」表示：上部工管理番号 

［道路構造・桁・高欄・舗装］ 

「Ｐ」表示：下部工管理番号 

［橋脚・橋台等の管理・のり面等の管理］ 

橋脚はり上管理番号［伸縮継手・支承等の管理］ 

「ＨＩ」表示：ゲルバー桁ヒンジ部［伸縮継手・支承等の管理］ 

「Ｔ」表示：トンネル区間管理番号［トンネル部・のり面等の管理］ 

「Ｅ」表示：土工区間管理番号 

［道路土工部（盛り土・切り土部）・のり面等の管理］ 

表示する管理番号により該当する英字記号を右詰めで記入する。 

なお、資産データテーブル・補修データテーブルの各テーブルと、管理表示

方式の関係は次に示すとおりである。 

大和川線 

 023：和（大和川） 

901：大和川第1（大和川第1トンネル） 

902：大和川第2（大和川第2トンネル） 

903：大和川第3（大和川第3トンネル） 

新神戸トンネル線 

801：戸T下(新神戸トンネル下り線) 

802：戸T上(新神戸トンネル上り線) 

803：東箕谷橋(新神戸トンネル) 

804：第2東箕谷橋(新神戸トンネル) 

805：布引山橋(新神戸駅出路) 
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資産・補修データテーブルと管理表示 

本
体
構
造
物
資
産
デ
ー
タ
テ
ー
ブ
ル

工事・設計・図面テーブル……工事登録番号［管理番号］      

 道路構造テーブル………………上部工/トンネル区間/土工区間管理番号

 上部工テーブル…………………上部工管理番号 

床版テーブル…………………床版管理番号 

 下部工テーブル…………………下部工管理番号 

 道路土工テーブル………………土工区間管理番号 

 のり面・擁壁テーブル…………のり面／擁壁番号

トンネルテーブル………………トンネル管理番号 

カルバートテーブル……………トンネル区間／土工区間管理番号

 高欄・防護柵テーブル…………上部工／土工区間管理番号           

 非常口テーブル…………………下部工管理番号     

附
属
構
造
物
デ
ー
タ
テ
ー
ブ
ル

遮音壁テーブル…………………上部工／土工区間管理番号 

伸縮継手テーブル………………橋脚はり上／上部工管理番号  

支承テーブル……………………橋脚はり上管理番号 

落橋防止システムテーブル…………橋脚はり上管理番号 

鋼構造物塗装テーブル…………上部工／下部工管理番号 

舗装テーブル……………………上部工管理番号 

高速道路標識柱テーブル………上部工/トンネル区間/土工区間管理番号

高速道路標識板テーブル………上部工/トンネル区間/土工区間管理番号

平面街路標識柱テーブル………路線 

平面街路標識板テーブル………路線 

本
体
構
造
物
補
修
デ
ー
タ
テ
ー
ブ

ル

桁補修テーブル…………………上部工管理番号 

 床版補修テーブル………………上部工管理番号 

 橋脚補修テーブル………………下部工管理番号 

のり面・擁壁補修テーブル……のり面／擁壁番号 

トンネル補修テーブル…………トンネル管理番号 

カルバート補修テーブル………トンネル区間／土工区間管理番号 

高欄・防護柵補修テーブル……上部工／土工区間管理番号 

注）［ ］内に示した管理番号は位置関係を補足するために使用する。 
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(8) 管理番号 

道路構造物に対して、路線又はランプごとに起点側から順に付与された一連

番号（管理番号）を記入する。高架部では、橋脚（下部工）と径間（上部工）

単位での管理表示を原則としている。また道路土工部とトンネル部では、管理

区間（後述）を設けて管理表示が行われる。 

数字（４桁）は右詰めで記入し、1～3 桁の数字（1，2，3，…999）では前

ゼロは記入しない。 

(9) 管理番号枝番 

増設桁や橋脚あるいはゲルバー桁ヒンジ部等で、枝番号（Ａ，Ｌ，Ｒ，Ｒ1，

Ｒ2，1，2，…等）がある場合に記入する。なお、排出路の土工部については

枝番号 Dを付し、備考に排出路と記入する。 

Ａ，Ｌ，Ｒのように英字 1字のものは左詰めで記入する。1桁の数字は右詰

めで記入し、前ゼロは記入しない。枝番号がないものは記入しない。 

(10)キロポスト 

・キロポスト名称をコード（２桁）で記入する。なお、ランプでは記入しな

いが、渡り線では記入する。 

・車線区分は、上り線と下り線が分離構造のときに、上り線・下り線の区分

コード（１桁）で記入する。上り線と下り線が一体構造のときは記入しな

い。なお、ランプ・渡り線では記入しない。 

・キロポストの単位は、キロメートル単位で小数点以下第３位（メートル）

まで記入する。高架部では橋脚上（上部工では起点側の橋脚上）、道路土

工部とトンネル部では管理区間始点（起点側）における路線起点からの距

離を記入する。 

車線区分 

〔1：上り線，2：下り線〕 
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キロポスト名称コード 

2.2 道路土工部の管理番号  

道路土工部では、キロポスト（100ｍ単位）で付与するトンネル区間管理番号、

土工区間管理番号、1つのトンネル全体を管理表示するトンネル番号及びのり面

／擁壁番号により、データ作成・管理を行う。 

2.2.1 トンネル区間管理番号・土工区間管理番号 

道路土工部で使用するトンネル区間管理番号（Ｔ表示）及び土工区間管理番

号（Ｅ表示）の表示方法は、次に示すとおりである。なお、管理番号を表記す

る項目とその記入方法は、高架部と同様である。 

01：環  ［環状］ 

02：東環 ［環状］ 

03：池   [池田(空)/池田(池)］ 

04：蛍  ［池田(空)］ 

05：守  ［守口］ 

06：港  ［大阪港、東大阪］ 

07：岸港(Ｆ)［大阪港］ 

08：東   ［東大阪］ 

09：丼 西 ［東大阪、環状］ 

10：丼 東 ［東大阪、環状］ 

11：環 港 ［東大阪］ 

12：環 東 ［東大阪］ 

13：堺   ［堺］ 

14：千   ［堺、環状］ 

15：環 堺 ［堺］ 

16：岸  ［湾岸(岸)、湾岸(海)］ 

17：湾岸(Ｇ)［湾岸(岸)］ 

18：淀岸下［湾岸(岸)］ 

19：淀岸上［湾岸(岸)］ 

20：湾   ［湾岸(湾)］ 

21：松   ［松原］ 

22：森   ［森小路］ 

23：西   ［西大阪］ 

24：神   ［大阪西宮(大)、大阪 

西宮(兵)、神戸西宮］ 

25：北   ［北神戸］ 

26：淀   ［淀川左岸］ 

27：岸 下 淀［淀川左岸］ 

28：岸 上 淀［淀川左岸］ 

29：垂   ［湾岸(垂)］ 

30：有   ［北神戸(北)］ 

31：山   ［神戸山手］ 

32：京   ［京都］ 

33：和   ［大和川］ 

34：神淀上 [3号神戸線上り 

→淀川左岸線上り] 

35： 淀下神 [淀川左岸線下り

→3号神戸線下り] 

36：戸   [新神戸トンネル線]

37：和湾下 [大和川線 

→湾岸線下り] 

38：和湾上 [大和川線 

→湾岸線上り] 

39：湾下和 [湾岸線下り 

→大和川線] 

40：湾上和 [湾岸線上り 

→大和川線] 
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(1) トンネル区間及び土工区間の管理番号は、100ｍごとのキロポスト単位で

表示する。トンネル区間の表示は、100ｍ単位の整数表示とし、土工区間

の表示は、キロポスト 100ｍ単位の整数表示で 9000 番台とする。なお、

道路土工部の入路及び出路についても、本線と同様に 100ｍごとのキロポ

スト単位で表示する。 

(2) 土工区間の管理番号名称は、道路起点側の高架橋又はトンネルと同じ管理

番号名称で表示する。 

   ［表示例］ 

土工区間 

キロポスト        0.9 

トンネル区間 土工区間 

  1.1                1.2     1.0 

                  ▲     ▲  ▲             ▲

土工区間  E-9009                 E-9010   E-9011         E-9012 

 管理番号  トンネル区間      T-0009    T-0010 

(3) ランプ・渡り線において、キロポスト 100ｍ単位内に橋梁部・トンネル部

等が存在し、土工部が分割されている場合、起点側から管理番号枝番を付与

する。 

［表示例］ 

             土工区間 

キロポスト                   0.2 

橋梁区間 土工区間 

       0.3 

                    ▲        ▲ 

管理番号           E-9001           ランプ・渡り線名 S-1        E-9003 

                               E-9002-1          E-9002-2    
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(4) 上り線・下り線が合流した後の一体区間においては、現地に設置された 

キロポスト表示が上り線・下り線で一致するまで、土工区間の管理番号は上

下分離して付与する。     

［表示例］ 

                 下 0.5     下 0.6 

下り線                   ▲           ▲      下 0.7  

        ▲              

        キロポスト   0.4 上0.5 上0.6       0.8     

 ▲ ▲     ▲ ▲ 

 一体区間 

上り線 

E-9008                              E-9004

管理番号           

          下り線                 下E-9004     下E-9005      下E-9006   下E-900

          上り線                   上 E-9004      上 E-9005        上 E-9006 

2.2.2 トンネル番号 

トンネル番号は、トンネル区間管理番号とは異なり、トンネル単位（１つの

トンネル全体）で管理表示するために付与するものである。 

トンネル番号は、トンネル区間管理番号を表記するときに使用した路線名、

管理番号名称・車線区分の３つの項目で構成される。なお、開削トンネル・カ

ルバートで上下線一体構造の場合は、車線区分は記入しない。 

2.2.3 のり面／擁壁番号 

のり面／擁壁番号は連続した１つののり面又は擁壁を１つの単位として管

理表示するために付与するものである。なお、管理番号には、下部工管理番号、

トンネル管理番号、及び土工区間管理番号を使用することとし、その他の管理

番号を表記する項目とその記入方法は、高架部と同様である。 

(1) 管理番号は、のり面又は擁壁の始点（本線の起点側）における上記管理

番号で表示する。 

(2) 上り線と下り線が分離する区間の中央部やトンネルの入口付近等で、車

線区分が不明確なところは下り線側として表示する。 
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2.3 コード記入方法 

資産データテーブル、補修データテーブルの各データテーブルにおいて、記

入するコードの中で数字“0”，“1”，“2”とアルファベット“Ｏ”，“Ｄ”，

“Ｉ”，“Ｚ”については混同しやすいために、“0”，“1”，“2”は通常

書かれる 0，1，2でよいが、アルファベットについては“Ｏ”→Ｏ，“Ｄ”→

Ｄ，“Ｉ”→Ｉ，“Ｚ”→Ｚとして記入する。 

なお、原則としてコードは左詰めで記入するが、数量については右詰めで記

入する。 

第３節 資産・補修共通データテーブル 

3.1 工事・設計・図面テーブル 

○ 一般事項 

工事単位でデータを記入し、工事名、工期、施工箇所を把握することを目的

とする。記入に際してはデータテーブル（様式 3-1_工事・設計・図面）を用

いて次の要領で記入する。 

(1) 工事種別 

工事の区分を次の分類から記入する。 

工事区分 

Ｎ 建設工事 

Ｒ 補修工事(オープン工事) 

Ｄ 補修工事(保全管理工事) 

Ｅ 震災復旧工事 

Ｓ フレッシュアップ工事 
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 (2)工種を次のうちからコードで記入する。 

注）補修工事については、工事の内容に応じてテーブル表に該当する小分類番号を記入 

する。 

(3) 工事名 

工事名をテキストで記入する。英数字括弧は半角としカタカナは全角で 

記入する。 

(4) 施工業者名 

施工業者名をテキストで記入する。英数字括弧は半角としカタカナは全

角で記入する。 

(5) 施工管理番号 

施工箇所の全管理番号をテキストで記入する。英数字括弧は半角としカ

タカナは全角で記入する。 

(6) 工期を半角で記入する。 

(7) しゅん工図の枚数を記入する。なお、タイトル、目次は除いた枚数と   

する。 

 小分類（工種） 

01 下部工 18 電波障害対策工事 35 沓補修 

02 鋼製橋脚 19 建築関係 36 鋼製橋脚塗装塗替

03 鋼  桁 20 機械関係 37 鋼桁塗装塗替 

04 ＰＣ桁 21 土木建築施設図 38 路下整備 

05 ＲＣ桁 22 下部工補修 39 電気関係補修 

06 床 版 23 鋼製橋脚補修 40 通信関係補修 

07 舗 装 24 鋼桁補修 41 交通管制関係補修

08 付属構造物 25 ＰＣ桁補修 42 建築関係補修 

09 トンネル構造物 26 ＲＣ桁補修 43 機械関係補修 

10 標識関係 27 床版補修 44 植樹帯 

11 プラスチック板等 28 舗装補修 45 その他 

12 流末処理工 29 標識補修 46 塗 装 

13 路下防護柵 30
遮音壁等補修 

(プラ板等) 
47 非常駐車帯 

14 ガードレール 31 伸縮継手補修 48 道路土工 

15 電気関係 32 ガードレール補修 49 床組構造改築工事

16 通信関係 33 ガードレール取替 50 美装化工事 

17 交通管制関係 34 排水管補修   
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(8) 設計年度 

設計年度を西暦で記入する。ただし、設計年度が不明の場合については、

監督員と協議の上決定する。 

(9) 設計基準 

設計基準の発行年度（西暦）とコードを記入する。 

設計基準 

M1 道路橋示方書（鋼橋・鋼部材編） 

M2 鋼道路橋示方書 

M3 溶接鋼道路橋示方書 

M4 合成桁設計・施工指針 

M5 高力ボルト摩擦接合設計施工指針 

C1 道路橋示方書（コンクリート橋・コンクリート部材編）

C2 ＲＣ道路橋示方書 

C3 ＰＣ道路橋示方書 

P1 道路橋示方書（下部構造編） 

P2 下部構造物設計指針／調査設計 

P3 下部構造物設計指針／橋台・橋脚 

P4 下部構造物設計指針／直接基礎 

P5 下部構造物設計指針／杭基礎 

P6 下部構造物設計指針／場所打杭 

P7 下部構造物設計指針／ケーソン基礎 

E1 道路橋示方書（耐震設計編） 

E2 道路橋耐震設計指針 

A1 
兵庫県南部地震により被災した道路橋の復旧に係る

仕様（上部工関連） 

A2 
兵庫県南部地震により被災した道路橋の復旧に係る

仕様（上部工関連） 

(10)備考 

特記事項等について、日本語 50 文字以内で記入する。 

第４節 資産データテーブル 

4.1 道路構造テーブル 

○ 一般事項 

高架区間、トンネル区間、土工区間の全ての道路について作成する。高架構

造部では、上部工１径間ごとに、トンネル区間及び土工区間では、１管理区間

（キロポスト 100ｍ単位）ごとにデータを記入し、上り線、下り線に分離して
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いる場合は各々で記入するものとする。 

ただし、高架構造部のランプ終点側にある擁壁部等の土工部は一括管理とす

る。記入に際してはデータテーブル（様式 4-1_道路構造）を用いて次の要領

で記入する。 

(1) 上部工／トンネル・土工区間管理番号 

共通事項の要領に従い、上部工又はトンネル、土工区間の管理番号を記

入する。ただし、北神戸線のように橋梁部と土工部が混在する路線につい

ては、管理番号の他にキロポストも併せて記入する。 

(2) 供用年度 

当該区間の供用年度を西暦で記入する。 

(3) １方向・２方向 

方向区分をコードで記入する。 

１方向・２方向 

１  １方向 

２  ２方向 

(4) 下り線等 

車線数・車線区分について記入する。環状線については下り線にのみ記

入する。なおランプについては、その帰属する下り線又は上り線に記入し、

渡り線の帰属については次に示すとおりとする。 

車線区分 

Ｂ  分岐・合流帯部 

Ｐ  非常駐車帯 

Ｓ  パーキング 
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(5) 上り線等 

下り線等と同じ要領で記入する。 

路線 渡り線 上下区分 

環状 湊町北渡り線 下り線 

環状 船場第１工区Ｄ連絡線 下り線 

環状 船場第３工区Ｃ連絡線 下り線 

環状 船場第３工区Ｆ連絡線 下り線 

大阪港 岸港渡り線 上り線 

東大阪 船場第１工区Ｃ連絡線 下り線 

東大阪 信濃橋渡り線 上り線 

東大阪 船場第３工区Ｄ連絡線 上り線 

東大阪 船場第３工区Ｅ連絡線 下り線 

堺 湊町南渡り線 下り線 

湾岸(岸) 港岸渡り線 下り線 

湾岸(岸) 淀岸(大阪)渡り線 上り線 

湾岸(岸) 淀岸(神戸)渡り線 下り線 

西大阪 西大阪渡り線(上) 上り線 

西大阪 西大阪渡り線(下) 下り線 

淀川左岸 岸淀(大阪)渡り線 下り線 

淀川左岸 岸淀(神戸)渡り線 下り線 

神戸山手 湊川(東行)連結路 上り線 

神戸山手 湊川(西行)連結路 下り線 

(6) 平面線形／線形区分 

高架部の１径間、又はトンネル区間・土工区間の１管理区間の中で、２

種類以上の線形にまたがる場合は、占める割合が最も大きいものをコード

で記入する。 

線形区分 

Ｓ  直 線 

Ｃ  曲 線 

Ｔ  緩和曲線 
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(7) 平面線形／曲線半径 

平面線形区分が「曲線」又は「緩和曲線」の場合に曲線半径を記入する。 

曲線半径が２種類以上ある場合や、緩和曲線の場合は最も小さい半径を 

記入する。 

単位はｍで小数点第４位を四捨五入し、第３位まで記入する。 

注）クロソイド曲線（緩和曲線）の場合、１管理単位の中で半径が最も小

さくなるポイントの半径を次の計算式によって求める。 

       Ｒ＝Ａ２／Ｌ   Ｒ：任意点の曲線半径（ｍ） 

                Ａ：クロソイド曲線のパラメータ（ｍ） 

                         Ｌ：始点から任意点までの曲線状の距離（ｍ） 

(8) 縦断勾配／勾配区分 

左側（起点側）から右側（終点側）に向かって、上り勾配か下り勾配か   

平坦（レベル）かをコードで記入する。１径間又は１管理区間の中で、２

種類以上にまたがる場合は、占める割合が最も大きいものを記入する。 

勾配区分 

Ｌ  レベル 

Ｄ  下り勾配 

Ｕ  上り勾配 

(9) 縦断勾配／勾配 

１径間又は１管理区間の中で、最も大きい縦断勾配の値を記入する。縦

断勾配は、道路中心線での値を記入する。単位は％で、小数点以下第２位

を四捨五入し、第１位まで記入する。 

(10) 横断勾配／勾配区分 

横断勾配区分は、高架部の１径間又はトンネル・土工区間の１管理区間

の起点側から終点側に向かってみた（橋脚上）断面における形状を記入す

る。上り線・下り線別にそれぞれ記入し、１方向の場合は下り線側に記入

する。 

勾配区分 

Ｂ  両勾配 

Ｌ  片勾配（左下り） 

Ｒ  片勾配（右下り） 

Ｆ  レベル 

8  その他 
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(11) 横断勾配／横断勾配 

勾配値が２種類ある場合は、勾配値の大きい方を記入する。ただし、１

方向の場合は、上り線には記入しない。単位は％で小数点以下第２位を四

捨五入し、第１位まで記入する。 

     横断勾配記入例 

(12) 橋長（区間長） 

高架部は、橋脚中心間で道路中心線上の長さを記入する。また、トンネ

ル・土工区間は、１道路管理単位の道路中心線上の長さを記入する。共通

事項の土工区間管理方式を参照。単位はｍで小数点以下第３位まで記入す

る。 

ケース
1方向 2方向 2方向 2方向

横断勾配 下Ｓ-110 Ｓ-120 Ｓ-130 Ｓ-140

左下り 左下り 左下り 両勾配

2.0％ 1.5％

1.5％

2.0％

2.0％ 1.5％

1.5％

左下り 右下り 右下り

横断勾配区分

横断勾配区分

下
り
線

上
り
線

1.5%

2.0
%

2.0
%

2.0
%

1.5% 1.5% 1.5%
1.5%0.5%

1.0%

勾 配 ( %)

勾 配 ( %)
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(13) 幅員／ 起点側・終点側 

高架部は、起点側（左側）と終点側（右側）の橋脚上での横断方向（道

路中心線直角方向）の長さを記入する。また、トンネル・土工区間は、１

管理区間の起点側（左側）の開始地点と終点側（右側）の終了地点での横

断方向（道路中心線直角方向）の長さを記入する。単位はｍで小数点以下

第２位を四捨五入し、第１位まで記入する。 

保護路肩 保護路肩

幅 員
幅員

幅 員

［トンネル部］

［道路土工部］

[ 橋 梁 部 ]

○起点側の橋脚上での横方向（道路中心線直角方向）

の長さを記入する。

P101
S101

P102
S102

トンネルＣ.Ｌ

ＳＬ

ＳＬ

道路幅員

有
効
高

Ｔ
Ｃ

.
Ｌ
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(14) 橋面積（区間面積） 

１径間又は１区間の平面積（橋長と総幅員により算出）を記入する。単

位は m２で小数点以下第２位を四捨五入し、第１位まで記入する。 

(15) 設計速度 

設計速度を記入する。単位は km／ｈで、整数止めとする。 

(16) 設計荷重 

設計活荷重をコードで記入する。 

設計活荷重 

T2  Ｔ－20 

 20  ＴＬ－20 

25  ＴＬ－25 

43  ＴＴ－43 

A  Ａ活荷重 

B  Ｂ活荷重 

88  その他  

(17) 市区町村 

管理区間に該当する都道府県市区町村コードを記入する。コードは、総

務省作成の「市区町村コード」を使用しており、５ケタの数字で記入する。 

［例 1］ 

行政境界線が管理者境界に当たる場合、当該道路の管理者 側の区域

に属するものとし、大阪府管理→大阪府池田市（27204）とする。 

兵庫県川西市（28217） 行政境界線（都道府県界）

起点 　終点

大阪府池田市（27204）
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［例 2］ 

行政境界線が同一管理区域内の境界に当たる場合、起点から終点に向

かって左側の区域に属するものとし、同一管理区域境界線→大阪市西淀

川区（27113）とする。 

市区町村 

27100  大阪市 27117  大阪市旭区 

27127  大阪市北区 27118  大阪市城東区 

27102  大阪市都島区   27119  大阪市阿倍野区 

27103  大阪市福島区 27120  大阪市住吉区 

27104  大阪市此花区 27121  大阪市東住吉区 

27128  大阪市中央区 27122  大阪市西成区 

27106  大阪市西区 27123  大阪市淀川区 

27107  大阪市港区 27124  大阪市鶴見区 

27108  大阪市大正区 27125  大阪市住之江区 

27109  大阪市天王寺区 27126  大阪市平野区 

27111  大阪市浪速区   

27113  大阪市西淀川区   

27114  大阪市東淀川区   

27115  大阪市東成区   

27116  大阪市生野区   

大阪市西淀川区（27113） 行政境界線（市区町村界）

起点 　終点

大阪市淀川区（27123）
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市区町村 

27201  堺市 27230  交野市 

27141  堺市堺区 27231  大阪狭山市 

27142  堺市中区 27232  阪南市 

27143  堺市東区 27301  三島郡島本町 

27144  堺市西区 27321  豊能郡豊能町 

27145  堺市南区 27322  豊能郡能勢町 

27146  堺市北区 27341  泉北郡忠岡町 

27147  堺市美原区 27361  泉南郡熊取町 

27202  岸和田市 27362  泉南郡田尻町 

27203  豊中市 27366  泉南郡岬町 

27204  池田市 27367  泉南郡阪南町 

27206  泉大津市 27381  南河内郡太子町 

27208  貝塚市 27382  南河内郡河南町 

27209  守口市 27383  南河内郡千早赤坂村 

27212  八尾市  

27213  泉佐野市  

27214  富田林市 28100  神戸市 

27215  寝屋川市 28101  神戸市東灘区 

27217  松原市 28102  神戸市灘区 

27218  大東市 28105  神戸市兵庫区 

27219  和泉市 28106  神戸市長田区 

27220  箕面市 28107  神戸市須磨区 

27221  柏原市 28108  神戸市垂水区 

27222  羽曳野市 28109  神戸市北区 

27223  門真市 28110  神戸市中央区 

27224  摂津市 28111  神戸市西区 

27225  高石市 28201  姫路市 

27226  藤井寺市 28202  尼崎市 

27227  東大阪市 28203  明石市 

27228  泉南市 28204  西宮市 

27229  四条畷市  
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市区町村 

28206  芦屋市 26100  京都市 

28207  伊丹市 26101  京都市北区 

28210  加古川市 26102  京都市上京区 

28214  宝塚市 26103  京都市左京区 

28215  三木市 26104  京都市中京区 

28216  高砂市 26105  京都市東山区 

28217  川西市 26106  京都市下京区 

28218  小野市 26107  京都市南区 

28219  三田市 26108  京都市右京区 

28220  加西市 26109  京都市伏見区 

28301  川辺郡猪名川町 26110  京都市山科区 

26111  京都市西京区 

(18) 計画高 

左側（起点側）橋脚上の道路中心線上での路面計画高を記入する。単位

はｍで小数第３位まで記入する。 

(19) 地盤高 

左側（起点側）の橋脚位置での地盤高を記入する。河川、海上の場合は

計画高水位を記入する。なお、橋脚位置で地盤高が示されていない場合は

左右地点の平均値等を記入する。単位はｍで小数第２位まで記入する。 

(20)備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

4.2 上部工テーブル 

○ 一般事項 

上部工１径間ごと（管理番号ごと）にデータを記入し、上り線、下り線に分

離している場合も各々で記入するものとする。記入に際してはデータテーブル

（様式 4-2_上部工）を用いて次の要領で記入する。 

(1) 上部工管理番号 

共通事項の要領に従い、上部工管理番号を記入する。ただし、北神戸線

のように橋梁部と土工部が混在する路線については、管理番号の他にキロ

ポストも併せて記入する。 

(2) しゅん工年度 

上部工のしゅん工年度を西暦で記入する。 
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(3) 上部工構造形式／桁区分 

上部工桁区分をコードで記入する。 

桁区分 

Ｍ  鋼桁 

Ｐ  ＰＣ桁 

Ｃ  ＲＣ桁 

Ｆ  鋼・コンクリート複合桁

(4) 上部工構造形式／床版種別等・桁種別 

床版種別と桁種別をコードで記入する 

床版種別等 

Ｓ 鋼床版 

Ｃ ＲＣ床版（合成） 

Ｕ ＲＣ床版（非合成） 

ＣＢ グレーチング床版 （合成） 

ＵＢ グレーチング床版 （非合成） 

ＣＬ 軽量コンクリート床版（合成） 

ＵＬ 軽量コンクリート床版（非合成） 

ＰＣ ＰＣＣ床版 

ＰＳ プレキャスト床版 

Ｅ ＰＣ（プレテン） 

Ｏ ＰＣ（ポステン） 

ＣＣ 鋼・コンクリート合成床版 

ＵＦ 超高強度繊維補強コンクリート(ＵＦＣ)床版 
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(5) 上部工構造形式／連続構造 

連続桁又は連結桁の場合に連続径間数を右詰めの数字で記入する。ま

た、着目する径間について、連続桁の左側（起点側）から数えた着目径間

（番号）を右詰めの数字で記入する。 

(6) 主 桁 数 

総主桁本数を数字で記入する。 

桁種別 

Ｉ  Ｉ桁 

ＩＧ  Ｉ桁ゲルバー 

ＩＭ  Ｉ桁(主桁連結) 

ＩＦ  Ｉ桁(床版連結) 

Ｈ  Ｈ桁 

ＨＭ  Ｈ桁(主桁連結) 

ＨＦ  Ｈ桁(床版連結) 

Ｂ  箱桁 

ＢＯ   開断面箱桁 

ＢＧ  箱桁ゲルバー 

Ｓ  スラブ橋 

ＳＣ  スラブ橋片持  

ＨＳ  中空床版 

Ｔ  Ｔ桁 

ＴＣ  Ｔ桁片持 

ＤＷ  ディビダーグ 

ＰＬ  ピルツ 

ＴＲ  トラス 

ＴＧ  ゲルバートラス橋 

ＷＭ  波形鋼板ウェブ 

Ａ  アーチ 

ＡＬ  ローゼ 

Ｃ  斜張橋 

ＳＰ  特殊橋 

ＺＺ  その他 
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(7) 桁端切欠 

桁端切欠 

Ｉ なし 

Ｓ 起点側にあり 

Ｅ 終点側にあり 

Ｗ 両側にあり 

(8) 桁端足継 

桁端足継の有無をコードで記入する。 

桁端足継 

Ｉ なし 

Ｓ 起点側にあり 

Ｅ 終点側にあり 

Ｗ 両側にあり 

(9) 直線・曲線主桁 

主桁の形状をコードで記入する。なお、折線桁は、曲線桁に含める。 

直線・曲線主桁 

Ｓ 直線主桁 

Ｃ 曲線主桁 

Ｗ 直線・曲線主桁 

例 

箱桁 Ｉ桁 Ｉ桁 箱桁 Ｉ桁 箱桁 

コード Ｓ Ｃ Ｓ Ｗ Ｗ Ｓ 
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a

b

a=b

a

b

a>b

(10) バチ・斜形状 

バチ・斜形状をコードで記入する。 

バチ・斜形状 

１ なし 

Ｂ バチ形状 

Ｓ 斜形状 

Ｗ バチ、斜形状 

例 

コード １ Ｂ Ｓ Ｓ 

例 

コード １ Ｂ Ｗ Ｂ 

〔注〕･「ﾊﾞﾁ形状」＝外側主桁間隔が起点側と終点側で異なるもの。

･「斜形状」 ＝道路中心線と支承線の交角が 90 度でないもの。

道路中心線：車道中心線 

支承線：起点側及び終点側面の支承を結んだもの。

(11) 桁高／断面変化・変断面橋・主桁高さ 

断面変化、変断面橋の有無をそれぞれコードで記入する。断面変化は１

径間内の桁高がなだらかに変化しているような場合とし、変断面橋は建築

限界等の関係で桁高がおさえられたような場合とする。 

主桁高さは、該当する桁の中間部の高さを記入する。単位はｍで小数点

以下３第位を四捨五入し、第３位まで記入する。 

断面変化／変断面橋 

１ なし 

２ あり 

(12) 桁長 

桁長を記入する。単位はｍで小数点以下第３位まで記入する。 

(13) 支間長 

桁の支間長を記入する。単位はｍで小数点以下第３位まで記入する。 
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(14) 桁下高さ 

桁下の高さについて、径間の中で地盤から最も低いところを記入する。

単位はｍで小数点以下第２位まで記入する。 

(15) 桁間隔／主桁間隔・最大床版支間・最大張出長 

最大主桁間隔、最小主桁間隔、最大床版支間、最大張出長を記入する。

単位はｍで小数点以下第３位を四捨五入し、第２位まで記入する。 

(16) 床版／床版厚／パネル数／パネル面積 

① 床版厚 

床版厚を mm 単位（四捨五入整数止め）で右詰めの数字で記入する。 

② パネル数 

コンクリート床版の主桁（縦桁）及び横桁（ブラケット）に囲まれた

部分の数を右詰めの数字で記入する。なお、上部開口箱桁の場合のパネ

ル数もこれに含む。 

③ 補修済パネル 

１径間の床版パネルのうち、補修済パネル数を右詰めの数字で記入 

する。 

④ 未補修パネル 

１径間の床版パネルのうち、未補修パネル数を右詰めの数字で記入 

する。 

⑤ パネル面積 

１径間の全パネル面積の合計を記入する。単位は m２で小数点以下第３

位を四捨五入し、第２位まで記入する。 
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(17) 総コンクリート量 

上部工の総コンクリート量を記入する。単位はｍ３で小数点以下第１位

を四捨五入し、整数止めとする。 

(18) 総鋼質量 

上部工の総鋼質量を記入する。単位は tで小数点以下第１位を四捨五入

し、整数止めとする。 

(19) 鋼桁継手／継手材種 

主桁部材・二次部材の現場継手の材種をそれぞれコードで記入する（主

桁部材は複数選択可）。  

継手材種 

Ａ  ＨＴボルト Ｆ８Ｔ 

Ｂ  ＨＴボルト Ｆ９Ｔ 

Ｃ  ＨＴボルト Ｆ１０Ｔ 

Ｄ  ＨＴボルト Ｆ１１Ｔ 

Ｅ  ＨＴボルト Ｆ１３Ｔ 

Ｆ  ＴＣボルト Ｓ１０Ｔ 

Ｒ  リベット 

Ｗ  溶 接 

８  その他 

(20) 鋼桁継手／ボルト数 

主桁部材・二次部材の現場継手の本数をそれぞれ数字で記入する。 

(21) 検査路等／検査路 

検査路の設置数量（レーン数）を記入する。 

(22) 検査路等／ケーブルラック 

ケーブルラックの設置数量（レーン数）を記入する。 

(23) 検査路等／併用路 

併用路の設置数量（レーン数）を記入する。 

(24) 上部工立地条件 

該当する径間の路下条件と上空条件をそれぞれ記入する（複数選択可）。 

立地条件が複数ある場合は立地条件表の上段から順に記入する。 
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上部工立地条件 

路下 路上 

Ａ  鉄道 Ａ  鉄道 

Ｂ  河川 Ｂ  高速道路(他機関) 

Ｃ  海上 Ｃ  高速道路(当社) 

Ｄ  高速道路(他機関) Ｄ  一般道路 

Ｅ  高速道路(当社) Ｅ  高圧電線 

Ｆ  一般道路 Ｆ  歩道橋 

Ｇ 公園 

Ｈ 駐車場 

Ｉ  その他用地 

Ｊ  当社用地 

(25) 震災・劣化・改築等再構築／再構築評価 

震災における損傷度をコードで記入する。 

再構築評価 

Ｋ  震災再構築 

Ｍ  震災桁再利用 

Ｂ  震災Ｂランク 

Ｃ  震災Ｃランク 

Ｄ  震災Ｄランク 

Ｅ  改築に伴う再構築 

Ｆ  劣化再構築 

８  その他再構築 

(26) 裏面板設置しゅん工年度 

裏面板の設置年度を西暦で記入する。 

  (27) 裏面板種別 

裏面板の種別を次ページに記載しているコードで記入する。 

(28) 側面板しゅん工年度 

側面板の設置年度を西暦で記入する。 

(29) 側面板種別 

側面板の種別を次ページに記載しているコードで記入する。 
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構造 
裏面板・側面板種別 

鋼Ｉ桁 鋼箱桁 

Ａ
桁面被覆

構造 

Ｂ
桁下被覆

構造 

Ｃ
張出被覆

構造 

Ｄ
桁全体 

被覆構造

Ｅ
桁面張出

被覆構造

(30) 防護ネット工しゅん工年度 

防護ネット工のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(31) 防護ネット工種別 

防護ネット工の種別をコードで記入する。 

防護ネット工種別 

Ｐ１ 鳩・落下防止ネット（全体）０－１５） 

Ｐ２ 鳩・落下防止ネット（全体）（２５） 

Ｐ３ 鳩・落下防止ネット（全体）（混在） 

Ｑ１ 鳩・落下防止ネット（部分）（１０－１５） 

Ｑ２ 鳩・落下防止ネット（部分）（２５） 

Ｑ３ 鳩・落下防止ネット（部分）（混在） 

裏面板

側面板

裏面板

側面板

裏面板

裏面板

側面板

裏面板

側面板

裏面板

側面板

裏面板

裏面板

側面板
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(32) ＨＴＢ対策工 

ＨＴＢ（Ｆ１１Ｔ）対策工の種別をコードで記入する。 

ＨＴＢ対策工種別 

Ａ ボルト取替（全体） 

Ｂ 防護ネット（全体） 

Ｃ ボルト取替・防護ネット（全体） 

Ｄ ボルト取替（部分） 

Ｅ 防護ネット（部分） 

Ｆ ボルト取替・防護ネット（部分） 

(33) ＰＣ定着部補強工補修年度 

ＰＣ定着部補強工の補修年度を西暦で記入する。 

(34) ＰＣ定着部補強工種別 

ＰＣ定着部補強工種別をコードで記入する。 

ＰＣ定着部補強工種別 

Ａ 横桁部：鋼板・繊維シート工 

Ｂ 高欄部：鋼板・繊維シート工（片側） 

Ｃ 高欄部：鋼棒・繊維シート工（両側） 

Ｆ ゲルバーヒンジ部鋼板＋防護ネット 

Ｇ 横桁・高欄部（片側）鋼板・繊維シート工 

Ｈ 横桁・高欄部（両側）鋼板・繊維シート工 

(35)桁端切欠補強工実施種別 

主桁端部の切欠有の径間を対象として補強の種別をコードで記入する。 

桁端切欠補強種別 

Ｓ 起点側補強 

Ｅ 終点側補強 

Ｗ 両側補強 

Ｎ 片側未補強 

Ｕ 片側補強・片側未補強 

Ｘ 両側未補強 

(36) コンクリート表面保護補修年度 

コンクリート表面保護工の補修年度を西暦で記入する。 
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(37) コンクリート表面保護種別 

コンクリート表面保護工の種別をコードで記入する。 

コンクリート表面保護工種別 

Ａ１ Ａ種（撥水系：含浸） 

Ａ２ Ａ種（セメント系） 

Ｂ Ｂ種 

Ｃ Ｃ種 

Ｄ Ｄ種 

Ｆ１ Ｆ種（撥水系：含浸） 

Ｆ２ Ｆ種（撥水系：塗膜） 

Ｆ３ Ｆ種（防水系） 

(38) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

4.3 床版テーブル 

○ 一般事項 

上部工１径間の１パネルごとにデータを記入するものとする。記入に際して

はデータテーブル（様式 4-3_床版）を用いて以下の要領で記入する。 

(1) 上部工管理番号 

共通事項の要領に従い、上部工管理番号を記入する。ただし、北神戸線

のように橋梁部と土工部が混在する路線については、管理番号の他にキロ

ポストも併せて記入する。 

(2) ライン番号 

床版パネルの橋軸方向のラインを記号で記入する。 

(3) パネル番号 

床版パネルの橋軸直角方向のパネル番号を数字で記入する。 

(4) しゅん工年度 

上部工のしゅん工年度を西暦で記入する。 
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(5) 床版種別 

床版種別をコードで記入する。 

床版種別等 

Ｃ ＲＣ床版(合成) 

Ｕ ＲＣ床版(非合成) 

ＣＬ 軽量コンクリート床版(合成) 

ＵＬ 軽量コンクリート床版(非合成) 

ＰＣ ＰＣＣ床版 

ＰＳ プレキャスト床版 

ＣＣ 鋼・Ｃｏ合成床版(底鋼板のみ) 

ＣＩ 鋼・Ｃｏ合成床版(グレーチング) 

ＣＴ 鋼・Ｃｏ合成床版(トラス型ジベル) 

ＣＲ 鋼・Ｃｏ合成床版(ロビンソン型) 

ＣＤ 鋼・Ｃｏ合成床版(帯板ジベル) 

ＵＰ ＰＣ床版（場所打ち） 

ＵＦ 超高強度繊維補強コンクリート(ＵＦＣ)床版 

(6) 床版区分 

床版区分をコードで記入する。 

環境対策工種別 

１ 左側水切部 

２ 右側水切部 

３ 桁間 

４ 開断面箱桁間 

８ その他 

(7) 床版厚 

床版厚を mm 単位（四捨五入整数止め）で右詰めの数字で記入する。 

(8) パネル面積 

１パネルごとに面積を記入する。単位は㎡で少数点以下第３位を四捨 

五入し、第２位まで記入する。 

(9) 表面補修工補修年度 

表面補修工の補修年度を西暦で記入する。 
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(10) 表面補修工種別 

表面補修工の種別をコードで記入する。 

表面補修工種別 

１ 補強鋼板接着 

２ 炭素繊維シート 

３ 繊維シート 

４ ガラスクロス 

８ その他 

(11) 増厚補強工補修年度 

増厚補強工の補修年度を西暦で記入する。 

(12) 増厚補強工種別 

増厚補強工の種別をコードで記入する。 

増厚補強工種別 

１ 上面ＳＦＲＣ増厚 

２ 下面モルタル吹付増厚 

３ 下面コンクリート増厚 

８ その他 

(13) 部材補強工補修年度 

部材補強工の補修年度を西暦で記入する。 

(14) 部材補強工種別 

部材補強工の種別をコードで記入する。 

増桁補強工種別 

１ 縦桁補強 

２ ブラケット補強 

８ その他 

(15) 床下施設 

床下の施設をコードで記入する。 

(16) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 
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4.4 下部工テーブル 

○ 一般事項 

下部工 1基ごと（管理番号ごと）にデータを記入し、上り線、下り線に分離

している場合も各々で記入するものとする。記入に際してはデータテーブル

（様式 4-4_下部工）を用いて次の要領で記入する。 

(1) 下部工管理番号 

共通事項の要領に従い、下部工管理番号を記入する。ただし、北神戸線の

ように橋梁部と土工部が混在する路線については、管理番号の他にキロポス

トも併せて記入する。 

(2) しゅん工年度 

下部工のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(3) 下部工構造形式／材種 

下部工の材種をコードで記入する。 

材種 

Ｃ  ＲＣ構造 

Ｐ  ＰＣ構造（ＰＣ梁＋ＲＣ柱） 

Ｍ  鋼製構造 

Ｓ  ＳＲＣ構造 

Ｆ  複合構造（鋼製＋ＲＣ） 
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A S

A G

A T

A L

A R

A B

A N

(4) 下部工構造形式／橋脚・橋台形状 

橋脚・橋台の形状をコードで記入する。 

橋脚・橋台形状 

ＡＧＷ 重力式 ウィングのみ設置  

ＡＧＦ 重力式 踏掛板のみ設置 

ＡＧＢ 重力式 ウィング，踏掛板共設置 

ＡＧ 重力式 ウィング，踏掛板共なし 

ＡＳＷ 半重力式 ウィングのみ設置 

ＡＳＦ 半重力式 踏掛板のみ設置 

ＡＳＢ 半重力式 ウィング，踏掛板共設置 

ＡＳ 半重力式 ウィング，踏掛板共なし 

ＡＴＷ 逆Ｔ式 ウィングのみ設置 

ＡＴＦ 逆Ｔ式 踏掛板のみ設置 

ＡＴＢ 逆Ｔ式 ウィング，踏掛板共設置 

ＡＴ 逆Ｔ式 ウィング， 踏掛板共なし

ＡＬＷ 控え壁式 ウィングのみ設置 

ＡＬＦ 控え壁式 踏掛板のみ設置 

ＡＬＢ 控え壁式 ウィング，踏掛板共設置 

ＡＬ 控え壁式 ウィング，踏掛板共なし 

ＡＲＷ ラーメン式 ウィングのみ設置 

ＡＲＦ ラーメン式 踏掛板のみ設置 

ＡＲＢ ラーメン式 ウィング，踏掛板共設置 

ＡＲ ラーメン式 ウィング， 踏掛板共なし

ＡＢＷ 箱式 ウィングのみ設置 

ＡＢＦ 箱式 踏掛板のみ設置 

ＡＢＢ 箱式 ウィング，踏掛板共設置 

ＡＢ 箱式 ウィング，踏掛板共なし 

ＡＮＷ 中抜き式 ウィングのみ設置 

ＡＮＦ 中抜き式 踏掛板のみ設置 

ＡＮＢ 中抜き式 ウィング，踏掛板共設置 

ＡＮ 中抜き式 ウィング，踏掛板共なし 

ＡＸ 特殊橋台   
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起 点 一 終 点

ディビダーグ橋

ロッカー脚

H1

他構造物

△ △△

上部工付
剛結ばりBE

上部工付
剛結ばりBE

起 点 一 終 点

起 点 一 終 点

上部工 上部工 上部工

橋脚・橋台形状 

ＰＷ 壁式柱 

ＰＳ 単柱  

ＰＲＫ ラケット脚  

ＲＰ ラーメン柱  

ＲＰＳ 特殊ラーメン柱  

ＲＧ 立体ラーメン脚  

ＣＰＬ ピルツ橋の橋脚  

ＣＤＷ ディビダーグ橋の橋脚  

ＨＰ ロッカー脚  

ＰＸ 特殊橋脚  
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p-101 p-102 p-103 p-104 p-201 p-202 p-203 p-204

(5) 下部工構造形式／階数 

全橋脚について階数（層数）を記入する。 

橋脚断面でみたはりの層で判別し、橋軸方向の中間ばりは含めない。 

［階 数］ 

(6) 下部工構造形式／柱数 

１階での柱本数を記入する。ただし、中間柱は含まない。 

［柱 数］ 

(7)・(8) 下部工構造形式／立体構造／連続橋脚数・着目橋脚 

全体形状が立体構造（ＲＧ）のときに記入する。 

立体構造／連続橋脚数・着目橋脚（番号） 

形状例 

橋脚番号 P-101 P-102 P-103 P-104 P-201 P-202 P-203 P-204

連続橋脚 ４基 － ２基 － 

着目橋脚 

番号 
１ ２ ３ ４ － １ ２ － 
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(9) 他施設区分 

他施設との共存の有無をコードで記入する。 

他施設区分 

1 なし 

Ｒ 道路 

Ｔ 鉄道 

Ｂ 建物（ビル） 

８ その他 

(10)柱・はり本数／柱総数 

中間柱を含めた柱の総数を記入する。橋台の場合は、“１”を記入する。 

(11) 柱・はり本数／はり（橋軸直角方向）／総数・受ばり・中間ばり 

橋軸直角方向のはりの総数と受ばり、中間ばりの数を記入する。 

［橋直方向］ 
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(12) 柱・はり本数／立体ばり（橋軸方向）／受ばり・中間ばり 

橋軸方向の受ばり、中間ばりの数を記入する。立体ラーメン脚等の場合

には、終点側にあるはり本数を記入する。 

(13) 橋 脚 高 

基礎構造（フーチング上面）から上の柱部（梁上面まで）の高さを記入

する。単位はｍで小数点以下第２位を四捨五入し、１位止めとする。 

(14) 地盤からの高さ 

地盤から橋脚天端までの最大高さを記入する。単位はｍで小数点以下第

２位を四捨五入し、１位止めとする。 

(15) 柱／柱材種 

柱の材質をコードで記入する。なお、柱が複数あり材種が異なる場合は、

柱の幅（橋軸直角）が最大なものについて記入する。 

柱材種 

ＲＣ ＲＣ 

ＬＣ 軽量コンクリート 

ＰＣ ＰＣ 

ＳＣ ＳＲＣ 

Ｍ 鋼製 

８８ その他 



2019.07.01 

52

(16)柱／柱断面形状 

柱断面形状をコードで記入する。なお、台形・六角形等はその他とする。

また、柱が複数あり形状が異なる場合は、柱の幅（橋軸直角）が最大なも

のについて記入する。 

柱断面形状 

Ｃ 円形 

Ｏ 小判形（楕円も含む）

Ｓ 正方形 

Ｒ 長方形 

８ その他 

(17) 柱／柱断面寸法／直径・橋直幅，橋軸方向幅 

柱直径又は橋軸直角柱幅及び橋軸柱幅を記入する。単位はｍで小数点以

下第２位を四捨五入し、１位止めとする。断面が円形の柱については柱直

径のみ記入する。断面が円形以外の柱については、橋軸直角柱幅と橋軸柱

幅を記入する。柱断面が上端と下端とで異なる時（円すい台、角すい台等）

は、最も下端（フーチング等と柱部との付根）の数値を記入する。なお、

柱が複数ある場合は、柱の幅（橋軸直角）が最大なものについて数値を記

入する。 
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(18) 柱／柱部耐震工法 

柱部耐震工法をコードで記入する。 

耐震工法 

ＣＩＭ コンクリート巻立補強工法（コンクリート＋鋼板＋アンカー）

ＣＩＡ コンクリート巻立補強工法（コンクリート＋アンカー） 

ＣＭＡ 鋼板巻立補強工法（アンカー有） 

ＣＭＭ 鋼板巻立補強工法（アンカー無） 

ＣＭＣ 炭素繊維巻立補強工法 

ＭＣＡ コンクリート充填工法（アンカーフレームの補強有） 

ＭＣＯ コンクリート充填工法（アンカーフレームの補強無） 

ＭＲＢ リブ補強工法 

(19) はり／はり材種 

はりの材種をコードで記入する。なお、はりが複数あり材種が異なる場

合は、はり長が最大なものについて記入する。 

はり材種 

ＲＣ ＲＣ 

ＬＣ 軽量コンクリート 

ＰＣ ＰＣ 

ＳＣ ＳＲＣ 

Ｍ 鋼製 

８８ その他 

(20) はり／はり面段差 

はり面段差、はり軸段差をコードで記入する。 

はり面段差 

１ 段差なし 

Ｆ はり面段差あり 

Ａ はり軸段差あり 

Ｂ はり面・はり軸段差あり
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(21) はり／はり寸法／最大はり高・はり幅・はり長 

最大はり高・はり幅・はり長を記入する。単位はｍで小数点以下第２位

を四捨五入し、１位止めとする。なお、はりが複数ある場合は、はり長が

最大なものについて数値を記入する。 

(22) はり耐震工法 

はり部耐震工法をコードで記入する。 

耐震工法 

ＣＭＡ  鋼板巻立補強工法（アンカー有） 

ＣＭＭ  鋼板巻立補強工法（アンカー無） 

ＣＭＣ  炭素繊維巻立補強工法 

ＭＲＢ  リブ補強工法 

(23) 美装化 

美装化の種別をコードで記入する。 

種別 

１ なし 

Ｒ デザイン塗装 

Ｈ 吹付 

Ｉ 貼付（タイル等） 

Ｋ 化粧板 

８ その他 

(24) 総コンクリート量 

下部工（コンクリート橋脚）の総コンクリート量を記入する。単位は m

３で小数点以下第１位を四捨五入し、整数止めとする。 

(25) 総鋼質量 

下部工（鋼製橋脚）の総鋼質量を記入する。単位は tで小数点以下第１

位を四捨五入し、整数止めとする。 
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(26) 鋼製橋脚継手／継手材種 

継手材種をコードで記入する。 

継手材種 

Ｆ８Ｔ ＨＴボルト Ｆ８Ｔ 

Ｆ９Ｔ ＨＴボルト Ｆ９Ｔ 

Ｆ１０Ｔ ＨＴボルト Ｆ１０Ｔ 

Ｆ１１Ｔ ＨＴボルト Ｆ１１Ｔ 

Ｆ１３Ｔ ＨＴボルト Ｆ１３Ｔ 

Ｓ１０Ｔ ＴＣボルト 

Ｒ リベット 

Ｗ 溶接 

８８８ その他 

(27) 鋼製橋脚継手／ボルト本数 

鋼製橋脚の場合に現場継手のボルト全本数を記入する。 

(28) 連絡通路／設置種別 

連絡通路の設置種別をコードで記入する。 

設置種別 

１ なし 

２ あり 

(29) 連絡通路／梯子等設置種別／柱部・桁部 

柱部及び桁部における梯子等設置種別をコードで記入する。 

梯子等設置種別 

１ なし 

Ｉ 梯子 

Ｓ 階段 

８ その他 

(30) 下部工立地条件 

該当する下部工の路下条件をコードで記入する。ただし、立地条件が複

数ある場合は優先順位として、立地条件が複数ある場合は立地条件表の上

段から順に記入する。 

下部工立地条件 

Ａ 鉄道 

Ｂ 河川 
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Ｃ 海上 

Ｄ 高速道路(他機関) 

Ｅ 高速道路(当社) 

Ｆ 一般道路 

Ｇ 公園 

Ｈ 駐車場 

Ｉ その他用地 

Ｊ 当社用地 

(31) しゅん工年度 

基礎工のしゅん工年度を西暦で記入する。 

１つの基礎で複数の橋脚を支持している場合（本線とランプ等）は、本

線の橋脚にこの後の基礎のデータを記入し、ランプの橋脚についてはデー

タを記入せず、備考欄にその本線の管理番号と基礎一体と記入する。なお、

この場合で、本線が上下に分かれている時は下りを優先とする。 

(32) 基礎数 

基礎の数を記入する。ラーメン柱等でフーチングが独立して複数ある場

合は、その数を記入する。単柱で１つしかない場合でも“１”と記入する。

なお、複数とした場合、この後の項目については代表として、寸法の大き

い基礎について記入する。ただし、杭の本数については合計の数を記入す

る。 

(33) 基礎構造／基礎区分 

基礎区分をコードで記入する。 

基礎区分 

  1  なし 

ＰＬ  杭基礎 

ＳＰ  矢板式基礎 

ＣＳ  ケーソン基礎 

ＷＬ  井筒基礎 

ＳＲ  直接基礎 

ＣＷ  連続地中壁基礎 

8 8  その他 
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(34) 基礎構造／基礎工法 

基礎工法をコードで記入する。 

基礎工法 

ＲＰ  既製杭   （杭基礎）     

ＢＮ  ベノト   （杭基礎） 

ＲＶ  リバース  （杭基礎）  

ＣＰ  深礎    （杭基礎） 

ＥＡ  アースオーガ（杭基礎）  

ＨＹ  ＨＹＳＣ  （杭基礎） 

ＯＰ  オープンケーソン   （ｹｰｿﾝ・井筒） 

ＰＮ  ニューマチックケーソン（ｹｰｿﾝ・井筒） 

8 8  その他 

(35) 他構造／基礎形態 

他構造への上載関係をコードで記入する。 

他構造への上載関係 

１ なし 

Ｃ 他構造と一体 

Ｕ 他構造と上載 

８ その他 

・他構造と一体：基礎構造が他構造物と構造的に一体となっている場合 
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・他構造に上載：基礎構造が他構造物と構造的に独立している場合 

（直接上載又は支承により支持） 

(36) 他構造／基礎兼用 

基礎兼用区分をコードで記入する。 

他構造区分 

Ｂ ビル 

Ｕ 地下構造 

８ その他 

(37) 連続構造等 

フーチング区分をコードで記入する。 

フーチング区分 

１ なし 

Ｉ 独立フーチング 

Ｃ 連続・連結フーチング 

独立フーチングは、フーチング形状を問わず 1つの柱等を支持するフー

チングとし、連続・連結フーチングは 2つ以上の柱を受けるフーチングと

する。 

(38) 基礎平面形状 

基礎平面形状をコードで記入する。 

基礎平面形状 

Ｃ 円 

Ｏ 小判形 

Ｓ 正方形 

Ｒ 長方形 

８ その他 

(39) 基礎寸法／直径、橋軸直角方向基礎幅・橋軸方向基礎幅・基礎高さ基

礎直径又は橋軸直角方向基礎幅を数字で記入する。単位はｍで小数点以下

第２位を四捨五入し、１位止めとする。 



2019.07.01 

59

橋軸方向基礎幅を数字で記入する。単位はｍで小数点以下第２位を四捨

五入し、１位止めとする。 

基礎高さを数字で記入する。単位はｍで小数点以下第２位を四捨五入

し、１位止めとする。 

［抗基礎／直接基礎］   ［ケーソン基礎／矢板式基礎］ 

・特殊形状のフーチングは、最大値を記入する。 

(40) 土 被 り 

地表より基礎天端までの高さを数字で記入する。単位はｍで小数点以下

第２位を四捨五入し、１位止めとする。構造物が水中の場合には、計画洪

水高より基礎天端までの高さを数字で記入する。 
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(41) フーチング等材種 

フーチングなど材種をコードで記入する。 

 フーチング等材種 

ＲＣ ＲＣ 

ＬＣ 軽量コンクリート 

ＰＣ ＰＣ 

ＳＣ ＳＲＣ 

Ｍ 鋼製 

８８ その他 

(42) 総コンクリート量 

フーチング（ケーソン）の総コンクリート量を記入する。単位はｍ３で

小数点以下第１位を四捨五入し、整数止めとする。 

(43) 総鋼質量 

基礎工（鋼製）の総鋼質量を記入する。単位は tで小数点以下第１位を

四捨五入し、整数止めとする。 

(44) 杭／杭材種 

杭材種をコードで記入する。 

杭材種 

ＲＣ ＲＣ杭 

ＰＣ ＰＣ杭 

ＳＣ ＳＲＣ杭 

ＨＳ Ｈ鋼杭 

ＰＳ 鋼管杭 

ＦＳ 中埋鋼管杭 

ＣＳ ケーソン 

ＷＬ 井筒 

８８ その他 

(45) 杭／杭本数 

杭本数を数字で記入する。 

(46) 杭／杭寸法／杭径 

杭径を数字で記入する。単位は mm で小数点以下第１位を四捨五入し、

整数止めとする。なお、寸法の違う杭がある場合は、本数の多い杭の寸法
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を記入する。 

（注）Ｈ鋼杭の場合は、最大寸法を記入する。 

(47) 杭／杭寸法／杭長 

杭長を数字で記入する。単位はｍで小数点以下第２位を四捨五入し、１

位止めとする。なお、寸法の違う杭がある場合は、本数の多い杭の寸法を

記入する。 

(48) 地盤改良工法 

地盤改良工法をコードで記入する。 

工法 

ＫＫＪ コラムジェットグラウト工法 

ＫＣＧ 薬液注入工法 

ＫＧＭ 注入工法 

(49) 震災・劣化・改築等再構築／再構築評価 

震災における損傷度をコードで記入する。 

再構築評価  

Ｗ  震災再構築（はり＋柱）

Ｓ  震災再構築（はり） 

Ｂ  震災Ｂランク 

Ｃ  震災Ｃランク 

Ｄ  震災Ｄランク 

Ｅ  改築に伴う再構築 

Ｆ  劣化再構築 

８  その他再構築 

(50) ＨＴＢ対策工 

ＨＴＢ（Ｆ１１Ｔ）対策工の種別をコードで記入する。 

ＨＴＢ対策工種別 

Ａ ボルト取替（完全） 

Ｂ 防護ネット（完全） 

Ｃ ボルト取替・防護ネット（完全） 

Ｄ ボルト取替（部分） 

Ｅ 防護ネット（第三者影響完全） 

Ｆ 防護ネット（部分） 

Ｇ ボルト取替・防護ネット（第三者影響完全） 

Ｈ ボルト取替・防護ネット（部分） 
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(51) ＰＣはり防護工補修年度 

ＰＣはり防護工の補修年度を西暦で記入する。 

(52) ＰＣはり防護板設置種別 

ＰＣはり防護板の設置種別をコードで記入する。 

ＰＣはり防護板設置種 

１ 未設置 

Ａ 定着部（劣化部のみ） 

Ｂ 定着部（第三者影響のみ） 

Ｃ 定着部（完全）  

(53) コンクリート表面保護工補修年度 

コンクリート表面保護工の補修年度を西暦で記入する。 

(54) コンクリート表面保護種別 

コンクリート表面保護工の種別をコードで記入する。 

コンクリート表面保護工種別 

Ａ１ Ａ種（撥水系：含浸） 

Ａ２ Ａ種（セメント系） 

Ｂ Ｂ種 

Ｃ Ｃ種 

Ｄ Ｄ種 

Ｆ１ Ｆ種（撥水系：含浸） 

Ｆ２ Ｆ種（撥水系：塗膜） 

Ｆ３ Ｆ種（防水系） 

(55) 防食板設置有無 

鋼製橋脚の防食板設置有無をコードで記入する。 

防食板設置有無 

１ なし 

２ あり 

(56) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 
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4.5 道路土工テーブル 

○ 一般事項 

道路土工１区間ごと（管理番号ごと）にデータを記入し、上り線、下り線に

分離している場合も各々で記入するものとする。記入に際してはデータテーブ

ル（様式 4-5_道路土工）を用いて次の要領で記入する。 

(1) 土工区間管理番号 

共通事項の要領に従い、土工区間管理番号を記入する。ただし、北神戸  

線のように橋梁部と土工部が混在する路線については、管理番号の他にキ

ロポストも併せて記入する。 

(2) しゅん工年度 

道路土工のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(3) 土工構成等／道路中心／切盛区分 

道路中心での切盛区分をコードで記入する。 

切盛区分 

1  平面 

Ｂ  盛土 

Ｃ  切土 

8  その他 

(4) 土工構成等／道路中心／切盛厚さ 

道路中心での切・盛土厚さを記入する。単位はｍで小数点以下第２位を 

四捨五入し、１位止めとする。 

(5) 土工構成等／路面幅 

路面幅を記入する。単位はｍで小数点以下第 2 位を四捨五入し、1 位止

めとする。 
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(6) 土工構成等／下り線側（左側）・上り線側（右側）／切盛区分 

土工部の左・右側の切盛区分（土工形状）をコードで記入する。 

切盛区分 

１ 平面 

Ｂ 盛土 

Ｃ 切土 

８ その他 

(7) 土の種別／土・岩の分類 

土区分をコードで記入する。 

土の分類 土質分類 土の種類 

Ｓ１ 土砂Ⅰ 普通土 砂質土 

Ｓ２ 土砂Ⅱ 粘性土 粘性土、礫まじり粘性土 

Ｓ３ 土砂Ⅲ 砂 砂、礫まじりの砂 

Ｓ４ 土砂Ⅳ 礫質土 礫、礫質土 

Ｓ５ 土砂Ⅴ 固結土砂 固結した洪積礫質土 （マサ土）

Ｓ６ 土砂Ⅵ 硬質粘土 Ｎ値30以上の洪積粘土（土丹） 

Ｓ７ 土砂Ⅶ 岩塊、玉石まじり土砂
岩塊・玉石まじりの砂質土 

岩塊・玉石まじりの粘性土 

Ｓ８ 土砂Ⅷ 岩塊、玉石 岩塊・玉石 

88 その他   

岩の分類 

岩

質

分

類

代表的 

岩の種類 
岩質の程度 

弾性波伝播

速度（㎞／

sec） 

（参考）

Ｒ１ 岩Ⅰ 
軟

石

砂岩 

凝灰岩 

風化花崗岩 

風化礫岩 

風化が進み、変色を伴い亀裂が発

達し、ハンマーで叩いて目に沿って

容易にわれるもの。 

2.0 程度 

以下 

Ｒ２ 岩Ⅱ 

中

硬

岩

砂岩 

礫岩 

安山岩 

粘板岩 

凝灰岩 

風化のあまり進んでいないもの

（亀裂間隔30～50ｃｍ程度のもの）

大ハンマーで数回叩いて辛うじて

割れる程度のもの。 

2.0～3.0 

程度 

Ｒ３ 岩Ⅲ 
硬

岩

花崗岩 

閃緑岩 

安山岩 

砂岩 

亀裂がまったくないか、少ないも

の、密着の良いもの。大ハンマーで

数回叩いても辛うじて割れるか又

ははね返って容易に割れないもの。

3.5 程度 

以上 

８８ その他
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(8) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

4.6 のり面・擁壁テーブル 

○ 一般事項 

のり面ごと（管理番号ごと）の段ごとにデータを記入し、上り線、下り線に

分離している場合も各々で記入するものとする。記入に際してはデータテーブ

ル（様式 4-6_のり面・擁壁）を用いて次の要領で記入する。 

(1) のり面番号 

共通事項の要領に従い、のり面番号を記入する。ただし、北神戸線のよ

うに橋梁部と土工部が混在する路線については、管理番号の他にキロポス

トも併せて記入する。 

(2) のり面補助番号 

管理番号に複数ののり面がある場合、これを識別するためにキロポスト 

の小数第２位を補助番号とする。１区間（管理番号）にのり面が１箇所し

かない場合も必ず付与し、右詰めの数字で記入する。 

(3) 位置／上下区分 

上下線一体区間の場合、上下線分離区間の場合ともにコードを記入す

る。またランプ・及び渡り線についても、その帰属する下り線又は上り線

を記入する。 

上下区分 

Ｄ  下り線側 

Ｕ  上り線側 

(4) 位置／位置区分 

位置区分をコードで記入する。 

位置区分 

Ｇ  高架下 

Ｓ  路側部 

Ｔ  トンネル上 

Ｃ  中央部 

8  その他 
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(5) 位置／左右区分 

左側・右側の区分をコードで記入する。ただし、左右区分が不明確な場  

合は記入しない。 

左右区分 

Ｌ 左側 

Ｒ 右側 

(6) 段番号 

道路面（下側）からの段 1，2，……9を記入する。 

(7) しゅん工年度 

のり面保護工のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(8) 切盛区分 

のり面の切盛区分をコードで記入する。 

切盛区分 

Ｂ  盛土 

Ｃ  切土 

8  その他 

車線内区分

上下区分

位置区分

ランプ
下り線

上り線

ランプ 本線

下り線側

路 側 部 中央部

上り線側

ランプ

路 側 部

右側右側右側左側左側左右区分

ランプ

車線内区分

位置区分

ランプ

ランプ

下り線

下り線側

路 側 部 中央部

本線

上り線

上り線側

ランプ

ランプ

路 側 部

右側左側右側左側右側左側右側左側左右区分

上下区分
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(9) のり面保護工／種別(1)・ 種別(2) 

のり面保護工の種別をコードで記入する。１のり面で２種類まで記入す

る。 

種別 

Ｖ１１ 種散布工 ＭＷ１
メーソンリーコンクリートブ

ロック積工(標準形) 

Ｖ２１ 種吹付工Ａ ＭＷ２
メーソンリーコンクリートブ

ロック積工(スプリットン) 

Ｖ２２ 種吹付工Ｂ ＭＷ３ メーソンリー石積工 

Ｖ２３ 種吹付工Ｃ ＭＳ１
メーソンリーコンクリートブ

ロック張工(標準形) 

Ｖ２４ 溝切基礎種吹付工 ＭＳ２
メーソンリーコンクリートブ

ロック張工(スプリットン) 

Ｖ２５ 厚層基礎吹付工 ＭＳ３ メーソンリー石張工 

Ｖ３１ 植生穴工 ＭＫ１ メーソンリー蛇かご 

Ｖ３２ 植生筋工 ＭＫ２ メーソンリーふとんかご 

Ｖ４１ 筋芝工 ＷＧＳ 重力式擁壁 

Ｖ４２ 張芝工 ＷＭＳ もたれ式擁壁 

Ｖ５１ 植生袋工 ＷＴＳ 逆Ｔ型擁壁(直接基礎) 

Ｖ５２ 植生マット ＷＴＰ 逆Ｔ型擁壁(杭基礎) 

Ｖ５３ 植生盤工 ＷＬＳ 逆Ｌ型擁壁(直接基礎) 

Ｖ８８ その他植生工 ＷＬＰ 逆Ｌ型擁壁(杭基礎) 

ＳＣ１
特殊のり面 現場打コンクリート

枠工(植栽) 
ＷＲＳ 控え壁式擁壁 

ＳＣ２
特殊のり面 現場打コンクリート

枠工(モルタル) 
ＷＵＳ Ｕ型擁壁(直接基礎) 

ＳＢ１
特殊のり面 コンクリートブロッ

ク枠工(植栽) 
ＷＵＰ Ｕ型擁壁(杭基礎) 

ＳＢ２
特殊のり面 コンクリートブロッ

ク枠工(栗石) 
ＷＷＣ 井げた組擁壁 

ＳＰ１
特殊のり面 プラスチック枠工

(植栽) 
ＢＷＭ 帯鋼補強土擁壁 

ＳＰ２
特殊のり面 プラスチック枠工

(栗石) 
ＢＷＵ アンカー補強土壁 

ＳＢＣ 特殊のり面 コンクリート吹付工 ＢＷＧ ジオテキスタイル補強土壁 

ＳＢＭ 特殊のり面 モルタル吹付工 Ｗ８８ その他擁壁 

ＳＳＣ 特殊のり面 コンクリート張工 Ｃ８８ その他構造物工 
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ＳＰＦ 特殊のり面 落石防止柵工   

ＳＰＮ 特殊のり面 落石防止網工   

ＳＫＦ 特殊のり面 編棚工   

(10) のり面保護工／のり面補強 

のり面補強をコードで記入する。 

のり面補強 

Ｃ 深礎 

Ｐ 既製杭 

Ｅ アースアンカー 

Ｒ ロックアンカー 

８ その他 

(11) のり面寸法／高さ 

のり面保護工の高さで最も高い部分を記入する。単位はｍで小数点以下 

第２位を四捨五入し、１位止めとする。構造物工は地盤からの高さとする。 

(12) のり面寸法／延長 

のり面保護工の延長を記入する。単位はｍで小数点以下第２位を四捨五 

入し、１位止めとする。 

(13) のり面寸法／面積 

のり面保護工の面積を記入する。単位は m２で小数点以下第２位を四捨

五入し、１位止めとする。 

(14) のり面寸法／勾配 

のり面保護工の勾配（下面のｎの数値）を記入する。小数点以下２第位  

を四捨五入し、１位止めとする。 

1

n

1
切土

盛土

n
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3段目

2段目

1段目
路面

対象小段幅

［例］現在着目段：1段

1段目と2段目の間

の小段幅を記入する。

(15) 小 段 幅 

該当する段と次の段との間にある小段の幅を記入する。単位はｍで小数 

点以下第２位を四捨五入し、１位止めとする。 

(16) のり面点検昇降施設／有無 

のり面点検昇降施設の有無をコードで記入する。 

点検昇降施設 

１ なし 

２ あり 

(17) のり面点検昇降施設／延長 

のり面点検昇降施設の延長を記入する。単位はｍで小数点以下第２位を 

四捨五入し、１位止めとする。 

(18) 崩壊／形態 

建設中又はしゅん工後に、のり面の崩壊があった場合は、その形態をコ 

ードで記入する。 

崩壊形態 

１ なし 

Ｅ 浸食・崩落 

Ｓ 表層崩壊 

Ｌ 大規模崩壊・地すべり 

８ その他 

(19) 崩壊／西暦年・月 

のり面の崩壊があった場合は、その年月を西暦年・月で記入する。 

(20) 崩壊／対策工 

のり面の崩壊があった場合は、その対策工を 12 字以内で記入する。 

(21) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 
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4.7 トンネルテーブル 

○ 一般事項 

トンネルの施工ブロック（坑門と覆工も区別）ごとにデータを記入する。 

なお、万条のカルバートのように本線上にあるカルバートはこのテーブルに

記入する。記入に際してはデータテーブル（様式 4-7_トンネル）を用いて次

の要領で記入する。 

(1) トンネル番号／トンネル番号 

共通事項の要領に従い、トンネル番号を記入する。 

(2) トンネル補助番号 

トンネル入口（起点側）の坑門、覆工の施工ブロックごと、トンネル出  

口（終点側）の坑門まで通し番号を付与する。 
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(3) しゅん工年度 

トンネル工事のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(4) トンネル工法 

トンネルの工法をコードで記入する。 

施工方法 

Ｂ  併用工法（在来・ＮＡＴＭ） 

Ｃ  在来工法 

Ｎ  ＮＡＴＭ工法 

Ｏ  開削工法 

Ｓ  シールド工法 

8  その他 

(5) 区分 

構造の区分をコードで記入する。  

区分 

Ｇ 坑門 

Ｃ 覆工 

Ｒ 明り巻き 

Ｓ シェルター 

Ｄ 避難坑 

8 その他 

(6) 地山等級 

地山等級を記入する。 

(7) 支保パターン 

支保パターンを記入する。 

(8) 掘削方式 

掘削方式を記入する。 

(9) 地質 

地質を記入する。 

(10) 弾性波速度 

弾性波速度（km/s）を記入する。 

(11) 補助工法  

補助工法を記入する。 

(12) 型式形状 



2019.07.01 

72

坑門型式及び覆工断面の形状をコードで記入する。 

坑門型式 

Ａ 重力壁重力式 

Ｂ 重力壁半重力式 

Ｃ 両壁型ウィング式 

Ｄ 両壁型アーチウィング式 

Ｅ 半突出型パラペット式 

Ｆ 突出型突出式 

Ｇ 突出型竹割式 

Ｇ 突出型逆竹割式 

Ｇ 突出型ベルマウス式 

Ｈ 突出型逆ベルマウス式 

形状区分（山岳） 形状区分（開削トンネル） 

ＴＣ 円形 Ｒ１ １層 １径間 

ＴＨ 馬蹄形 Ｒ２ １層 ２径間 

Ｔ８ その他 Ｒ３ １層 ３径間 

Ｒ４ ２層 １径間 

Ｒ５ ２層 ２径間 

Ｒ６ ２層 ３径間 

Ｒ７ ２層 ４径間 

Ｒ８ その他 

(13) 形状・寸法／断面形状／ＴＣ・Ｌ高さ 

山岳トンネル中心における内空断面高さを記入する。単位はｍで小数点 

以下第４位を四捨五入し、３位止めとする。 

２層 ２径間１層 ２径間１層 １径間
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(14) 形状・寸法／断面形状／ＳＬ幅 

山岳トンネルのスプリングライン（ＳＬ）における内空断面幅を、を記  

入する。単位はｍで小数点以下第４位を四捨五入し、３位止めとする。 

(15)形状・寸法／断面形状／有効高 

道路中心線上における建築限界の有効高さを記入する。単位はｍで小数 

点以下第４位を四捨五入し、３位止めとする。 

(16)形状・寸法／断面形状／道路幅員 

道路の有効幅員を記入する。単位はｍで小数点以下第４位を四捨五入し、

３位止めとする。 

土
被

り

有効幅 有効幅

有
効
高
さ

有
効
高
さ 下り線 上り線

トンネルＣ.Ｌ

ＳＬ

ＳＬ

道路幅員

有
効
高

Ｔ
Ｃ

.
Ｌ
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(17) 形状・寸法／延長 

トンネルあるいはカルバートの延長を記入する。単位はｍで小数点以

下 第２位を四捨五入し、１位止めとする。 

(18) 形状・寸法／土被り 

平均土被りを記入する。単位はｍで小数点以下第２位を四捨五入し、

１位止めとする。 

(19) 防水工 

防水材の種別を底盤・側壁・上床のそれぞれについてコードで記入す 

る。 

防水材 

Ｍ  モルタル防水 

Ｃ  シート防水（合成ゴム系） 

Ｇ  シート防水（ゴムアスファルト系） 

Ｓ  塗布防水 

Ａ  アスファルト防水 

Ｎ  ナトリウムベントナイト防水 

8  その他 

(20) 目地タイプ 

開削トンネルの目地タイプをコードで記入する。 

目地タイプ 

Ｕ  施工目地 

Ｅ  構造継手 

8  その他 

施工目地………塩ビ止水板、水膨張性止水板．．． 

構造継手………センターバルブ型止水板、伸縮可撓性ゴム止水板、 

可撓性ジョイント．．． 
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(21) 化粧板／種別 

起点側から終点側に向かって左側、右側別に化粧板の種別をコードで 

記入する。 

種別 

1  なし 

Ａ  石綿スレートフレキシブル板 

Ｃ  石綿セメント硅散カルシウム板 

Ｅ  ホーロー 

Ｓ  吸音板 

Ｔ  タイル板 

8  その他 

(22) 化粧板／高さ 

起点側から終点側に向かって左側、右側別に化粧板の高さを記入する。 

単位はｍで小数点以下第２位を四捨五入し、１位止めとする。 

(23) 天井板／種別 

天井板の種別をコードで記入する。 

種別 

1  なし 

Ａ  アルミニウム合金板 

Ｄ  デッキプレート 

Ｌ  軽量気泡コンクリート板 

Ｒ  強化プラスチックプレート板 

8  その他 

(24) 監視員通路／位置 

監視員通路の位置をコードで記入する。 

位置 

1  なし 

Ｂ  両側 

Ｌ  左側 

Ｒ  右側 
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(25) 換気設備有無／換気方式 

換気方式をコードで記入する。 

換気方式 

Ａ  自然換気 

Ｂ  縦流換気（ジェットファン）  

Ｃ  縦流換気（集中排気） 

Ｄ  縦流換気（集中送排気） 

Ｅ  半横流換気（送気半横流）  

Ｆ  横流換気 

Ｇ  組合せ換気 

８  その他 

組合せ換気とは、Ａ～Ｆを２種類以上組合せた換気方式。 

(26) 避難トンネル／有無 

避難用トンネルの有無をコードで記入する。 

避難用トンネル 

１ なし 

２ あり 

(27) 避難トンネル／延長 

避難用トンネルの延長を記入する。単位はｍで小数点以下第２位を四捨 

五入し、１位止めとする。 

(28) 非常駐車帯／有無 

トンネル内の非常駐車帯の有無を記入する。 

非常駐車帯 

１ なし 

２ あり 

(29) 備考 

特記事項等についてテキスト全角 50 文字以内で記入する。 
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4.8 カルバートテーブル 

○ 一般事項 

カルバートの継手区間ごとにデータを記入する。 

記入に際してはデータテーブル（様式 4-8_カルバート）を用いて次の要領

で記入する。 

(1) トンネル区間・土工区間管理番号 

共通事項の要領に従い、トンネル区間番号又は土工区間管理番号を記入 

する。ただし、北神戸線のように橋梁部と土工部が混在する路線について

は、管理番号の他にキロポストも併せて記入する。 

(2) 補助番号 

カルバートの継手区間ごとに通し番号を付与する。 

(3) しゅん工年度 

カルバートのしゅん工年度を西暦で記入する。 

(4) カルバート利用・設置条件／利用区分 

カルバートの利用区分をコードで記入する。 

利用条件 

Ｈ 阪神高速道路（本線） 

Ｒ 阪神高速道路（ランプ他） 

Ｋ 管理用通路 

Ｔ 高速道路（他機関） 

Ｐ 一般道路（車道） 

Ｓ 一般道路（歩道専用） 

Ｗ 水路 

Ｕ 共同溝 

８ その他 

(5) カルバート利用・設置条件／管理者 

カルバートの管理者をコードで記入する。 

管理者 

Ｈ 阪神高速道路株式会社 

Ｐ 兵庫県 

Ｊ 国土交通省 

Ｃ 神戸市 

Ｎ 西日本高速道路株式会社 

８ その他 
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(6) カルバート利用・設置条件／地上条件 

カルバートの地上条件をコードで記入する。 

地上条件 

Ｐ 一般道路 

Ｔ 高速道路（他機関） 

Ｈ 高速道路 

Ｂ 盛土 

８ その他 

(7) カルバート構造・寸法／構造型式 

カルバートの構造型式をコードで記入する。 

構造型式 

ＣＢ 場所打ちボックスカルバート 

ＰＢ プレキャストボックスカルバート 

ＣＧ 場所打ち門形カルバート 

ＰＧ プレキャスト門型カルバート 

ＣＡ 場所打ちアーチカルバート 

ＰＡ プレキャストアーチカルバート 

８８ その他 

(8) カルバート構造・寸法／基礎型式 

カルバートの基礎型式をコードで記入する。 

基礎型式 

Ｒ 直接基礎 

Ｓ 置換え基礎 

Ｃ 置換えコンクリート 

Ｐ 杭基礎 

８ その他 

(9) カルバート構造・寸法／地盤改良 

カルバートの地盤改良をコードで記入する。 

地盤改良 

Ａ プレロード工法 

Ｂ 置換え工法 

Ｃ 圧密促進工法 

Ｄ 深層混合処理工法 

Ｅ その他 
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(10) カルバート構造・寸法／枕梁有無 

カルバートの枕梁の有無をコードで記入する。 

枕梁有無 

１ なし 

Ｓ 起点にあり 

Ｅ 終点にあり 

Ｗ 起終点にあり 

(11) カルバート形状・寸法／延長・高さ・幅 

カルバートの延長、高さ及び幅を記入する。単位はｍで小数点以下第４ 

位を四捨五入し、３位止めとする。 

(12) カルバート形状・寸法／内空断面／有効高・有効幅 

カルバートの内空断面の有効高と有効幅を記入する。単位はｍで小数点 

以下第４位を四捨五入し、３位止めとする。 

(13) カルバート形状・寸法／頂板厚・側壁厚・底版厚 

カルバートの頂板厚、側壁厚及び底版厚幅を記入する。単位は mm で整

数止めとする。 

(14) カルバート形状・寸法／土被り 

カルバートの土被りを記入する。単位はｍで小数点以下第２位を四捨五 

入し、１位止めとする。 

(15) 継手構造／頂板・側壁・底版 

カルバートの継手構造を頂板、側壁及び底版の継手構造をコードで記入 

する。 

(16) 翼壁／幅・高さ 

カルバートの翼壁の幅と高さを記入する。単位はｍで小数点以下第４位 

を四捨五入し、３位止めとする。 

(17) 翼壁／厚さ 

カルバートの厚さを記入する。単位は mm で整数止めとする。 

継手構造 

Ａ Ⅰ型 

Ｂ Ⅱ－Ａ型 

Ｃ Ⅱ－Ｂ型 

Ｄ Ⅲ型 

Ｅ その他 
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(18) 翼壁／装飾種別 

カルバートの装飾種別をコードで記入する。 

装飾種別 

Ａ 翼壁煉瓦 

Ｂ コンクリート塗装 

Ｃ  落書き防止塗装 

Ｄ 化粧板 

Ｅ その他 

(19) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

4.9 高欄・防護柵テーブル 

○ 一般事項 

上部工 1 径間の左側、右側、中央分離帯ごと（管理番号ごと）及び土工 1

区間の左側、右側、中央分離帯ごと（管理番号ごと）に高欄・防護柵及び中央

分離帯のデータを記入する。左側、右側は管理番号の起点側から見た方向を示

す。ランプ・渡り線についても同様とする。なお、分岐・合流帯部については

データ管理を行わない。記入に際してはデータテーブル（様式 4-9_高欄・防

護柵）を用いて次の要領で記入する。 

(1) 上部工／土工区間管理番号 

共通事項の要領に従い、上部工管理番号又は土工区間管理番号を記入す

る。ただし、北神戸線のように橋梁部と土工部が混在する路線については、

管理番号の他にキロポストも併せて記入する。 

(2) 位置／位置区分 

位置の区分をコードで記入する。 

位置区分 

Ｌ 左側 

Ｒ 右側 

Ｃ 中央分離帯 

(3) 位置／位置番号 

１径間の中で構造に変化があった場合、数字で連番を付与する。なお、  

変化がない場合でも１を記入する。 

(4) 高欄・防護柵・中央分離帯／しゅん工年度 

高欄・防護柵のしゅん工年度を西暦で記入する。 
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(5) 高欄・防護柵・中央分離帯／設置種別 

高欄・防護柵の種別をコードで記入する。 

設置種別 

1  なし 

ＲＴ  ＲＣ壁式（細型） 

ＲＣ  ＲＣ壁式 

ＬＣ  軽量コンクリート壁式   

ＰＫ   プレキャストブロック    

ＰＰ  プレキャストブロック（ＰＣ鋼棒接合） 

ＭＷ  鋼製壁式 

ＨＰ  パイプ高欄 

ＧＡ  ガードレール（支柱溶接タイプ）   

ＧＢ   カードレール（アンカーあり）    

ＧＤ  ガードレール（支柱コンクリート埋込式） 

ＧＥ  ガードレール（支柱土中埋込式） 

ＧＲ  ガードレール（その他） 

ＧＬ   ガードケーブル 

Ｈ８  その他高欄  

88  その他 

(6) 高欄・防護柵・中央分離帯／延長 

高欄・防護柵の実延長を記入する。単位はｍで小数点以下第２位を四捨 

五入し、１位止めとする。 

(7) 高欄・防護柵・中央分離帯／高さ 

高欄・防護柵の高さを記入する。単位はｍで小数点以下第３位を四捨五 

入し、２位止めとする。高さは、路面（舗装上面）から天端までとする。 
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(8) 高欄・防護柵／付属施設／地覆形状 

地覆形状をコードで記入する。 

地覆形状 

1  なし 

Ｂ  Ｂタイプ 

Ｓ  Ｓタイプ 

Ｎ  三角ブロックタイプ 

Ｒ  三角ブロック改良タイプ 

8  その他 

(9) 高欄・防護柵／付属施設／水切形状 

鉄筋コンクリート床版片持部下面の水切形状をコードで記入する。 

水切形状 

１ なし 

Ｃ 切欠き 

Ｐ プラスチック面木 

Ａ 山形鋼 

Ｓ 山形鋼＋面木 

８ その他 

(10) 高欄・防護柵・中央分離帯／付属施設／飛散防止 

壁高欄のコンクリート飛散防止をコードで記入する。 

飛散防止 

1  なし 

Ｍ  鋼板タイプ 

Ｗ  溶接金網タイプ 

8  その他 

切欠き プ ラ ス チ ッ ク 面 木 山形鋼 山 形 鋼 ＋ 面 木
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(11) 高欄・防護柵・中央分離帯／付属施設／ ハンドレール 

ハンドレールの有無をコードで記入する。 

ハンドレール 

1  なし 

2  あり 

(12) 高欄・防護柵・中央分離帯／開口部 

中央分離帯の開口部の有無をコードで記入する。 

開口部 

1  なし 

2  あり 

(13) 植樹施設 

植樹施設の有無をコードで記入する。 

開口部 

1  なし 

2  あり 

(14) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

4.10 非常口テーブル 

○ 一般事項 

非常口１基ごとにデータを記入する。記入に際してはデータテーブル（様式

4-10_非常口）を用いて次の要領で記入する。 

(1) 下部工管理番号 

共通事項の要領に従い、下部工管理番号を記入する。 

(2) 設置形式／両面式・片面式 

両面式・片面式区分をコードで記入する。 

両面・片面式 

Ｂ  両面式 

Ｏ  片面式 

(3) しゅん工年度 

非常口のしゅん工年度を西暦で記入する。 
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(4) 設置形式／昇降形式／桁部・柱部 

桁部及び柱部の昇降形式をそれぞれコードで記入する。 

桁部・柱部昇降型式 

Ｌ  梯子 

ＳＰ  ラセン階段 

ＳＴ  直階段 

88  その他 

(5) 設置形式／基礎形式 

基礎形式をコードで記入する。 

基礎型式 

1  なし 

ＰＬ  杭基礎 

ＳＦ  直接基礎 

ＵＦ  直接基礎（フーチング上載） 

８８  その他 

(6) 設置地点／高欄切欠き 

非常口入り口部の高欄切欠きの有無をコードで記入する。 

高欄切欠き 

1  なし 

2  あり 

(7) 設置地点／非常駐車帯 

非常口における非常駐車帯の有無をコードで記入する。 

非常駐車帯 

1  なし 

2  あり 

(8) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 
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第５節 附属構造物データテーブル(資産更新テーブル) 

5.1 遮音壁テーブル 

○ 一般事項 

左側、右側、中央分離帯の遮音壁ごとにデータを記入する。記入に際して  

はデータテーブル（様式 5-1_遮音壁資産・補修）を用いて次の要領で記入す

る。 

(1) 上部工／土工区間管理番号 

共通事項の要領に従い、上部工又は土工区間管理番号を記入する。ただ 

し、北神戸線のように橋梁部と土工部が混在する路線については、管理番

号の他にキロポストも併せて記入する。 

(2) 位置／位置区分 

遮音壁の設置位置をコードで記入する。 

左右区分 

Ｌ  左側 

Ｒ  右側 

Ｃ  中央分離帯 

(3) 位置／位置番号 

１径間の中で構造に変化があった場合、数字で連番を付与する。なお、  

変化がない場合でも１を記入する。(径間で半分だけ設置されているなど) 

(4) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｎ 建設工事 

Ｒ 補修工事(オープン工事) 

Ｄ 補修工事(保全管理工事) 

Ｅ 震災復旧工事 

Ｓ フレッシュアップ工事 

(5) しゅん工年度 

遮音壁のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する。 
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(6) 工事内容 

工事の内容をコードで記入する。 

工事内容 

Ｎ 新規構造物設置 

Ｍ 既設構造物取替（支柱） 

Ｐ 既設構造物取替（板） 

Ｗ 既設構造物取替（支柱＋板） 

１ 既設構造物撤去 

Ｖ 既設構造物嵩上げ・追加 

Ｂ ボルトのみ補修 

Ｓ その他部分補修 

(7) 設置／設置種別 

遮音壁の設置種別をコードで記入する。１径間内で、設置種別が異なる 

場合は、延長の長い種別を記入する。 

設置種別 

1  なし 

ＰＬ  プラスチック板 

ＫＵ  吸音板 

ＡＬ  アルミサンドイッチ板 

ＡＭ  プラスチックメタル板 

ＤＣ  落下防止柵 

ＴＨ  投棄防止柵 

ＦＡ  転落防止柵 

ＷＡ  複合タイプ（吸音板＋プラ板） 

ＷＢ  複合タイプ（吸音板＋落下防止柵） 

ＷＣ  複合タイプ（プラ板＋落下防止柵） 

８８  その他 
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(8) 設置／板種別 

遮音板等の材料種別をコードで記入する。 

(9) 設置／吸音装置 

吸音装置（ノイズレデューサー）の有無をコードで記入する。 

吸音装置 

1  なし 

2  あり 

(10) 設置／製作会社名 

遮音壁の製作会社名を記入する。 

(11) 設置／延長 

遮音壁の設置延長を記入する。なお、設置種別が異なる場合でも１径間 

板種別 

1  なし 

Ｔ  透光板 

Ｑ  耐候性プラスチック板 

Ｐ  プラスチック板（その他） 

Ｓ  カラースリット板 

Ｒ  プラスチック曲面板 

Ａ  アルミサンドイッチ板 

Ｍ  プラスチックメタル板 

Ｋ  吸音板（化粧板付） 

Ｏ  吸音板（化粧板なし） 

Ｅ  エキスパンドメタル 

Ｎ  菱形金網 

Ｗ ワイヤーメッシュ 

Ｈ  ハイテンション線 

Ｉ  パイプ型フェンス 

Ｂ  美装板 

Ｆ  落下防止型美装板 

Ｇ  ガードロープ 

Ｃ  複合 

8  その他 
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での全延長を記入する。単位はｍで小数点以下第２位を四捨五入し、１位

止めとする。 

(12) 設置／設置高 

遮音壁の高さを記入する。なお、１径間内で高さが変化する場合は、  

最も長く設置されている高さを記入する。単位はｍで小数点以下第２位を

四捨五入し、１位止めとする。 

(13) 取付等／支柱取付タイプ 

支柱取付タイプをコードで記入する。 

支柱取付タイプ 

Ｋ  建設タイプ 

Ｓ  側面タイプ（化粧板あり）

Ｎ  側面タイプ（化粧板なし）

Ｅ  土中部タイプ 

(14) 取付等／支柱嵩上タイプ 

支柱嵩上タイプをコードで記入する。 

支柱崇上タイプ 

Ｂ  ボルト継足し 

8  その他 

(15) 取付等／板落下防止 

遮音板の落下防止ロープの有無をコードで記入する。 

板落下防止 

1  なし 

2  あり 

(16) 取付等／支柱落下防止 

遮音壁支柱の落下防止ロープの有無をコードで記入する。 

支柱落下防止 

1  なし 

2  あり 
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(17) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 
事例 

板・枠・吸音装置 基礎 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低

下や疲労による損傷 

われ、変形、さび及

び腐食 

コンクリートのわれ、

さび及び腐食 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
耐震補強、活荷重対応の補強 

Ｃ
構造、材料の欠陥等によ

る損傷 
ボルト折損、破損、亀裂

ボルト折損、破

損、亀裂 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
部材欠損、未溶接、変形

初期ひびわれ、変

形 

Ｅ
車両事故、火災等の人為

的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 
騒音、振動、美観対策（遮音壁、裏面化粧板

等） 

Ｇ 予防的対策 
コンクリート塗装、付属物落下防止措置（ボ

ルト取替、ワイヤー設置） 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その

他の異常な自然現象により生ずる被害） 

(18) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

5.2 伸縮継手テーブル 

○ 一般事項 

橋脚はり上の車線ごとにデータを記入する。記入に際してはデータテーブル

（様式 5-2_伸縮継手資産・補修）を用いて次の要領で記入する。 

(1) 橋脚はり上／上部工管理番号 

共通事項の要領に従い、橋脚はり上又は上部工管理番号（縦目地）を記  

入する。ただし、北神戸線のように橋梁部と土工部が混在する路線につい
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ては、管理番号の他にキロポストも併せて記入する。 

(2) 車線／上下区分 

上下線一体区間の場合、上下線分離区間の場合ともにコードを記入す

る。またランプ及び渡り線についても、その帰属する下り線又は上り線を

記入する。なお、環状線については下り線とする。 

上下区分 

Ｄ  下り線 

Ｕ  上り線 

(3) 車線／車線区分 

車線単位に区分をコードで記入する。料金徴収所付近では車道としない 

で料金所付近とする。 

車線区分 

Ｒ  車道 

Ｗ  路肩・拡幅 

Ｂ  分岐・合流帯部 

Ｐ  非常駐車帯 

Ｔ  料金所付近 

Ｓ  パーキング 

8  その他 

(4) 車線／車線番号／補助番号 

車両進行方向に向かって左から 1，2，3，…を記入する。カーブ区間の

拡幅部では、次のように本線部に隣接するものから順に記入する。 

また、本線集約料金所付近の拡幅部や縦伸縮継手設置箇所における車線 

番号については｢拡幅部車線番号一覧（章末添付）｣に示す通りとする。 

左側拡幅：Ａ，Ｌ，Ｍ，Ｎ，Ｏ，Ｐ，Ｑ 

右側拡幅：Ｂ，Ｒ，Ｓ，Ｔ，Ｕ，Ｖ，Ｗ 

なお、補助番号についてはアゴ受けばり等、同一はり上に２つ伸縮継手 

が設置されている場合に”2”を記入する。伸縮継手が 1つの場合にも”1”

を記入する。 
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対面交通（２方向）の場合 

ランプ・渡り線の分岐点・合流点 

本線の分岐点・合流部 

非常駐車帯 

R･1 R･1

R･2 R･2

R･2R･2

R･1R･1

本線
S-105

本線
S-106

（起点側） （終点側）

方向区分＝Ｄ
車輌進行方向

車輌進行方向
方向区分＝Ｕ

R･2 R･2R･2R･2R･2R･2

R･1 R･1R･1R･1

本線
S-106

本線
S-101

本線
S-102

本線
S-103

本線
S-104

本線
S-105

R･1
B･1 B･1 B･1

R･1 R･1

　車輌　　　
進行方向

出路S-1

S-312
S-311 S-310 S-309

R･2
R･2 R･4 R･4

R･1
R･1 R･3 R･3

R･2
R･2 R･2 R･2

R･1
R･1 R･1 R･1

S-1
下S-311

車輌進行方向

方向区分＝Ｄ

S-108 S-107 S-106 S-105 S-104

M･2 M･2 M･2 M･2 M･2

M･1 M･1 M･1 M･1 M･1

P･1 P･1
P･1

車輌
　　進行方向
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料金所付近（集約料金等の拡幅部） 

(5) 設置区分 

設置区分をコードで記入する。アゴ受けばり等、同一はり上に２つ伸 

縮継手が設置されている場合に区分する。 

設置区分 

Ｃ 中間 

Ｓ 起点側 

Ｅ 終点側 

(6) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｎ 建設工事 

Ｒ 補修工事(オープン工事) 

Ｄ 補修工事(保全管理工事) 

Ｅ 震災復旧工事 

Ｓ フレッシュアップ工事 

R･2 T･2 T･2 T･2 T･2 T･2 R･2

R･1R･1 T･1 T･1 T･1 T･1 T･1

T･A T･A T･A T･AT･A

T･L T･L T･L T･L

T･M T･M T･M

T･B T･B T･BT･B T･B

T･R T･R T･RT･RS-110 S-106

S-105

S-109 S-108 S-107

料金所区間として扱う。

車輌
　  進行方向

S-111
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(7) しゅん工年度 

伸縮継手のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する。 

(8) 工事内容 

工事の内容をコードで記入する。 

工事内容 

Ｎ 新規設置 

Ｇ ゴム本体のみ取替 

Ｈ 通常（箱抜）伸縮装置取替 

Ｒ 床版端部打替取替 

Ｎ ノージョイント化（連結化） 

Ｂ 簡易（埋設）ノージョイント化 

Ｗ 伸縮継手止水補修 

Ｊ 地覆止水補修 

Ｋ 高欄遊間補修 

Ｐ 部分補修 

８ その他補修 

(9) 伸縮継手／縦伸縮継手区分 

縦伸縮継手の場合は、コードを記入する。 

縦伸縮継手区分 

Ｌ  縦伸縮継手 
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(10) 伸縮継手／伸縮継手型式／伸縮継手種別・伸縮装置型式 

伸縮継手種別と伸縮装置型式をコードで記入する。その他の型式は備考 

欄に名称を記入する。 

伸縮継手種別 伸縮装置型式・工法 

Ｎ 桁連結化ノージョ

イント 

Ｇ 

Ｓ 

 鋼桁連結化工法 

 床版連結化工法 

Ｐ  ＰＣ桁連結化工法 

Ｂ 簡易（埋設） 

ノージョイント 

ＨＥ 

ＨＸ 

ＨＧ 

ＨＭ 

ＳＪ 

ＡＳ 

ＳＭ 

ＦＪ 

Ｂ８ 

エキスパンドメタル工法(H1仕様) 

ヘキサロック工法 

ジョイントグース工法(S59仕様) 

ＭＭＡ樹脂工法 

シームレス 

スーパーアストップ 

ソーマ 

ニッテツＦＪ 

埋設その他 

Ｍ 鋼製ジョイント Ｆ１  フィンガー重合せ式 

Ｆ２  フィンガー片持ち式 

Ｆ３ 

Ｐ 

 フィンガー支持式 

プレート重合せ 

Ｋ 簡易鋼製 ＣＫ  シーペック 

 ジョイント ＳＰ  エスピー 

ＳＴ  エスティー 

ＭＷ  エムダブリュー 

ＳＵ  スーパーガイトップ 

ＷＶ  ウェビーフック 

ＤＵ  ダブルフィンガースーパー 

ＨＢ  ハイブリッド 

ＭＴ 

Ｋ８ 

 メタルトップ 

 簡易鋼製その他 

Ｇ ゴムジョイント ＨＭ  ハマハイウェイ（ＮＳＱ型セルタイプ）

 （荷重支持型） ＣＬ  コル 

ＴＦ  トランスフレックス 

ＧＴ  ガイトップ 

ＳＭ  ネオスミ 
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ＳＧ 

ＤＦ 

 サガ 

 ダイヤフリー 

ＡＢ  エース型（Ｂ型） 

ＧＢ 

ＢＦ 

ＴＭ 

Ｇ８ 

 ハイブリッド（ゴム） 

 ブローフⅢ型 

 タテメジャー 

 ゴムその他 

Ｔ 突合せ後付け ＣＯ  カットオフ 

 ジョイント ＣＰ  カップリング 

ＹＭ 

ＲＴ 

ＳＢ 

ＳＣ 

ＭＥ 

ＣＧ 

Ｍ８ 

 ハマハイウェイ（ＹＭ型） 

 ラバートップ 

ＳＢラバー 

スミシール 

メタルトップ（突合せ） 

 シージースチール 

 突合せ後付けその他 

Ｓ 突合せ先付け 

ジョイント 

ＳＰ 

ＳＵ 

ＳＲ 

Ｓ８ 

目地板 

アングル補強 

補剛鋼材  

突合せ先付けその他 

Ｄ ダミージョイント Ｃ 

Ｄ 

 切削目地(S55仕様) 

 隠目地 

Ｘ 特殊ジョイント ＤＭ 

ＦＸ 

Ｘ８ 

 デマーク 

 フィンガー特殊 

 特殊その他 

８ その他 ８８  その他 

(11) 伸縮継手／伸縮装置製作会社名 

伸縮装置の製作会社名を記入する。 

(12) 伸縮継手／伸縮継手延長 

車道部の伸縮継手延長を数字で記入する。単位はｍで小数点以下第２位 

を四捨五入し、１位止めとする。 

(13) 伸縮継手／設計伸縮量 

設計伸縮量（起点側桁の伸縮量＋終点側桁の伸縮量）を数字で記入する。

単位は mm で小数点以下第１位を四捨五入し、整数止めとする。 
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(14) 伸縮継手／伸縮桁長 

設計伸縮量の算定に必要な伸縮桁長（起点側桁長＋終点側桁長）を数字 

で記入する。単位はｍで小数点以下第４位を四捨五入し、３位止めとする。 

(15) 伸縮継手／許容伸縮量 

伸縮装置の許容伸縮量を数字で記入する。単位はmmで整数止めとする。 

(16) 伸縮継手／平均床版遊間量 

平均床版遊間量を数字で記入する。単位は mm で小数点以下第１位を四

捨五入し、整数止めとする。 

(17)伸縮継手／その他構造、補強、工法等 

伸縮装置の構造、補強、工法等のコードを記入する。 

構造・補強・工法等 

Ｂ フィンガーボルト構造(フェイスプレート独立) 

Ｗ フィンガー溶接構造(フェイスプレート架台一体) 

Ｕ 埋設ジョイント隅角部アングル補強あり 

Ｓ 鋼桁連結化遊間補強あり 

Ｎ 鋼桁連結化遊間補強なし  

Ｒ リペアコント埋設 

(18) 止水・排水工／しゅん工年度 

止水・排水工のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する。 
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(19) 止水・排水工／種別 

止水・排水工の種別をコードで記入する。 

止水種別 

ＤＡ 排水型 鋼製樋(建設タイプ) 

ＤＢ 排水型 ゴム樋 

ＤＣ 排水型 塩ビ樋(改良タイプ) 

Ｄ８ 排水型 その他 

ＮＳ 非排水型 ステンレス樋充填 

ＮＧ 非排水型 ゴム樋充填 

ＮＡ 非排水型 乾式止水材受台有 

ＮＢ 非排水型 乾式止水材受台無 

ＮＥ 非排水型 弾性シール(ゴム樋有) 

ＮＦ 非排水型 弾性シール(ゴム樋無) 

ＮＧ 非排水型 弾性シール(マルチシール) 

ＮＨ 非排水型 フジタイト 

ＮＩ 非排水型 ＳＵＳ樋吸水シート巻 

Ｎ８ 非排水型 その他 

(20) 床版端部補強／端部補強 

ＲＣ床版の端部補強をコードで記入する。 

ＲＣ床版端部補強 

１  補強なし 

Ａ  補強あり(鋼板接着） 

Ｂ  補強あり(ブラケット補強）  

Ｃ  補強あり(鋼板ブラケット併用タイプ)  

Ｄ  補強あり（フィンガー切残しブラケットなし）  

Ｅ  補強あり(フィンガー切残しブラケットあり) 

８ その他 
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(21) 地覆遊間止水 

地覆部止水材をコードで記入する。 

地覆遊間止水 

１ なし 

Ｃ  車道伸縮装置止水と連続構造 

Ｓ  弾性シール材地覆独立 

Ｍ  鋼板（シール材付） 

８  その他 

(22) 高欄遊間止水 

高欄遊間止水をコードで記入する。 

高欄遊間止水 

１ なし 

Ｇ 止水ゴム(エチレンプロピレンゴム) 

Ｕ ウレアウレタン吹付 

Ｍ 鋼板 

８ その他 
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(23) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 事例 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低

下や疲労による損傷 

部材・溶接部のわれ、ゴム本体のやぶれ、排

水樋のやぶれ、さび及び腐食 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
機能向上等 

Ｃ
構造、材料の欠陥等によ

る損傷 
ボルト折損、破損、漏水 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
部材欠損、未溶接 

Ｅ
車両事故、火災等の人為

的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 騒音、振動 

Ｇ 予防的対策 ボルト取替 

Ｈ
自然災害（設計上での想

定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害（設計上での想

定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その

他の異常な自然現象により生ずる被害） 

(24) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

5.3 支承テーブル 

○ 一般事項 

支承ラインごとにデータを記入する。記入に際してはデータテーブル（様式

5-3_支承資産・補修）を用いて次の要領で記入する。 

(1) 橋脚はり上管理番号 

共通事項の要領に従い、はり上又は下部工の管理番号を記入する。ただ

し、北神戸線のように橋梁部と土工部が混在する路線については、管理番
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号の他にキロポストも併せて記入する。 

(2) 位置／上部工管理番号 

対象とする支承ラインの上部工管理番号を記入する。連続桁中間支点の

場合は、左側（起点側）の上部工管理番号を記入する。 

(3) 位置／はり上区分 

はり上支承・下部工支承についてはり上区分をコードで記入する。 

はり上区分 

Ｓ  端支点部 

Ｃ  連続桁中間支点部  

Ｎ  桁連結化中間支点部 はり上 

Ｈ  ヒンジ部 支承 

Ｒ  アゴ受けはり部 

Ａ  橋台部 

Ｇ 剛結部 

Ｐ  柱部 下部工 

Ｂ  はり部 支承 

8  その他 

はり上支承 

下部工支承 
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(4) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｎ 建設工事 

Ｒ 補修工事(オープン工事) 

Ｄ 補修工事(保全管理工事) 

Ｅ 震災復旧工事 

Ｓ フレッシュアップ工事 

(5) しゅん工年度 

支承のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する。 

(6) 工事内容 

工事の内容をコードで記入する 

工事内容 

Ｎ 新規設置 

Ｅ 支承本体取替 

Ａ 支承本体追加 

Ｐ 支承部品の取替、取付 

Ｂ 沓座打替、部分補修 

８ その他 

(7) 支承／支承型式／固定・可動 

支承の固定・可動区分をコードで記入する。 

固定・可動 

Ｆ  固定 

Ｍ  可動  

Ｅ  弾性 

Ｒ  剛結 
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(8) 支承／支承型式／型式 

支承型式をコードで記入する（２種類記入）。 

支承型式 

Ｇ  ゴム支承 

ＲＢ  積層ゴム支承 

ＲＮＧ  リングゴム支承 

ＬＲＢ  鉛プラグ入ゴム支承 

ＨＤＲ  高減衰積層ゴム支承 

ＢＰ  支承板支承 

ＢＰＢ  密閉ゴム支承板支承 

ＬＢ  線支承 

ＰＬ  平面支承 

ＰＮ  ピン支承  

ＰＶ  ピボット支承 

ＨＩ  ヒンジ支承 

ＨＲ  ローラ支承 

ＰＮＲ  ピンローラ支承 

ＰＶＲ  ピボットローラ支承 

ＢＰＲ  支承板ローラ支承 

ＶＨＢ  機能分離型支承 

ＷＩＮ  ウインド支承 

ＰＥＮ  ペンデル支承 

ＨＳ  水平支承 

ＭＨ  メナーゼヒンジ 

８８８  その他 

(9) 支承／支承／耐震性 

支承の耐震性をコードで記入する（２種類記入）。 

耐震性 

Ａ  タイプＡ 

Ｂ  タイプＢ 

Ｓ 機能分離型 
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(10) 支承／設置数 

支承ライン上の合計個数を記入する（２種類記入）。 

(11) 支承／最大呼びトン数 

支承の最大呼びトン数（最大反力）を記入する。単位はｋＮで整数止  

めとする（２種類記入） 

(12) 支承／支承高さ 

支承の構造高さを記入する。なお、支承ライン上の中で最大のものを記

入する。単位はｍで小数点以下第３位を四捨五入し、２位止めとする（２

種類記入）。 
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(13) 支承／支承落下防止 

支承のサイドブロックのフェールセーフの有無をコードで記入する（２ 

種類記入） 

(14) 支承／支承製作会社名 

支承の製作会社名を記入する（２種類記入） 

(15) ダンパー／形式 

ダンパー形式をコードで記入する。 

ダンパー型式 

 Ｏ  オイルダンパー 

 Ｖ  粘性せん断型ダンパー 

 ８８  その他 

(16) ダンパー／設置数 

ダンパーの設置個数を記入する。 

(17) 桁部補強 

桁部補強（ジャッキアップ用）の有無をコードで記入する。 

桁部補強 

1  なし 

2  あり 

(18) 橋脚部補強 

橋脚部補強（ジャッキアップ用）の有無をコードで記入する。 

橋脚部補強 

1  なし  

2  あり 
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(19) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 
事例 

本体 沓座 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性

低下や疲労による損傷 

塗膜劣化、腐食、摩耗、疲労

亀裂、破損、付属物の漏水 

ひびわれ、はく

離・補修部劣化

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
耐震補強、活荷重対応の補強 

Ｃ
構造、材料の欠陥等に

よる損傷 
ボルト折損、破損、亀裂 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
部材欠損、未溶接 ひびわれ、空洞 

Ｅ
車両事故、火災等の人

為的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 
騒音、振動、美観対策（遮音壁、裏面化粧板

等） 

Ｇ 予防的対策 塗装、付属物落下防止措置 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その

他の異常な自然現象により生ずる被害） 

(20) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

5.4 落橋防止システムテーブル 

○ 一般事項 

橋脚はり上の左側、右側の桁ごとにデータを記入し、上り線、下り線に分離

している場合は各々で記入するものとする。記入に際してはデータテーブル

（様式 5-4_落橋防止システム資産・補修）を用いて次の要領で記入する。 

(1) 橋脚はり上管理番号 

共通事項の要領に従い、はり上管理番号を記入する。ただし、北神戸線  
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のように橋梁部と土工部が混在する路線については、管理番号の他にキロ

ポストも併せて記入する。 

本線とランプ・渡り線又は、上り線と下り線の分岐・合流部等では、次  

図の様に分割して管理を行い、それぞれの橋脚はり上管理番号を用いて記

入する。 

(2) 位置／上部工管理番号 

対象とする左側又は右側の桁の上部工管理番号を記入する。連続桁中間 

支点の橋脚中心線上に設置されており、左側と右側の区別が付かない場合

は左側（起点側）の上部工管理番号を記入する。なお、桁かかり長を記入

するため、起点側、終点側の両方の上部工管理番号のデータを起こし、下

部工と連結の場合はそれぞれの桁の管理番号を記入する。よって端支点部

のはり上管理番号は２行データが発生する。 

(3) 位置／はり上区分 

はり上支承・下部工支承についてはり上区分をコードで記入する。 

はり上区分 

Ｓ  端支点部 

Ｃ  連続桁中間支点部 

Ｎ  桁連結化中間支点部  

Ｈ  ヒンジ部 

Ｒ  アゴ受けばり部  

Ａ  橋台部 

Ｇ  剛結部 

8  その他 

（守S-48）

長堀出路P-1

（守S-49）

守P-49

（長堀出路S-1）
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(4) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｎ 建設工事 

Ｒ 補修工事(オープン工事) 

Ｄ 補修工事(保全管理工事) 

Ｅ 震災復旧工事 

Ｓ フレッシュアップ工事 

(5) 工事内容 

工事の内容をコードで記入する。 

工事内容 

Ｊ１ 連結装置 

Ｊ２ 連結装置、変位制限 

Ｊ３ 連結装置、変位制限、段差防止 

Ｊ４ 連結装置、変位制限、段差防止、はり拡幅 

Ｄ１ 変位制限 

Ｄ２ 変位制限、段差防止 

Ｄ３ 変位制限、はり拡幅 

Ｄ４ 変位制限段差防止、はり拡幅 

Ｓ１ 段差防止 

Ｓ２ 段差防止、はり拡幅 

Ｗ１ はり拡幅 

Ｐ１ 部分補修 

Ｐ２ 部材撤去のみ 

８８ その他 

(6) 桁かかり長 

桁かかり長(SE)を記入する。単位はｍで小数点以下第４位を四捨五入し、

３位止めとする 

(7) 連結装置／設置／しゅん工年度 

落橋防止装置のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する（２種類記入）。 
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(8) 連結装置等／設置／型式 

桁間連結装置形式をコードで記入する。（２種類まで記入可能） 

連結装置型式 

ＰＮ  ピン型式（桁間連結） 

ＰＮＰ ピン型式（下部工連結） 

ＢＥ  鋼棒型式（桁間連結） 

ＰＬ  プレート型式（桁間連結） 

ＰＣ  ＰＣ鋼線型式（桁間連結） 

ＰＣＰ  ＰＣ鋼線型式（下部工連結） 

ＣＨ  チェーン型式（桁間連結） 

ＣＨＰ  チェーン型式（下部工連結） 

ＢＧ  ブロック型ゴム被服チェーン（桁間連結） 

ＢＧＰ  ブロック型ゴム被服チェーン（下部工連結） 

ＢＲ  緩衝リンク（（桁間連結）） 

ＢＲＰ  緩衝リンク（下部工連結） 

ＢＴ ベルト型（（桁間連結）） 

８８  その他 

(9) 連結装置等／設置／設置箇所数 

桁連結装置の設置箇所数を数字で記入する（２種類まで記入可能）。 

(10) 連結装置等／連結装置製作会社名 

連結装置の製作会社名を記入する（２種類まで記入可能）。 

(11) 変位制限(段差防止)装置／設置／しゅん工年度 

落橋防止装置のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する（２種類まで記  

入可能）。 
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(12) 変位制限（段差防止）装置／設置／型式 

変位制限装置の型式をコードで記入する（２種類記入）。 

変位制限装置（段差防止装置）型式 

ＡＢ アンカーバー（ジョイントプロテクター） 

ＰＺ 縦ピン型 

ＢＢ ＢＢストッパー（変位制限） 

ＨＳ 水平ストッパー 

ＸＧ 橋軸方向変位制限（主桁突起） 

ＸＢ 橋軸方向変位制限（横桁脚突起） 

ＸＰ 橋軸方向変位制限（脚突起） 

ＸＰＺ 橋軸方向変位制限（脚突起）＋段差防止 

ＹＢ 橋直方向変位制限（横桁脚突起） 

ＹＰＺ 橋直方向変位制限脚（突起）＋段差防止 

ＸＹ 橋軸・橋直変位制限 

Ｘ８ 橋軸方向変位制限その他 

Ｙ８ 橋直方向変位制限その他 

ＺＭ 段差防止（鋼製） 

ＺＣ 段差防止（コンクリート製） 

Ｚ８ 段差防止その他 

(13) 変位制限（段差防止）装置／設置／設置箇所数 

変位制限装置の設置箇所数を記入する（２種類記入）。 

(14) はり幅拡幅／しゅん工年度 

段差防止装置のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する（２種類記入）。 

(15) はり幅拡幅／種別 

はり幅拡幅をコードで記入する。 

はり拡幅種別 

１  はり幅拡幅なし 

Ｍ  鋼製ブラケット 

Ｃ  コンクリート拡幅 

８ その他
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(16) はり幅拡幅／拡幅延長 

はり幅拡幅の延長を数字で記入する。単位はｍで小数点以下第２位を四 

捨五入し、１位止めとする。 

(17) はり幅拡幅／拡幅寸法 

拡幅寸法を数字で記入する。単位はｍで小数点以下第２位を四捨五入

し、１位止めとする。 

(18) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 事例 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低

下や疲労による損傷 
変形、腐食、摩耗、疲労亀裂、破損 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
耐震補強、活荷重対応の補強 

Ｃ
構造、材料の欠陥等によ

る損傷 
ボルト折損、破損、亀裂 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
部材欠損、未溶接 

Ｅ
車両事故、火災等の人為

的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 
騒音、振動、美観対策（遮音壁、裏面化粧板

等） 

Ｇ 予防的対策 
コンクリート塗装、付属物落下防止措置（ボ

ルト取替、ワイヤー設置） 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その

他の異常な自然現象により生ずる被害） 

(19) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 
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5.5 鋼構造物塗装テーブル 

○ 一般事項 

上部工１径間ごと（連続桁も同様）又は１橋脚ごとにデータを記入し、上り

線、下り線に分離している場合も各々データを記入するものとする。なお、デ

ータ管理するのは一般外面のみとし、箱桁・鋼製橋脚裏面（内部）などのデー

タは含まない。記入に際してはデータテーブル（様式 5-5_鋼構造物塗装資産・

補修）を用いて次の要領で記入する。 

(1) 上部工／下部工管理番号 

共通事項に従い、上部工あるいは下部工管理番号を記入する。 

(2) 構造物区分 

構造物区分をコードで記入する。 

構造物区分 

ＧＭ  桁本体 

ＰＭ  橋脚本体 

ＧＳ  床版（鋼板部） 

ＰＳ  柱鋼板巻立部 

(3) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｎ 建設工事 

Ｒ 補修工事(オープン工事) 

Ｄ 補修工事(保全管理工事) 

Ｅ 震災復旧工事 

Ｓ フレッシュアップ工事 

(4) しゅん工年度 

塗装のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する。 
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(5) 工事内容 

工事の内容をコードで記入する。 

工事内容 

Ｎ 新設塗装 

Ａ 全面塗替（１種ケレン） 

Ｂ 全面塗替（２種ケレン） 

Ｃ 全面塗替（３種ケレン） 

Ｅ 桁端部塗替 

Ｐ 部分塗替 

８ その他 

(6) 塗装内容／塗装種別 

塗装種別をコードで記入する。 

塗装種別 

Ａ  塩化ゴム系 

Ｂ  ポリウレタン樹脂 

Ｃ  長油性フタル酸樹脂 

Ｄ  外側：塩化ゴム系 

 内側：フェノール樹脂MI.0 

Ｅ  耐候性鋼板 

I  ふっ素樹脂 

８  その他 

(7) 塗装内容／上塗り塗料 

上塗り塗料名をコードで記入する。 

塗装種別 

Ａ 長油性フタル酸樹脂塗料 

Ｂ 塩化ゴム塗料 

Ｃ ウレタン系塗料 

Ｄ ポリウレタン樹脂塗料 

Ｅ ふっ素樹塗料 

Ｆ 弱溶剤形ふっ素樹塗料 

Ｇ シリコンアルキド樹脂塗料 

８ その他 
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(8) 塗装内容／下塗り塗料 

下塗り塗料名をコードで記入する。１種ケレンをした場合のみ塗り替え

た塗料を更新する。 

塗装種別 

Ａ  鉛丹さび止め塗料 

Ｂ  鉛系さび止めペイント 

Ｃ  ジンクリッチプライマさび止め 

Ｄ  有機ジンクリッチペイント下塗 

Ｅ  厚膜形有機ジンクリッチペイント 

Ｆ  厚膜形無機ジンクリッチペイント 

８  その他 

(9) 塗装内容／塗装系 

建設時塗装データについては、新規塗装工事の基準に示された塗装系

（A-1，A-2，…）を、補修時塗装データについては、塗替え及び改良に伴

う新塗装の基準に示された塗装系（a-1，a-2，…）を記入する。 

(10) 塗装面積 

塗装面積を記入する。単位は m２で小数点以下第２位を四捨五入し、１

位止めとする。 

(11) 塗料会社名 

工場塗料・現場塗料について塗料会社名を記入する。 
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(12) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 事例 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低

下や疲労による損傷 
塗膜劣化、さび腐食 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
－ 

Ｃ
構造、材料の欠陥等によ

る損傷 
－ 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
－ 

Ｅ
車両事故、火災等の人為

的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 景観対策 

Ｇ 予防的対策 塗装劣化 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その

他の異常な自然現象により生ずる被害） 

(13) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

5.6 舗装テーブル 

○ 一般事項 

上部工１径間（管理番号）及びトンネル１区間、土工１区間（管理番号）の

車線ごとにデータを記入する。なお、車線分割はレーンマークで行う。記入に

際してはデータテーブル（様式 5-6_舗装資産・補修）を用いて次の要領で記

入する。 
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(1) 上部工／トンネル・土工区間管理番号 

共通事項の要領に従い、上部工又はトンネル・土工区間の管理番号を記 

入する。ただし、北神戸線のように橋梁部と土工部が混在する路線につい

ては、管理番号の他にキロポストも併せて記入する。 

(2) 車線／上下区分 

上下線一体区間の場合、上下線分離区間の場合ともにコードを記入す

る。またランプ及び渡り線についても、その帰属する下り線又は上り線を

記入する。なお、環状線については下り線とする。 

上下区分 

Ｄ  下り線 

Ｕ  上り線 

(3) 車線／車線区分 

車線単位に区分をコードで記入する。料金徴収所付近では舗装方法が本 

線部と異なるため、本線としないで料金所付近とする。 

車線区分 

Ｒ  車道 

Ｗ  路肩・拡幅 

Ｂ  分岐・合流帯部 

Ｐ  非常駐車帯 

Ｔ  料金所付近 

Ｓ  パーキング 

8  その他 

(4) 車線／車線番号 

車両進行方向に向かって左側から 1，2，3，…を記入する。カーブ区間

の拡幅部では、次のように本線部に隣接するものから順に記入する。 

また、本線集約料金所付近の拡幅部における車線番号については｢拡幅

部車線一覧（章末）｣に示すとおりとする。 

 左側拡幅：Ａ，Ｌ，Ｍ，Ｎ，Ｏ，Ｐ，Ｑ 

 右側拡幅：Ｂ，Ｒ，Ｓ，Ｔ，Ｕ，Ｖ，Ｗ 
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(5) 車線／補助番号 

１径間又は１区間の途中に、料金所等で舗装種別が変化する場合はそれ 

らを区別するために、数字を連番で記入する。なお、舗装種別に変化がな

くても１を記入する。 

  ・対面交通（２方向）の場合 

・ランプ・渡り線の分岐・合流部の場合    

・本線の分岐・合流部の場合 

R･1 R･1

R･2 R･2

R･2R･2

R･1R･1

本線
S-105

本線
S-106

（起点側） （終点側）

方向区分＝Ｄ
車輌進行方向

車輌進行方向
方向区分＝Ｕ

R･2 R･2R･2R･2R･2R･2

R･1 R･1R･1R･1

本線
S-106

本線
S-101

本線
S-102

本線
S-103

本線
S-104

本線
S-105

R･1
B･1 B･1 B･1

R･1 R･1

　車輌　　　
進行方向

出路S-1

S-312
S-311 S-310 S-309

R･2
R･2 R･4 R･4

R･1
R･1 R･3 R･3

R･2
R･2 R･2 R･2

R･1
R･1 R･1 R･1

S-1
下S-311

車輌進行方向

方向区分＝Ｄ
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・非常駐車帯の場合 

・料金所付近（集約料金所等の拡幅部）の場合 

(6) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｎ 建設工事 

Ｒ 補修工事(オープン工事) 

Ｄ 補修工事(保全管理工事) 

Ｅ 震災復旧工事 

Ｓ フレッシュアップ工事 

S-108 S-107 S-106 S-105 S-104

M･2 M･2 M･2 M･2 M･2

M･1 M･1 M･1 M･1 M･1

P･1 P･1
P･1

車輌
　　進行方向

R･2 T･2 T･2 T･2 T･2 T･2 R･2

R･1R･1 T･1 T･1 T･1 T･1 T･1

T･A T･A T･A T･AT･A

T･L T･L T･L T･L

T･M T･M T･M

T･B T･B T･BT･B T･B

T･R T･R T･RT･RS-110 S-106

S-105

S-109 S-108 S-107

料金所区間として扱う。

車輌
　  進行方向

S-111
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(7) 工事内容 

工事の内容をコードで記入する。 

補修内容 

Ｎ 新設工事 

ＲＳ 表層打換え 

Ｒ１ 表基層打換え(基層１) 

Ｒ２ 表基層打換え(基層２) 

ＲＷ 表基層打換え（基層１・床版防水）

ＲＰ 部分打換え 

ＯＲ オーバーレイ 

８８ その他 

(8) 舗装区分 

舗装区分をコードで記入する。 

舗装区分 

Ｃ  コンクリート床版 

Ｍ  鋼床版 

Ｅ  土工部 

(9) 舗装／しゅん工年度 

表層、基層１及び基層２の舗装のしゅん工（補修）年度を西暦で記入

する。 



2019.07.01 

119

(10) 舗装／舗装種別及び舗装材料 

表層、基層１及び基層２の舗装の舗装種別、舗装材料をコードで記入

する。 

舗装種別及び舗装材料 

舗装種別 舗装材料 

 ＤＰ  排水性舗装  ＲＤ  排水性改質アスファルト 

 ＤＡ  密粒度アスコン  一般 

   Ｒ２  改質 

 ＲＧ  ゴム入り 

 ＲＡ  アスベスト入り 

 ＤＧ  密粒度ギャップ式アスコン  一般 

 Ｒ２  改質 

 ＲＧ  ゴム入り 

 ＲＳ  シノパール入り 

 ＲＨ  硬質骨材 

 ＧＡ  グースアスファルト  一般 

 Ｒ２  改質  

 ＲＴ  吸油骨材チッピング 

 ＲＡ  粗粒度アスコン 

 ＯＡ  開粒度アスコン 

 ＦＡ  細粒度アスコン  一般 

 ＲＧ  ゴム入り 

 ＳＡ  採石マスチックアスコン  ＳＡ  採石マスチックアスコン 

 ＴＰ  修正トペカ 

 ＲＮ  コンクリート ２４  ＲＮ２４２Ｂ 

４５  ＲＮ４５ 

ＳＦ 鋼繊維補強コンクリート ＳＦ 鋼繊維補強コンクリート 

 ８８  その他 ８８  その他 

(11) 舗装／舗装面積 

舗装面積を数字で記入する。単位は m２で小数点以下第３位を四捨五入

し、第２位まで記入する。 
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(12) 舗装／特殊工法等 

特殊工法などをコードで記入する。 

床特殊工法等 

Ｐ パームス工法 

Ｓ グルービング 

Ｐ カラー舗装 

８ その他 

(13) 床版防水／しゅん工年度 

床版防水のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する。 

(14) 床版防水／床版防水種別 

床版防水の種別をコードで記入する。  

床版防水種別 

１  なし 

Ｓ  シート系 

Ｐ  塗膜系 

Ｒ  舗装系 

８  その他 

(15) 路盤／路盤種別 

上層路盤及び下層路盤の路盤種別をコードで記入する。 

路盤種別 

１  なし 

Ａ  アスファルト安定処理  

Ｇ  粒度調整砕石 

Ｃ  クラッシャラン 

Ｓ  水硬性粒度調整スラグ  

８  その他 
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(16) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 事例 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低

下や疲労による損傷 
わだちぼれ、ひびわれ、平たん性 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
新技術による 

Ｃ
構造、材料の欠陥等によ

る損傷 
― 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
― 

Ｅ
車両事故、火災等の人為

的原因による損傷 
― 

Ｆ 環境対策 騒音、振動、美観対策 

Ｇ 予防的対策 ― 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その

他の異常な自然現象により生ずる被害） 

(17) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

5.7 高速道路標識柱テーブル 

○ 一般事項 

標識柱は、標識専用支柱や標識専用架台１基を１管理単位とする。なお、標

識板が照明柱等の構造物や他機関の管理する柱に設置されている場合、板が１

枚も設置されていない場合もデータを作成する。入路先端部に設置された門型

柱等についても高速道路の標識として管理する。記入に際してはデータテーブ

ル（様式 5-7_高速道路標識柱資産・補修）を用いて次の要領で記入する。 
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(1) 管理番号 

共通事項の要領に従い、上部工、トンネル区間、土工区間の管理番号を  

記入する。ただし、北神戸線のように橋梁部と土工部が混在する路線につ

いては、管理番号の他にキロポストも併せて記入する。 

(2) 標識柱位置／設置キロポスト 

標識柱が設置されている地点のキロポストを小数第３位まで記入する。 

(3) 標識柱位置／位置区分 

標識柱設置場所の位置区分をコードで記入する。 

標識設置地点が、２方向（対向）交通の場合は下り線側・上り線側とし、

また１方向交通の場合は左側・右側（起点側から見て）とする。 

左右両側及び上下線両側は、門型支柱のような場合で、例えば設置場所 

が両側の高欄や桁である場合に用いる。設置場所が中央分離帯のときは、

上下線中央部とする。トンネル天井部等のときには、車線中央部とする。 

標識専用架台では、設置場所が標識対象車線の上部工又は下部工ではな

く、立体交差地点等で、上をまたぐ路線の構造物の場合、交差他線と表す。 

設置場所が他路線の場合で、標識対象車線と設置路線の位置関係が立体 

交差以外場合は、隣接他線又は他線とする。 

位置区分 

ＳＤ 下り線側 

ＳＵ 上り線側 

ＳＬ 左側 

ＳＲ 右側 

Ｂ１ 左右両側 

Ｂ２ 上下線両側 

Ｃ１ 車線中央部 

Ｃ２ 上下線中央部 

ＡＸ 交差他線 

ＡＮ 隣接他線 

Ａ８ 他線 

８８ その他 

(4) 標識柱位置／座標（緯経度） 

標識の設置地点の座標（緯経度）を小数第６位まで記入する。 



2019.07.01 

123

(5) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｎ 建設工事 

Ｒ 補修工事(オープン工事) 

Ｄ 補修工事(保全管理工事) 

Ｅ 震災復旧工事 

Ｓ フレッシュアップ工事 

(6) しゅん工年度 

標識柱のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する。 

(7) 工事内容 

標識柱の工事内容をコードで記入する。 

工事内容 

Ｎ 新規標識柱設置 

Ｍ 既設標識柱移設 

Ｃ 既設標識柱取替 

Ｐ 既設標識柱塗装塗替 

１ 既設標識柱撤去 

Ｖ 既設標識柱改良(ワイヤー設置) 

Ｐ 部分補修 

８ その他補修 

(8) 標識柱設置／支柱区分 

標識支柱区分をコードで記入する。 

支柱区分 

Ｓ  標識専用支柱 

Ｈ  標識専用架台 

Ａ  他構造物添架（支柱なし） 

Ｎ  ＥＴＣ門構造 

Ｘ  フリーフロー 

8  その他 

他構造物添架（支柱なし）とは、照明柱・橋脚・桁・高欄等に直接設置   

されている場合を指す。標識専用架台とはブラケット等に設置されている場

合を指す。 
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(9) 標識柱設置／設置場所 

標識専用支柱及び標識専用架台のときはその設置場所を、他構造物添架 

のときは標識板そのものの設置されている場所をコードで記入する（２つ

選択可）。 

設置場所 

Ｈ  高欄 

Ｃ  中央分離帯 

Ｊ  分岐合流帯 

Ｎ  遮音壁・危険防止棚 

Ｉ  照明柱 

Ｇ  桁 

Ｐ  橋脚 

Ｂ  料金所施設 

Ｔ  トンネル 

Ｅ  土工部（のり面）・擁壁・カルバート 

Ｏ  その他当社施設 

Ｓ  当社外施設 

８  その他 
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ケース 支柱区分 設置場所 位置区分 
支柱 

全体形状 

1
標識専用 

支柱 

高欄 下り線側 単柱型 

2

標識専用 

支柱 

分岐 

合流帯

下り線側 Ｔ型 

3

標識専用 

支柱 

高欄 左側 単柱型 

4

標識専用 

支柱 

桁 左右両側 門型 

5

標識専用 

支柱 

桁 

上下線 

両側 

門型 

6

標識専用 

支柱 

高欄 右側 単柱型 

7

他構造 

添架 

照明柱 

上下線 

中央部 

－ 

8

標識専用 

支柱 

(1)桁 

(2)中央 

分離

帯 

(1)下り線

側 

(2)上下線

中央

部 

門型 

下り線 上り線

ランプ 下り線 上り線

ランプ

下り線 上り線

下り線 上り線
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ケース 支柱区分 設置場所 位置区分 
支柱 

全体形状 

9

標識専用 

支柱 

(1)桁 

(2)中央 

分離

帯 

(1)上下線

両

側 

(2)上下線

中央

部 

横Ｅ型 

1

0

標識専用 

支柱 

分岐 

合流帯

車線 

中央部

Ｔ型 

1

1

標識専用 

支柱 

橋脚 

上下線 

両側 

門型 

1

2

標識専用 

架台 

トンネル 左側 － 

1

3

標識専用 

架台 

桁 交差他線 － 

1

4

標識専用 

支柱 

高欄 隣接他線 逆Ｌ型 

ランプ 本線

１方向通行

Ｂ路線

Ａ路線

（注）Ａ路線の管理番号を使用

本線

ランプ

（注）ランプの管理番号を使用
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(10) 標識柱設置／支柱基礎 

支柱区分で、標識専用支柱とした場合に、基礎の種別をコードで記入 

する。 

支柱基礎 

Ｂ  ブラケット 

ＢＳ  ブラケット（桁補強材あり） 

Ｆ  取付金具 

Ｐ  ベースプレート 

Ｃ  コンクリート基礎 

Ｕ  支柱埋込式 

88  その他 

ブラケット（桁補強材あり）とは、主桁間に渡って設置されているも  

のを指し、スティフナー程度のものは補強材としない。 

(11) 標識柱設置／基礎区分 

支柱基礎でコンクリート基礎とした場合に、基礎区分をコードで記入

する。 

基礎区分 

Ｓ  直接基礎 

Ｃ  場所打ＲＣ杭基礎 

Ｐ  ＰＣ杭基礎 

Ｅ  その他杭基礎 

８  その他 

(12) 標識柱設置／支柱本数 

標識の支柱の合計本数を記入する。 
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(13) 標識柱／全体形状 

支柱区分で標識専用支柱とした場合に、標識柱の全体形状をコードで記 

入する。 

全体形状 

Ｓ  単柱型（柱のみ） 

Ｌ  逆Ｌ型 

Ｔ  Ｔ 型 

Ｇ  門 型（１径間） 

Ｆ  横Ｆ型（１径間） 

Ｅ  横Ｅ型（多径間門型） 

Ｒ  車高制限装置 

Ｉ  テレビ支柱  

8  その他 
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コー

ド 
名称 形状例 

Ｓ 
単柱型 

（支柱のみ）

Ｌ 逆Ｌ型  

Ｔ Ｔ型  

Ｇ 
門型 

（１径間） 

Ｆ 
横Ｆ型 

（１径間） 

Ｅ 
横Ｅ型 

（２径間） 
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(14) 標識柱／支柱形状 

支柱区分で標識専用支柱とした場合にコードで記入する。全体形状で単 

柱型とした場合は、柱部の方だけ記入し、はり部は記入しない。 

支柱形状／柱部 

Ｐ  鋼管柱 

Ｔ  鋼管トラス柱 

Ｓ  鋼管立体トラス柱  

8  その他 

支柱形状／はり部 

Ｍ  単ばり 

Ｒ  Ｒ付単ばり 

Ｗ  ２本ばり 

Ｔ  トラスばり 

8  その他 

(15) 標識柱／支柱寸法 

支柱又は架台の寸法を高さと幅で表し、それぞれ最大値を記入する。た 

だし、架台の場合、高さの欄では架台張り出し長を記入する。全体形状で

単柱型とした場合は、高さのみ記入し、幅は記入しなくてもよい。単位は

ｍで小数点以下第３位を切り捨てし、２位止めとする。 

幅

支柱の場合

高

さ

幅

架台

張り出し長

桁

架台の場合（平面図）

支柱形状 はり部

（単ばり） （R付単ばり） （２本ばり） （トラスばり）



2019.07.01 

131

(16) 標識柱／支柱管径 

標識専用支柱について、支柱形状／柱部が鋼管のときにその管径を右詰 

めで記入する。管径は変化する場合があるので、その最大径と最小径を記

入するものとする。ただし、管径が変化しないものについては、最大径の

み記入する。単位は mm で小数点以下第１位を切り捨てし、整数止めとす

る。 

(17) 標識柱／柱落下防止対策の有無 

標識柱の落下防止対策としてワイヤー等の設置の有無をコードで記入

する。 

柱落下防止処置 

１ なし 

２ あり 

３ 低所設置対象外 

４ 構造上対象外 
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(18) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 
事例 

はり及び支柱 基礎 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低

下や疲労による損傷 
さび及び腐食 

コンクリートのわれ、

さび及び腐食 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
新技術に伴うこと 

Ｃ
構造、材料の欠陥等によ

る損傷 

ボルト折損、破損、

亀裂 

ボルト折損、ボルトが

有効に働いていない 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
部材欠損、未溶接 

初期ひびわれ、空洞、

豆板 

Ｅ
車両事故、火災等の人為

的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 美観対策、視認性の改善、 

Ｇ 予防的対策 
付属物落下防止措置（ボルト取替、ワイヤー

設置） 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その他

の異常な自然現象により生ずる被害） 

(19) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

5.8 高速道路標識板テーブル 

○ 一般事項 

標識板は、高速道路標識柱テーブルで作成したデータの柱に設置される板の

１枚ずつを１管理単位としてデータを作成する。 

記入に際してはデータテーブル（様式 5-8_高速道路標識板資産・補修）を

用いて次の要領で記入する。 
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(1) 管理番号 

共通事項の要領に従い、上部工、トンネル区間、土工区間の管理番号  

を記入する。ただし、北神戸線のように橋梁部と土工部が混在する路線に

ついては、管理番号の他にキロポストも併せて記入する。 

(2) 標識柱位置／設置キロポスト 

標識柱が設置されている地点のキロポストを小数第３位まで記入する。 

(3) 標識柱位置／位置区分 

標識柱設置場所の位置区分をコードで記入する。 

位置区分 

ＳＵ 上り線側 

ＳＬ 左側 

ＳＲ 右側 

Ｂ１ 左右両側 

Ｂ２ 上下線両側 

Ｃ１ 車線中央部 

Ｃ２ 上下線中央部 

ＡＸ 交差他線 

ＡＮ 隣接他線 

Ａ８ 他線 

８８ その他 

(4) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｎ 建設工事 

Ｒ オープン工事 

Ｄ 保全管理工事 

Ｅ 震災復旧工事 

Ｓ フレッシュアップ工事 

(5) 標識板しゅん工年度 

標識板のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する。 
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(6) 工事内容 

標識板の工事内容をコードで記入する。 

工事内容 

Ｎ 新規標識柱と板設置 

Ｍ 既設標識柱と板移設 

Ｏ 既設標識板のみ移設 

Ｃ 既設標識板取替 

Ａ 既設標識柱に板追加 

１ 既設標識柱と板撤去 

Ｖ 既設標識板改良(ワイヤー設置) 

Ｐ 部分補修 

８ その他補修 

(7) 標識板／種別 

標識板種別をコードで記入する。 

標識板種別 

Ａ 案内標識 

Ｂ 警戒標識 

Ｃ 規制標識 

Ｄ 大型案内標識 

Ｅ 大型警戒標識 

Ｆ 情報提供板 

Ｇ 指示標識 

Ｈ 補助標識 

８ その他 

(8) 標識板／表示文字 

標識板の表示文字を記入する。 
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(9) 標識板／照明反射区分 

標識板の照明反射区分をコードで記入する。 

照明反射区分 

Ａ 外照式（蛍光灯） 

Ｂ 外照式（遠方照明式） 

Ｃ 内照式 

Ｄ 電光式（電球） 

Ｅ 電光式（ＬＥＤ） 

Ｆ 遠方照明式 

Ｇ 広角プリズム型逆光対策板 

Ｈ 高輝度反射板 

８ その他 

(10) 標識板／可変区分 

標識板の可変区分をコードで記入する。 

可変区分 

１ なし 

２ あり 

３ 低位置対象外 

４ 構造上対象外 

(11) 標識板／板落下防止対策の有無 

標識板の落下防止対策としてワイヤー等の設置の有無をコードで記入

する。 

板落下防止対策 

１ なし 

２ あり 

３ 低所設置対象外 

４ 構造上対象外 
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(12) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 事例 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低

下や疲労による損傷 

判読反射効果の良否、さび及び腐食、変形、

ひずみ 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
新基準に伴うこと 

Ｃ
構造、材料の欠陥等によ

る損傷 
ボルト折損、破損、亀裂 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
部材欠損 

Ｅ
車両事故、火災等の人為

的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 騒音、振動、美観対策 

Ｇ 予防的対策 
付属物落下防止措置（ボルト取替、ワイヤー

設置） 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その

他の異常な自然現象により生ずる被害） 

(13) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

5.9 平面街路標識柱テーブル 

○ 一般事項 

平面街路標識柱は、平面街路上において阪神高速道路が管理する標識専用

柱、標識専用架台の１基を１管理単位とする。なお、他機関の高速道路、官庁

（門型・歩道橋等）に設置されたものも対象とする。また、阪神高速道路株式

会社管理の標識柱に添架されている標識板（駐車禁止・速度規制等）も管理す

る。入路先端部に設置された門型柱等については高速道路上の標識として管理

する。 
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記入に際してはデータテーブル（様式 5-9_街路標識柱資産・補修）を用い

て次の要領で記入する。 

(1) 管理／路線、ランプ・渡り線 

標識（案内板）に表示されている路線、ランプ・渡り線（共通事項参照）

をコードで記入する。 

複数路線が対象となっている場合は、入路案内の近い路線を代表させ

る。 

  (2) 管理／標識設置地点／市区町村（府県、市区町村名） 

設置地点の市区町村名をコードで記入する。 

記入は、５桁の自治省（ＪＩＳ）コードで行う。 

市区町村 市区町村 

27 大阪府 27206 泉大津市 

27100 大阪市 27207 高槻市 

27102 大阪市都島区 27208 貝塚市 

27103 大阪市福島区 27209 守口市 

27104 大阪市此花区 27210 枚方市 

27106 大阪市西区 27211 茨木市 

27107 大阪市港区 27212 八尾市 

27108 大阪市大正区 27213 泉佐野市 

27109 大阪市天王寺区 27214 富田林市 

27111 大阪市浪速区 27215 寝屋川市 

27113 大阪市西淀川区 27216 河内長野市 

27114 大阪市東淀川区 27217 松原市 

27115 大阪市東成区 27218 大東市 

27116 大阪市生野区 27219 和泉市 

27117 大阪市旭区 27220 箕面市 

27118 大阪市城東区 27221 柏原市 

27119 大阪市阿倍野区 27222 羽曳野市 

27120 大阪市住吉区 27223 門真市 

27121 大阪市東住吉区 27224 摂津市 

27122 大阪市西成区 27225 高石市 

27123 大阪市淀川区 27226 藤井寺市 

27124 大阪市鶴見区 27227 東大阪市 

27125 大阪市住之江区 27228 泉南市 

27126 大阪市平野区 27229 四条畷市 

27127 大阪市北区 27230 交野市 

27128 大阪市中央区 27231 大阪狭山市 

27140 堺市 27232 阪南市 

27141 堺市堺区 27301 三島郡島本町 
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27142 堺市中区 27321 豊能郡豊能町 

27143 堺市東区 27322 豊能郡能勢町 

27144 堺市西区 27341 泉北郡忠岡町 

27145 堺市南区 27361 泉南郡熊取町 

27146 堺市北区 27362 泉南郡田尻町 

27147 堺市美原区 27366 泉南郡岬町 

27202 岸和田市 27367 泉南郡阪南町 

27203 豊中市 27381 南河内郡太子町 

27204 池田市 27382 南河内郡河南町 

27205 吹田市 27383 南河内郡千早赤坂村 

市区町村 市区町村 

28 兵庫県 26 京都府 

28100 神戸市 26100 京都市 

28101 神戸市東灘区 26101 京都市北区 

28102 神戸市灘区 26102 京都市上京区 

28105 神戸市兵庫区 26103 京都市左京区 

28106 神戸市長田区 26104 京都市中京区 

28107 神戸市須磨区 26105 京都市東山区 

28108 神戸市垂水区 26106 京都市下京区 

28109 神戸市北区 26107 京都市南区 

28110 神戸市中央区 26108 京都市右京区 

28111 神戸市西区 26109 京都市伏見区 

28201 姫路市 26110 京都市山科区 

28202 尼崎市 26111 京都市西京区 

28203 明石市 

28204 西宮市 

28206 芦屋市 

28207 伊丹市 

28210 加古川市 

28214 宝塚市 

28215 三木市 

28216 高砂市 

28217 川西市 

28218 小野市 

28219 三田市 

28220 加西市 

28301 川辺群猪名川町 
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(3) 標識設置地点／所在地 

平面街路上等に設置されているものは、市区町村名に続く地名（番地ま

で）を全角 30 文字以内で記入する。 

［記入例］ 大阪市西区江戸堀 1丁目 9番 1号    

江 戸 堀 １ － ９

   兵庫県尼崎市道意町 6丁目 

道 意 町

当社の道路構造物に設置されているものについては、上部工又は下部工管

理番号を記入する（左詰で記入）。 

［記入例］ 桁や高欄に取り付けられている場合        

環 Ｓ － １ ２ ３

橋脚に取り付けられている場合 

空 上 Ｐ － ３ １

(4) 標識設置地点／道路種別 

設置されている平面街路の種別をコードで記入する。標識設置場所にかか

わらず、標識が対象としている道路について記入する。 

［例］         一般国道 308 号線 採用 

 長堀通 

 一般府県道大阪八尾線 

道路種別 

Ａ  高速自動車国道 

Ｂ  一般国道 

Ｃ  主要地方道 

Ｄ  一般府県道 

Ｅ  市町村道 

８  その他 

(5) 標識柱位置／座標（緯経度） 

標識の設置地点の座標（緯経度）を小数第６位まで記入する。 
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(6) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｎ 建設工事 

Ｒ 補修工事(オープン工事) 

Ｄ 補修工事(保全管理工事) 

Ｅ 震災復旧工事 

Ｓ フレッシュアップ工事 

(7) しゅん工年度 

標識柱のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する。 

(8) 工事内容 

標識柱の工事内容をコードで記入する。 

工事内容 

Ｎ 新規標識柱設置 

Ｍ 既設標識柱移設 

Ｃ 既設標識柱取替 

Ｐ 既設標識柱塗装塗替 

１ 既設標識柱撤去 

Ｖ 既設標識柱改良(ワイヤー設置) 

Ｐ 部分補修 

８ その他補修 

(9) 標識柱設置／支柱区分 

標識支柱区分をコードで記入する。 

支柱区分 

Ｓ  標識専用支柱 

Ｈ  標識専用架台 

Ａ  他構造物添架（支柱なし） 

8  その他 

他構造物添架（支柱なし）とは、照明柱・橋脚・桁・高欄等に直接設置

されている場合を指す。標識専用架台とはブラケット等に設置されている

場合を指す。 
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(10) 標識柱設置／設置場所 

標識専用支柱及び標識専用架台のときはその設置場所を、他構造物添

   架のときは標識板そのものの設置されている場所をコードで記入する。 

(11) 標識柱設置／支柱基礎 

支柱区分で標識専用支柱とした場合に、標識柱の基礎の種別をコード 

で記入する。 

支柱基礎 

 Ｂ  ブラケット 

 ＢＳ  ブラケット（桁補強材あり） 

 Ｆ  取付金具 

 Ｐ  ベースプレート  

 Ｃ  コンクリート基礎 

 Ｕ  支柱埋込式 

 8 8  その他 

ブラケット（桁補強材あり）とは、主桁間に渡って設置されているもの

を指し、スティフナー程度のものは補強材としない。 

設置場所（平面街路上） 

ＳＲ  車 道 

ＳＦ  歩 道 

ＳＯ  歩道橋 

ＳＵ  電 柱 

ＳＳ  信号柱 

ＳＨ  高 欄 

ＳＣ  中央分離帯 

ＳＪ  分岐合流帯 

ＳＧ  緑地帯 

Ｓ８  その他当社外施設 

8 8  その他 

設置場所（当社道路構造物） 

ＨＨ  高 欄 

ＨＣ  中央分離帯 

ＨＪ  分岐合流帯 

ＨＮ  遮音壁・危険防止柵 

ＨＩ  照明柱 

ＨＧ   桁 

ＨＰ  橋 脚 

ＨＢ  料金所施設 

ＨＴ  トンネル 

ＨＥ  のり面・擁壁・カルバート 

Ｈ８  その他公団施設 

8 8  その他 
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(12) 標識柱設置／基礎区分 

支柱基礎でコンクリート基礎とした場合に、基礎区分をコードで記入 

する。 

基礎区分 

Ｓ  直接基礎 

Ｃ  場所打ＲＣ杭基礎 

Ｐ  ＰＣ杭基礎 

Ｅ  その他杭基礎 

8  その他 

(13) 標識柱設置／支柱本数 

標識の支柱の合計本数を記入する。 

(14) 標識柱／全体形状 

支柱区分で標識専用支柱とした場合に、標識柱の全体形状をコードで 

記入する。 

全体形状 

Ｓ  単柱型（柱のみ） 

Ｌ  逆Ｌ型 

Ｔ  Ｔ型 

Ｇ  門型（１径間） 

Ｆ  横Ｆ型（１径間） 

Ｅ  横Ｅ型（多径間門型） 

8  その他 
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コード 名称 形状例 

Ｓ 
単柱型 

（支柱の

み） 

Ｌ 逆Ｌ型  

Ｔ Ｔ型  

Ｇ 
門型 

（１径間）

Ｆ 
横Ｆ型 

（１径間）

Ｅ 
横Ｅ型 

（２径間）
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(15) 標識柱／支柱形状 

標識柱の形状をコードで記入する。全体形状で単柱型とした場合は、

柱部の方だけ記入し、はり部は記入しない。 

支柱形状／柱部 支柱形状／はり部 

Ｐ 鋼管柱 Ｍ 単ばり 

Ｔ 鋼管トラス柱 Ｒ Ｒ付単ばり 

Ｓ 鋼管立体トラス柱 Ｗ ２本ばり 

８ その他 Ｔ トラスばり 

８ その他 

 (16) 標識柱／支柱寸法 

支柱又は架台の寸法を高さと幅で表し、それぞれ最大値を記入する。た

だし、架台の場合、高さの欄では架台張り出し長を記入する。全体形状で

単柱型とした場合は、高さのみ記入し、幅は記入しなくてもよい。単位は

ｍで小数点以下第３位を切り捨てし、２位止めとする。 

(17) 標識柱／支柱管径 

標識専用支柱について、支柱形状／柱部が鋼管（Ｐ、Ｔ、Ｓ）のとき   

にその管径を右詰めで記入する。管径は変化する場合があるので、その最

大径と最小径を記入するものとする。ただし、管径が変化しないものにつ

いては、最大径のみ記入し、最小径は省略してよい。この場合は、最小径

は最大径と同値とみなされる。単位は mm で整数値で記入する。 

幅

支柱の場合

高

さ

支柱形状 はり部

（単ばり） （R付単ばり） （２本ばり） （トラスばり）
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(18) 標識柱／他機関標識板枚数 

阪神高速道路管理以外の標識板の枚数を記入する。 

(19) 標識柱／柱落下防止対策の有無 

標識柱の落下防止対策としてワイヤー等の設置の有無をコードで記入

する。 

柱落下防止処置 

１ なし 

２ あり 

３ 低所設置対象外 

４ 構造上対象外 

(20) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 
事例 

はり及び支柱 基礎 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低下や疲労

による損傷 
さび及び腐食

コンクリートのわれ、さ

び及び腐食 

Ｂ 設計基準の改訂による改良 新技術に伴うこと 

Ｃ 構造、材料の欠陥等による損傷 
ボルト折損、

破損、亀裂 

ボルト折損、ボルトが有

効に働いていない 

Ｄ 施工時の不良と考えられる損傷 
部材欠損、未

溶接 

初期ひびわれ、空洞、豆

板 

Ｅ
車両事故、火災等の人為的原因に

よる損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 美観対策、視認性の改善、 

Ｇ 予防的対策 
付属物落下防止措置（ボルト取替、ワイ

ヤー設置） 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その他の

異常な自然現象により生ずる被害） 
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(21) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

5.10 平面街路標識板テーブル 

○ 一般事項 

標識板は、平面街路路標識柱テーブルで作成したデータの柱に設置される板

の１枚ずつを１管理単位としてデータを作成する。 

記入に際してはデータテーブル（様式 5-10_街路標識板資産・補修）を用い

て次の要領で記入する。 

(1) 管理／路線、ランプ・渡り線 

標識（案内板）に表示されている路線、ランプ・渡り線（共通事項参照）

をコードで記入する。 

複数路線が対象となっている場合は、入路案内の近い路線を代表させ

る。 

(2) 管理／標識設置地点／市区町村（府県、市区町村名） 

設置地点の市区町村名をコードで記入する。 

記入は、５桁の自治省（ＪＩＳ）コード（平面街路標識柱テーブル参  

照）で行う。 

(3) 標識設置地点／所在地 

平面街路上などに設置されているものは、市区町村名に続く地名（番地

まで）を全角 30 文字以内で記入する。 

［記入例］ 大阪市西区江戸堀 1丁目 9番 1号 

江 戸 堀 １ － ９

兵庫県尼崎市道意町 6丁目 

道 意 町

当社の道路構造物に設置されているものについては、上部工又は下

部工管理 6番号を記入する（左詰で記入）。 

［記入例］ 桁や高欄に取り付けられている場合 

環 Ｓ － １ ２ ３

橋脚に取り付けられている場合 

空 上 Ｐ － ３ １
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(4) 標識設置地点／道路種別 

設置されている平面街路の種別をコードで記入する。標識設置場所にか

かわらず、標識が対象としている道路について記入する。 

道路種別 

Ａ  高速自動車国道 

Ｂ  一般国道 

Ｃ  主要地方道 

Ｄ  一般府県道 

Ｅ  市町村道 

８  その他 

(5) 標識柱位置／座標（緯経度） 

標識の設置地点の座標（緯経度）を小数第６位まで記入する。 

(6) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｎ 建設工事 

Ｒ 補修工事(オープン工事) 

Ｄ 補修工事(保全管理工事) 

Ｅ 震災復旧工事 

Ｓ フレッシュアップ工事 

(7) 標識板しゅん工年度 

標識板のしゅん工（補修）年度を西暦で記入する。 

(8) 工事内容 

標識板の工事内容をコードで記入する。 

工事内容 

Ｎ 新規標識柱と板設置 

Ｍ 既設標識柱と板移設 

Ｏ 既設標識板のみ移設 

Ｃ 既設標識板取替 

Ａ 既設標識柱に板追加 

１ 既設標識柱と板撤去 

Ｖ 既設標識板改良(ワイヤー設置) 

Ｐ 部分補修 

８ その他補修 
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(9) 標識板／種別 

標識板種別をコードで記入する。 

標識板種別 

Ａ 案内標識 

Ｂ 警戒標識 

Ｃ 規制標識 

Ｄ 大型案内標識 

Ｅ 大型警戒標識 

Ｆ 情報提供板 

Ｇ 指示標識 

Ｈ 補助標識 

８ その他 

(10) 標識板／表示文字 

標識板の表示文字を記入する。 

(11) 標識板／照明反射区分 

標識板の照明反射区分をコードで記入する。 

照明反射区分 

Ａ 外照式（蛍光灯） 

Ｂ 外照式（遠方照明式） 

Ｃ 内照式 

Ｄ 電光式（電球） 

Ｅ 電光式（ＬＥＤ） 

Ｆ 遠方照明式 

Ｇ 広角プリズム型逆光対策板 

Ｈ 高輝度反射板 

８ その他 

(12) 標識板／可変区分 

標識板の可変区分をコードで記入する。 

可変区分 

１ なし 

２ あり 

３ 低位置対象外 

４ 構造上対象外 
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(13) 標識板／板落下防止対策の有無 

標識板の落下防止対策としてワイヤー等の設置の有無をコードで記入

する。 

板落下防止対策 

１ なし 

２ あり 

３ 低所設置対象外 

４ 構造上対象外 

(14) 標識板／表示案内入路 

案内標識板に記載されている入路名をランプコード（共通事項参照）４

ケタの左詰めで記入する。路線だけの案内のときは路線コード（共通事項

参照）とし、この場合、左詰めで２ケタで記入する。 

複数の入路（路線）を表記しているものは、すべて記入する。ただし、

市内及び方面案内だけの場合は、左詰め２ケタで記入する。 

方面（市内）案内 

８１ 大阪方面（市内） 

８２ 神戸方面（市内） 

８３ 湾岸方面 

８４ 京都方面（市内） 

８５ その他 
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(15) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 事例 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低下や疲労

による損傷 

判読反射効果の良否、さび及び腐食、

変形、ひずみ 

Ｂ 設計基準の改訂による改良 新基準に伴うこと 

Ｃ 構造、材料の欠陥等による損傷 ボルト折損、破損、亀裂 

Ｄ 施工時の不良と考えられる損傷 部材欠損 

Ｅ
車両事故、火災等の人為的原因に

よる損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 騒音、振動、美観対策 

Ｇ 予防的対策 
付属物落下防止措置（ボルト取替、ワ

イヤー設置） 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その他

の異常な自然現象により生ずる被害） 

(16) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入す  

第６節 補修（本体構造物）データテーブル 

6.1 桁補修テーブル 

○ 一般事項 

鋼桁及びコンクリート桁について１径間（管理番号）ごとにデータを記入す

る。記入に際してはデータテーブル（様式 6-1_桁補修）を用いて次の要領で

記入する。 
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(1) 上部工管理番号 

共通事項の要領に従い、上部工管理番号を記入する。 

(2) 補修年度 

桁補修のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(3) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｒ  補修工事(オープン工事) 

Ｄ  補修工事(保全管理工事) 

Ｅ  震災補修工事 

Ｓ  フレッシアップ工事 
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(4) 補修内容 

補修内容をコードで記入する。補修内容が複数ある場合は、すべて記 

入する。 

補修内容 

鋼桁 コンクリート桁 

ＭＧＣ  主桁連結 ＣＧＣ  主桁連結 

ＭＳＣ  床版連結 ＣＦＧ  表面防護 

ＭＣＲ  部材補強／切欠部の補強 ＣＦＭ  充填工法 

ＭＢＲ  部材補強／主桁・横桁取合い部の

補強 

ＣＩＣ  注入工法／ひびわれ 

ＣＩＳ 注入工法／シース内 

ＭＨＲ 部材補強／端横桁 ＣＰＧ  ＰＣ横締め防護 

ＭＳＲ 部材補強／支承部の補強 ＣＰＩ プレストレスの導入 

ＭＷＲ  部材補強／溶接部の補強 ＣＳＢ 鋼板接着 

ＭＯＲ  部材補強／その他 ＣＳＭ 吹付工法 

ＭＣＷ  クラック部の溶接による修復 ＣＳＲ 鉄骨梁補強工法 

ＭＭＣ  部材取替 ＣＢＫ 桁再構築（震災補修） 

ＭＨＣ  Ｈ．Ｔ．Ｂ．取替 ＣＢＭ 桁再利用工法（震災補修）

ＭＦＲ  補剛材補修 Ｃ８８  その他 

ＭＭＩ  マンホール改良 裏面板等 

ＭＭＥ  マンホール設定 ＫＳ 吸音板（側面板あり） 

ＭＫＫ  桁再構築（震災補修） Ｋ 吸音板（側面板なし） 

ＭＫＳ  桁再利用工法（震災補修） ＭＳ 化粧板（側面板あり） 

Ｍ８８  その他 Ｍ 化粧板（側面板なし） 

 Ｓ 側面板 

 Ｐ 鳩防止ネット 
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(5) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 
事例 

鋼部材 コンクリート部材 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性

低下や疲労による損傷 

塗膜劣化、腐食、摩耗、

疲労亀裂、破損、付属

物の漏水 

ひびわれ、はく離・浮

き、鉄筋腐食、外在的

塩害、中性化、補修部

劣化 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
耐震補強、活荷重対応の補強 

Ｃ
構造、材料の欠陥等に

よる損傷 

ボルト折損、破損、

亀裂 

アルカリ骨材反応、内在

的塩害、過度な中性化 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
部材欠損、未溶接 

初期ひびわれ、空洞、豆

板 

Ｅ
車両事故、火災等の人

為的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 騒音、振動、美観対策（遮音壁、裏面化粧板等）

Ｇ 予防的対策 
コンクリート塗装、付属物落下防止措置（ボル

ト取替、ワイヤー設置） 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その他

の異常な自然現象により生ずる被害） 

(6) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 
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6.2 床版補修テーブル 

○ 一般事項 

上部工１径間の床版パネルごとにデータを記入する。記入に際してはデー

タテーブル（様式 6-2_床版補修）を用いて次の要領で記入する。 

(1) 上部工管理番号 

共通事項の要領に従い、上部工管理番号を記入する。 

(2) ライン番号 

床版パネルの橋軸方向のラインを記号で記入する。 

(3) パネル番号 

床版パネルの橋軸直角方向のパネル番号を数字で記入する。 

(4) 補修年度 

床版補修のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(5) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｒ  補修工事(オープン工事) 

Ｄ  補修工事(保全管理工事) 

Ｅ  震災補修工事 

Ｓ  フレッシュアップ工事 

(6) 補修内容 

補修内容をコードで記入する。補修内容が複数ある場合はすべて記入

し、それぞれについて補修面積を記入する。 

補修内容 

Ｍ  鋼板接着 

Ａ  鋼板接着再注入 

Ｃ  炭素繊維シート 

Ｂ  増設桁 

Ｒ  床版打替 

８  その他 

(7) 補修面積 

補修面積を記入する。単位は m２で小数点以下第３位を切り捨て、２位

止めとする。その他の場合は補修数量を記入する。ただし、増設桁の場合

は記入しない。 
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(8)補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 
事例 

補修済床版部 コンクリート 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低

下や疲労による損傷 

不良音、漏水及び遊

離石灰、鋼板のさ

び・腐食 

ひびわれ、はく離・浮

き、鉄筋腐食、外在的

塩害、中性化、 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
耐震補強、活荷重対応の補強 

Ｃ
構造、材料の欠陥等によ

る損傷 

ボルト折損、破損、

亀裂 

内在的塩害、過度な中

性化 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
部材欠損、未溶接 

初期ひびわれ、空洞、

豆板 

Ｅ
車両事故、火災等の人為

的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 騒音、振動、美観対策 

Ｇ 予防的対策 コンクリート塗装、付属物落下防止措置 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その

他の異常な自然現象により生ずる被害） 

(9) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

6.3 橋脚補修テーブル 

○ 一般事項 

鋼製橋脚及びコンクリート橋脚について橋脚ごとにデータを記入する。記入

に際してはデータテーブル（様式 6-3_下部工補修）を用いて次の要領で記入

する。 
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(1) 下部工管理番号 

共通事項の要領に従い、下部工管理番号を記入する。 

(2) 補修年度 

橋脚補修のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(3) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｒ  補修工事(オープン工事) 

Ｄ  補修工事(保全管理工事) 

Ｅ  震災補修工事 

Ｓ  フレッシュアップ工事 

(4) 補修内容 

補修内容をコードで記入する。補修内容が複数ある場合は、すべて記 

入する。 

共通 鋼製橋脚 

ＳＤＷ 再構築（はり＋柱） ＭＯＲ 部材補強 

ＳＤＳ 再構築（はり） ＭＭＣ 部材取替 

ＭＨＣ ＨＴＢ取替 

ＭＯＥ 水抜き設置 

ＭＭＩ マンホール改良 

ＭＭＥ マンホール設置 

ＭＳＥ 脚内安全施設設置 

ＭＨＢ 貼紙防止 

ＭＢＰ 橋脚防護（根巻部） 

ＭＡＥ 空気孔設置 

ＭＣＡ 
ｺﾝｸﾘｰﾄ充填(ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ補強あ

り) 

ＭＣＯ 
ｺﾝｸﾘｰﾄ充填(ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ補強な

し) 

ＭＲＢ リブ補強 

Ｍ８８ その他 
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コンクリート橋脚 基礎 

ＣＭＥ 部材補強 ＫＩＳ 増杭工法 

ＣＳＢ 鋼板接着 ＫＢＩ 地盤改良 

ＣＰＬ ＰＣはり定着部鋼板補強 ＫＧＩ 注入工法（杭） 

ＣＦＭ 充填 ＫＧＫ 注入工法（フーチング）

ＣＳＭ 吹付 ＫＶＯ 空隙充填工法 

ＣＳＲ 鉄筋はり補強 

ＣＰＩ プレストレスの導入 

ＣＩＣ 注入工法（ひびわれ） 

ＣＩＳ 注入工法（シース内） 

ＣＦＧ 表面防護（コンクリート塗装）

ＣＰＣ ＰＣ防護板塗装・補強板塗装

ＣＤＲ 排水管塗装 

ＣＨＢ 貼紙防止 

ＣＯＬ 脚外梯子塗装 

ＣＢＰ 橋脚防護（根巻部） 

ＣＢＲ 美装化（デザイン塗装） 

ＣＢＨ 美装化（吹付） 

ＣＢＩ 美装化（タイル等張付） 

ＣＢＫ 美装化（化粧板） 

ＣＢ８ 美装化（その他） 

ＣＩＭ

コンクリート巻立補強工法 

（コンクリート＋鋼板＋アン

カー） 

ＣＩＡ
コンクリート巻立補強工法 

（コンクリート＋アンカー）

ＣＭＡ
鋼板巻立補強工法（アンカー

有り） 

ＣＭＭ
鋼板巻立補強工法（アンカー

無し） 

ＣＭＣ 炭素繊維巻立補強工法 

ＣＢＥ 座屈鉄筋補修（震災補修） 

Ｃ８８ その他 
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(5) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 
事例 

鋼部材 コンクリート部材 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低

下や疲労による損傷 

塗膜劣化、腐食、摩

耗、疲労亀裂、破損、

付属物の漏水 

ひびわれ、はく離・浮き、

鉄筋腐食、外在的塩害、

中性化、補修部劣化 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
耐震補強、活荷重対応の補強 

Ｃ
構造、材料の欠陥等によ

る損傷 

ボルト折損、破損、

亀裂 

アルカリ骨材反応、内在

的塩害、過度な中性化 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
部材欠損、未溶接 

初期ひびわれ、空洞、豆

板 

Ｅ
車両事故、火災等の人為

的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 
騒音、振動、美観対策（遮音壁、裏面化粧板

等） 

Ｇ 予防的対策 
コンクリート塗装、付属物落下防止措置（ボ

ルト取替、ワイヤー設置） 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その他

の異常な自然現象により生ずる被害） 

(6) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

6.4 のり面・擁壁補修テーブル 

○ 一般事項 

のり面ごと（管理番号ごと）の段ごとにデータを記入し、上り線、下り線に

分離している場合も各々で記入するものとする。記入に際してはデータテーブ
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ル（様式 6-4_のり面・擁壁補修）を用いて次の要領で記入する。 

(1) のり面番号 

共通事項の要領に従い、のり面番号を記入する。 

(2) のり面番号／補助番号 

資産テーブルの要領に従い、のり面補助番号を記入する。 

(3) のり面番号／段番号 

資産テーブルの要領に従い、のり面の段番号を記入する。 

(4) 補修年度 

のり面補修のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(5) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｒ  補修工事(オープン工事) 

Ｄ  補修工事(保全管理工事) 

Ｅ  震災補修工事 

Ｓ  フレッシュアップ工事 
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(6) 補修内容 

補修内容をコードで記入する。補修内容が複数ある場合はすべて記入 

する。 

切土のり面の補修 構造物工補修 

ＶＡ プレキャスト枠工 ＳＡ モルタル吹付工 

ＶＢ ネット張工 ＳＢ コンクリート張工 

ＶＣ 植生工 ＳＣ 石張工 

ＶＤ 地山補強工 ＳＤ ブロック張工 

ＶＥ 横ボーリング工 ＳＥ 現場打ちコンクリート枠工 

ＶＦ 吹付枠工 ＳＦ 吹付枠工 

ＶＧ 杭工 ＳＧ プレキャスト枠工 

ＶＨ グラウンドアンカー工 ＳＨ 中詰工（客土） 

ＶＩ 柵工 ＳＩ 中詰工（植生土のう） 

ＶＪ 防風工 ＳＪ 中詰工（植生基盤） 

ＶＫ 連続長繊維補強土工 Ｓ８ その他補修工 

Ｖ８ その他補修工   

防護工 地すべり対策工 

ＷＡ 待ち受け擁壁工 ＬＡ 地表水排除工 

ＷＢ 土砂覆工 ＬＢ 地下水排除工 

ＷＣ 落石防護網工 ＬＣ 地下水遮断工 

ＷＤ 落石防護柵工 ＬＤ 排土工 

ＷＥ 落石防護棚工 ＬＥ 押え盛土工 

ＷＦ 落石防護擁壁 ＬＦ 杭工 

ＷＧ ロックシェッド ＬＧ グラウンドアンカー工 

ＷＨ 落石防護土堤 Ｌ８ その他対策工 

Ｗ８ その他防護工   
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(7)補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 事例 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性

低下や疲労による損傷 

崩落、はらみ出し、陥没、肌落ち、小段等の堆

積土、湧水、植生の枯損、浮石・転石、樹木 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
新技術にともなうこと 

Ｃ
構造、材料の欠陥等に

よる損傷 
ボルト折損、破損、亀裂 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
部材欠損 

Ｅ
車両事故、火災等の人

為的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 騒音、振動、美観対策 

Ｇ 予防的対策 ― 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その他

の異常な自然現象により生ずる被害） 

(8)備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 

6.5 トンネル補修テーブル 

○ 一般事項 

トンネルの施工ブロック（坑門と覆工も区別）ごとにデータを記入する。記

入に際してはデータテーブル（様式 6-5_トンネル補修）を用いて次の要領で

記入する。 

(1) トンネル区間管理番号 

共通事項の要領に従い、トンネル区間管理番号を記入する。 

(2) トンネル区間補助番号 

資産テーブルの要領に従い、区間番号を記入する。 
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(3) 補修年度 

トンネル補修のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(4) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｒ  補修工事(オープン工事) 

Ｄ  補修工事(保全管理工事) 

Ｅ  震災補修工事 

Ｓ  フレッシュアップ工事 

 (5) 補修内容 

補修内容をコードで記入する。補修内容が複数ある場合はすべて記入 

する。 

トンネル補修内容 

Ａ 裏込め注入 Ｋ 斜面安定 

Ｂ はつい防護ネット Ｌ 地山注入（地山補強） 

Ｃ 吹付 Ｍ グラウンドアンカー工 

Ｄ ロックボルト補強 Ｎ インバート打設 

Ｅ 漏水防止(導水) Ｏ 部分改築 

Ｆ 漏水防止(防水板) Ｐ 化粧板新設 

Ｇ 漏水防止(防水シート) Ｑ 化粧板取替 

Ｈ 漏水防水(地下水位低下) Ｒ 外面塗装 

Ｉ 内巻きコンクリート打設 Ｓ 監視通路部材補修 

Ｊ 断熱（断熱材設置） Ｔ その他本体補修 

  Ｕ その他付属物補修 



2019.07.01 

163

(6) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 事例 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低

下や疲労による損傷 

ひびわれ、はく離・浮き、鉄筋腐食、外在的

塩害、中性化、補修部劣化 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
耐震補強、活荷重対応の補強 

Ｃ
構造、材料の欠陥等によ

る損傷 

ボルト折損、破損、亀裂 

アルカリ骨材反応、内在的塩害、過度な中性

化 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 

部材欠損、未溶接 

初期ひびわれ、空洞、豆板 

Ｅ
車両事故、火災等の人為

的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 騒音、振動、美観対策（化粧板等） 

Ｇ 予防的対策 
コンクリート塗装、付属物落下防止措置（ボ

ルト取替、ワイヤー設置） 

Ｈ
自然災害（設計上での想

定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害（設計上での想

定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その

他の異常な自然現象により生ずる被害） 

(7) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 
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6.6 カルバート補修テーブル 

○ 一般事項 

カルバートの継目トンネルの施工ブロック（坑門と覆工も区別）ごとにデー

タを記入する。記入に際してはデータテーブル（様式 6-6_カルバート補修）

を用いて次の要領で記入する。 

(1) トンネル区間・土工区間管理番号 

共通事項の要領に従い、トンネル区間管理番号を記入する。 

(2) 補助番号 

資産テーブルの要領に従い、補助番号を記入する。 

(3) 設置キロポスト 

カルバート設置地点のＫＰを記入する。 

(4) 補修年度 

補修のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(5) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｒ 補修工事 

Ｄ 保全管理工事 

Ｅ 震災補修工事 

Ｓ 通行止め工事 

(6) 補修内容 

補修内容をコードで記入する。補修内容が複数ある場合はすべて記入 

する。 

工事区分 

Ａ 表面保護（塗装） 

Ｂ 表面保護（含浸） 

Ｃ 表面保護（ガラスクロス） 

Ｄ 断面修復 

Ｅ 継手保護鋼板（止水処理有） 

Ｆ 継手漏水補修（樋） 

Ｇ 継手漏水補修（止水シート） 

Ｈ 構造物撤去 

Ｉ 構造物増設 

Ｓ その他 
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(7) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 事例 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性低

下や疲労による損傷 

ひびわれ、はく離・浮き、鉄筋腐食、外在的

塩害、中性化、補修部劣化 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
耐震補強、活荷重対応の補強 

Ｃ
構造、材料の欠陥等によ

る損傷 

ボルト折損、破損、亀裂 

アルカリ骨材反応、内在的塩害、過度な中性

化 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 

部材欠損、未溶接 

初期ひびわれ、空洞、豆板 

Ｅ
車両事故、火災等の人為

的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 騒音、振動、美観対策（化粧板等） 

Ｇ 予防的対策 
コンクリート塗装、付属物落下防止措置（ボ

ルト取替、ワイヤー設置） 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その

他の異常な自然現象により生ずる被害） 

(8) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する 
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6.7 高欄・防護柵補修テーブル 

○ 一般事項 

上部工１径間又は土工１区間の補修箇所ごとに対してデータを記入する。記

入に際してはデータテーブル（様式 6-7_高欄・防護柵補修）を用いて次の要

領で記入する。 

(1) 上部工／土工区間管理番号 

共通事項の要領に従い、上部工又は土工区間の管理番号を記入する。 

ただし、北神戸線のように橋梁部と土工部が混在する路線については、

管理番号の他にキロポストも併せて記入する。 

(2) 補修年度 

高欄・防護柵補修のしゅん工年度を西暦で記入する。 

(3) 補修位置／位置区分 

該当する位置をコードで記入する。 

位置区分 

Ｃ  中央分離帯部 

Ｉ  高欄部（内面） 

Ｏ  高欄部（外面） 

Ｂ  鋼製高欄内面 

(4) 補修位置／左右区分 

左側、右側区分についてコードで記入する。 

左側、右側は管理番号の起点側から見た方向を示す。ランプ・渡り線に

ついても同様とする。ただし、位置区分が中央分離帯部の場合は記入しな

い。 

左右区分 

Ｌ  左側 

Ｒ  右側  

(5) 工事区分 

工事の区分をコードで記入する。 

工事区分 

Ｒ  補修工事(オープン工事) 

Ｄ  補修工事(保全管理工事) 

Ｅ  震災補修工事 

Ｓ  フレッシュアップ工事 
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(6) 補修内容 

該当する補修内容をコードで記入する。 

補修内容 

ＨＡ  コンクリート塗装（補強あり）    

ＨＢ  コンクリート塗装（補強なし）   

ＨＤ  断面修復             

ＨＥ  メタル塗装             

ＨＫ  鋼板補強          

ＨＴ  トラマーク             

ＨＮ  高欄改良（鋼製型枠） 

ＨＭ  内面補修（鋼製高欄） 

Ｈ８  その他高欄補修           

ＷＰ  水切補修（プラスチック面木）    

ＷＡ  水切補修（アングル）        

ＷＳ  水切補修（面木＋アングル）     

Ｗ８  水切補修（その他）         

ＺＲ  地覆改良（三角ブロック）      

Ｚ８  地覆改良（その他）         

ＰＫ  中央分離帯改良（プレキャストブロック）

ＲＣ  中央分離帯改良（ＲＣ壁式）

Ｇ  ガードレール塗装

ＧＡ  ガードレール（支柱溶接タイプ）   

ＧＢ  ガードレール（アンカータイプ） 

ＧＤ  ガードレール（支柱コンクリート埋込式）

ＧＥ  ガードレール（支柱土中埋込式） 

ＧＲ  ガードレール取替（その他） 

Ｇ８  ガードレール補修（その他）   

88  その他 
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(7) 補修理由 

補修工事の理由をコードで記入する。 

補修理由 
事例 

鋼部材 コンクリート部材 

Ａ
材料の耐久性、耐荷性

低下や疲労による損傷 

塗膜劣化、腐食、摩

耗、疲労亀裂、破損、

付属物の漏水 

ひびわれ、はく離・浮き、

鉄筋腐食、外在的塩害、中

性化、補修部劣化 

Ｂ
設計基準の改訂による

改良 
耐震補強、活荷重対応の補強 

Ｃ
構造、材料の欠陥等に

よる損傷 

ボルト折損、破損、

亀裂 

アルカリ骨材反応、内在的

塩害、過度な中性化 

Ｄ
施工時の不良と考えら

れる損傷 
部材欠損、未溶接 初期ひびわれ、空洞、豆板

Ｅ
車両事故、火災等の人

為的原因による損傷 
変形、破損 

Ｆ 環境対策 騒音、振動、美観対策（遮音壁、裏面化粧板等）

Ｇ 予防的対策 
コンクリート塗装、付属物落下防止措置（ボル

ト取替、ワイヤー設置） 

Ｈ
自然災害 

（設計上での想定内） 変形、破損、崩壊、沈下 

備考欄に災害名を記入する 
Ｉ

自然災害 

（設計上での想定外） 

８ その他 備考欄に理由を記入する 

※自然災害（暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火その他

の異常な自然現象により生ずる被害） 

(8) 備考 

特記事項等について、テキスト全角 50 文字以内で記入する。 





データテーブル様式
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１　資産・補修共通データテーブル
　１－１　工事・設計・図面テーブル

DT様式-1

日

開　　始

管理番号

路
線
名

終了（竣工）

キロポスト

工 期

管　理　番　号

車
線
区
分

管理番号 枝番

工 事 登 録 番 号

車
線
区
分

名称

工
事
種
別

分類
番号

施 工 時 番 号

設計年度

施　　工　　業　　者　　名

西暦年 月 日 西暦年 月

キロポスト
(km)

管　理　番　号　（　始　点　） 管 理 番 号 （ 終 点 ）

管理
番号
名称

管理
番号
記号

1

2

名称
キロポスト

(km)

路線
路線 ランプ・渡り線

管
理
区
分

ランプ・
渡り線名

車
線
区
分

連　番年

度
管理番号 枝番

キロポスト

車
線
内
区
分

4

3

4

5

3

4

1

2

5

1

2

3

5

備 考（１） （２） （３） （４） （５）

西暦年度 基準

設計計算書マイクロ番号

設 計 基 準

4

5

西暦年度

1

2

基準 基準

3

西暦年度 基準

工 事 名

設　　計　　業　　者　　名

竣工図マイクロ番号

西暦年度 基準 西暦年度

項
目
名

行
番
号

項
目

行
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道路構造テーブル

勾　配
（％）

下り線等 上り線等

横断勾配

勾
配
区
分

勾　配
（％）

勾
配
区
分

9

10

11

12

5

6

7

8

2

3

4

橋面積
（区間面積）

（ｍ2）

設計
速度

(km/h)

12

橋長
（区間長）
（ｍ）

幅員
（起点側）
（ｍ）

1

市区町村

備　　　考
府県 市区町

村名

設計
荷重

8

9

10

11

4

5

6

7

1

2

3

管理
番号
名称

車
線
区
分

路
線
名

管
理
区
分

上部工／トンネル・土工区間管理番号

管理番号
ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

枝番

管理
番号
記号

キロポスト
（km）

下り線

車
線
数

名称

平面線形

上り線一
方
向
／
二
方
向

DT様式-2
縦断勾配

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号

曲　線　半　径
（ｍ）

勾
配
区
分

車
線
数

そ
の
他
車
線

勾配
（％）

そ
の
他
車
線

車
線
区
分

線
形
区
分

供用
年度

（西暦）

車線構成

キロポスト

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号
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２－２　上部工テーブル
　上部工テーブル　－Ⅰ

主　桁　間　隔

最大床版
支間
(m)

最大
張出長
(m)

最大
(m)

最少
(m)

桁
端
切
欠

桁
端
足
継

直
線
・
曲
線
主
桁

バ
チ
・
斜
形
状

桁高 桁 間 隔

断
面
変
化

変
断
面
橋

主桁高さ
(m)

9

10

11

12

5

6

7

8

2

3

4

備 考
床版厚
(mm)

コンクリート床版 主　桁　部　材 二　次　部　材
検
査
路

裏
面
板
等

検査路等 上部工立地条件

上空

1

ケ
｜
ブ
ル
ラ
ッ
ク

併
用
路

そ
の
他

路下

震
災
再
構
築
・
損
傷
度

鋼　　桁　　継　　手

パネル
数

パネル面積(m2) 継手材種
ボルト本数

(本)
継手材種

ボルト本数
(本)

総鋼質量
(t)

12

床 版

総コンクリート
量

(m3)

8

9

10

11

4

5

6

7

2

3

管理番号

1

上　部　工　／　管　理　番　号

枝番 名称
キロポスト
（km）

路
線
名

管
理
区
分

管理
番号
記号

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

車
線
区
分

DT様式-3-1

主
桁
数

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト

連続
径間
数

管理
番号
名称

車
線
区
分

桁
区
分
／
材
種

床
版
種
別
等

竣工年度
(西暦)

上部工構造形式

桁
種
別

連続構造

着目
径間

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号
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上部工（鋼桁）テーブル－Ⅱ
工 事 登 録 番 号 DT様式-3-2

上　部　工　管　理　番　号
竣工年月

主　　桁
フランジ

巾
(m)

桁高比

(1/ Ｘ )

使

用

鋼

種

分配

横桁

本数

横桁

・対

傾構

本数

路

線

名

ラ ン プ

渡り線名

管理番号 キロポスト

(km) 年

主
桁
断
面
変
化
数

主　　桁
最大板厚

板

厚

鋼

種

(㎜)

月 Ｒ／Ｌ 斜

角

単　位
鋼質量

kg/m2

平面線形

縦

桁

本

数

全死荷重

(t)

活荷重によるたわみ

δ

(㎝)

δ／Ｌ

(1/Ｘ )

横　　桁
(対傾構)
間　　隔

(m)

構
造
解
析
理
論

計

算

方

法

格
子
剛
度

Ｚ

水

平

震

度

水
平
力
決
定
荷
重
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終　　点　　側

高

(m)

DT様式-3-3

支　 　承 桁間連結装置

架　　設　　工　　法

ブロック最大寸法

ブロック
最大質量

(t)

巾

(m)

月

(％) (％)

移動量

(㎜)

支承形式

保全上の留意事項 備　 　考
材

質

鋼重

(kg)

起　　点　　側

長

(m)
沓　座 取付方法沓　座 取付方法最小縁

端距離
(㎝)

設置
方向

支承形式 移動量

(㎜)

特殊・他の当該事項

および特記の記入欄

(地盤からの路面高)

(m)

工場塗装
(塗装年月)

用途地域 著名物件等名

右側 左側

最小縁
端距離
(㎝)

設置
方向

設

置

区

分

落
下
・
水
平
区
分

本体鋼材別数量

鋼重

(kg)

比

率

右側左側

種

別

比

率

材

質

塗装年月

年
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上部工（ＰＣ桁）テーブル－Ⅱ DT様式-3-4

横組

工 事 登 録 番 号

上 部 工 管 理 番 号
竣 工 年 月

主　　　　桁

床版ＰＣ
ケーブル
１本当り
の緊張力

(t)
δca

kg/cm2
δck

kg/cm2
種
別

ＰＣケーブル

主　　　　　　　　桁 横      組  （ 床   版 ）

コンクリート ＰＣケーブル

１本当り
ケーブル
本　　数

平 面 線 形

路

線

名

ラ ン プ
渡り線名

管理番号 キロポスト
(km)

桁高比
(1/Ｘ)

上フラ
ンジ幅
(m)

下フラ
ンジ幅
(m)

ケーブ
ル本数

主桁 Ｒ／Ｌ 斜
角

年 月

横
桁
本
数

Ｐ Ｃ 鋼 材 定 着 具 種 別

単位コン
クリート

量
(m3/m2)

横組 主桁

１本当り
ケーブル
延　　長

(m)

δsu
kg/mm2

δsy
kg/mm2

δca
kg/cm2

ケーブル
１本当り
の緊張力

(t)

コンクリート

δ
(cm)

δ/Ｌ
(1／Ｘ)

δck
kg/cm2

種
別

δsu
kg/mm2

δsy
kg/mm2

構
造
解
析
理
論

計
算
方
法

活荷重による
たわみ

床　版
Ｐ　Ｃ

ケーブル
ピッチ
(cm)
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DT様式-3-5

水
平
零
度

水
平
力
決
定
荷
重

全死荷重
(tf)

ブロック最大寸法

ブロック
最大重量

(tf)

仮　設　工　法

起　　点　　側 終　　点　　側

設
置
区
分

落
下
・
水
平
区
分

最小縁
短距離
(cm)

設置
方向

支承形式 移動量
(mm)

支　　　　　　　　　　　　　　　　承

沓座 取付方法 最小縁
短距離
(cm)

設置
方向

支承形式 移動量
(mm)

橋面m2
当り
m3/m2

kg kg/m2 φ

桁 間 連 結 装 置

沓座 取付方法

延長
(m)

均しコン
クリート

量
(m3)

巾
(m)

高
(m)

長
(m)

コンクリート量 ＰＣ鋼材料 シース 鉄筋質量

コンク
リート

量
(m3)

Ｐ　Ｃ
鋼材料
(kg)

ブロック
接合材料

主　　　　　　　　　桁 横　　　　　　　　組

シース 鉄筋質量

m2 種別 (kg)延長
(m)

種別 (kg) φ
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DT様式-3-6

備　 　考
左　側 右　側 左　側 右　側

用　途　地　域 著　名　物　件　等　名

特　殊　・　他　の　当　該　事　項

お　よ　び　特　記　の　記　入　欄

（　地　盤　よ　り　の　路　面　高　）

(m)

保　全　上　の　留　意　事　項
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上部工（ＰＣ桁）テーブル－Ⅱ
工 事 登 録 番 号 DT様式-3-7

上　部　工　管　理　番　号
竣工年月

主　桁

腹板厚

(㎝)

床　　版　　コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 床　　版　　鉄　　筋
桁

端

部

補

強

路

線

名

ラ ン プ

渡り線名

管理番号 キロポスト

(㎞)

強　　度

kg/㎝2

セメント
量

kg/ｍ3

配力鉄筋

年 月
径 間　隔

(㎝)

径 間　隔

（㎝）

水

kg/m3

スランプ

(㎝)

材

質

主鉄筋

種　類 混和剤

鉄　　筋 コンクリート

打設方法
δ ca

kg/㎝2

δ ck

kg/㎝2

φ

max

年 月
生 コ ン 工 場

打設年月 コンクリート

活荷重による
たわみ

打設温度
ピッチ δ

(㎝)

δ／Ｌ

(1/Ｘ)

δ sa

kg/㎝2

δ ca

kg/㎝2

δ ck

kg/㎝2

δ sa

kg/㎝2

構
造
解
析
理
論

計

算

方

法

床　　版　　施　　工

単位コン
クリート

量

(m3/m2)

主　　桁 床　　版

鉄　　筋
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DT様式-3-8

水

平

零

度

水
平
力
決
定
荷
重

全死荷重

（tf）

支　　　　　　　　　承 桁間連結装置

架設工法

主　　　桁

鉄　筋　量

最小縁
端距離
(㎝)

設置
方向

支承形式 移動量

(㎜)

沓　座 取付方法 最小縁
端距離
(㎝)

設置
方向

支承形式

起　　点　　側 終　　点　　側
設

置

区

分

落
下
・
水
平
区
分

コンクリート量

移動量

(㎜)

kg kg/m3

横　　　組

均しコン
クリート

量

（ｍ3)

用途地域 著名物件等名

特殊・他の当該事項

および特記の記入欄

(地盤よりの路面高)

(m)

保全上の留意事項 備　　　　考

コンクリート量

沓　座 取付方法 m3 m3/m2

右側

m3 m3/㎡

左側

kg kg/m3

鉄　筋　量

左側 右側
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上部工（ＰＣ床版）テーブル－Ⅱ

床　　版　　鉄　　筋

工 事 登 録 番 号 DT様式-3-9

上　部　工　管　理　番　号
竣工年月

最大ハンチ 床　　版　　コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト

路

線

名

ラ ン プ

渡り線名

管理番号 キロポスト

(km)

ハ
ン
チ
筋
有
・
無

高さ

㎝

混
和
剤

有
・
無

主　鉄　筋 配力鉄筋

年 月
鉄筋径 間　隔

(㎝)

鉄筋径 間　隔

(㎝)

セメント

種　　類

材

質

δ sk

kg/㎝2

セメント
量

kg/m3

水量

kg/m3

スラ
ンプ

㎝

δ sa

kg/㎝2

δ ca

kg/㎝2

打設温度

(℃)

コンク
リート
強　度

kg/㎝2

高欄鉄筋
桁
端
部
補
強

有
・
無

斜
方
向
鉄
筋

有
・
無

施　　　　　　　工

年 月

鉄筋径 間　隔

(㎝)
生 　コ　 ン　 工　 場

打設年月

打設方法
コンクリート

量

(m3)

鉄筋量

(t)

コンクリート
量

(m3)

鉄筋量

(t)

高欄 床版数量 総括数量

参－12



DT様式-3-10

床　版

コンク

リート

の骨材

備　　　　　考
連続版の

主鉄筋を

曲 げ る

位　　置

Ｍ１＋ｉ Ｍ１＋ｉ

(㎝)

主鉄筋 配力鉄筋

最
小
か
ぶ
り

参－13



2-3　下部工テーブル
下部工テーブル－Ⅰ

DT様式-4-1
下　部　工　管　理　番　号

下部工
竣工年度
(西暦)

下 部 工 構 造 形 式

他
施
設
区
分

柱　・　は　り　本　数

橋脚高
(m)

柱

耐震
工法

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

柱
総
数

はり
(橋軸直角方向)

柱
材
種

橋脚
橋台
形状

階
数

柱数
立体構造

連続
橋脚
数

着目
橋脚

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト
材
種

管理番号 枝番 名称
キロポスト
（km）

車
線
区
分

直径・
橋直幅
(m)

橋軸
方向幅
(m)総数 受

はり
中間
はり

受
はり

中間
はり

柱
断
面
形
状

柱断面寸法
立体はり

(橋軸方向)

7

は　り

美
装
化

総コンクリート
量

(m3)
最　大
はり高
(m)

はり幅
(m)

はり長
(m)

1

2

3

4

5

6

土被り
(m)

は
り
材
種

は
り
面
段
差

は り 寸 法
基
礎
数

基　　礎
竣工年度
(西暦)

基礎構造

直径・
橋軸直
角方向
基礎幅
(m)

橋軸
方向

基礎幅
(m)

基礎
高さ
(m)

鋼製橋脚継手
連絡通路

下部工
立地
条件

設
置
種
別

柱
部

桁
部

梯子等
設置種別

3

4

5

6

総鋼質量
(t) 杭

材
種

平
面
形
状

基　礎　寸　法

1

2

他構造
連
続
構
造
等

基礎
区分

基礎
工法

基
礎
形
態

基
礎
兼
用

地盤
改良
工法

震
災
再
構
築
損
傷
度

備　　　考

総鋼質量
(t)

杭長
(m)

杭　寸　法

継手材種
ボルト本数

(本)

6

7

1

2

3

4

杭本数

7

基礎
材種

総コンクリート
量

(m3)

5

杭

杭径(mm)

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

行
番
号

項
目
名

参－14



下部工テーブル－Ⅱ
DT様式-4-2工 事 登 録 番 号

下　部　工　管　理　番　号
竣工年月

は　　り

月

鉄　　筋

段
数

本
数

引張力
t／本

種
類
・
種
別

δｃｋ
kg/㎝2

最大板厚
(mm)

橋脚固有周期 支
持
地
盤
（

Ｎ
値
）

路

線

名

ラ ン プ
渡り線名

管理番号 キロポスト
(km)

Ｐ
Ｃ
工
法

定
着
法

根
入
長

年

下部形状

水
平
震
度

計
算
方
法

上部工反力

死荷重
(t)

活荷重
(t)

ＴⅠ ＴⅡ Ｋｖ

は　　　　　　り

支承最小
縁端距離
(ｃｍ)

地 震 時
橋軸方向
水平変位

(mm)

柱 フーチング

基　礎
（杭）
の　許
容　変
位　量
(mm）

杭

柱コンクリー
ト量
(ｍ3)

(鋼材量)
(t)

材
質
区
分

種
類
・
種
別

δｃｋ
kg/ｃｍ2

・
最大板
（mm）

ケーブル

材
質
区
分

鉛直支持力
t/本

Ｋ値
地下埋設物

・
近接構造物

はりコンク
リート量
(ｍ3)

(鋼材量)
(t)

種
別

径
種
類

δｃｋ
kg/ｃｍ2

参－15



DT様式-4-3

備　 　考仮　　設　　工　　法 特　殊　、　他　の　当　該　事　項

お　よ　び　特　記　の　記　入　欄

水　準　点　高　（ｍ）

保　全　上　の　留　意　事　項

参－16



道路土工テーブル

29

30

25

26

27

28

21

22

23

24

17

18

19

20

9

15

16

5

6

7

8

10

11

12

13

14

3

4

下
り
線
側

土　工　区　間　管　理　番　号

竣工年度
（西暦）管理

番号
記号

管　　理　　番　　号

管理番号

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

土　工　構　成　等 土 の 種 別

切盛
厚さ

1

2

長 さ
(m)

上
り
線
側

(1) (2) (3)
キロポスト
（km）

車
線
区
分

路線
ランプ・
渡り線

枝番

DT様式-5

備　　　考

(4)

車
線
区
分

切盛
区分

土・岩の分類
種別

キロポスト 道路中心

路面幅
(m)

管理
区分

断
面
形
状

土被り

カ　ル　バ　ー　ト

切
盛
区
分

名称

項
目
名

行
番
号

参－17



のり面テーブル

10

位  置

キロポスト の
り
面
補
助
番
号

管理番号 枝番 名称

車
線
区
分

位
置
区
分

左
右
区
分

段
番
号

DT様式-6

ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号

の    り    面    番    号

1

2

3

4

5

6

11

7

8

9

切
盛
区
分

のり面保護工 のり面寸法
のり面点検
昇降施設

有
無

延長
(m)

小
段
幅
(m)

種別
の
り
面
補
強

勾配

竣工年度
（西暦）

路線

キロポスト
（km）

車
線
内
区
分

面積
(m2)

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
区
分

管理
番号
記号

上
下
区
分 高さ

(m)
延長
(m)

(1) (2)

管理
番号
名称

備　　　考
形

態

崩壊年月

西暦年 月

12

崩　　　　壊

12

2

3

4

8

9

10

11

1

5

6

7

対　策　工

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－18



擁壁テーブル
DT様式-7

擁      壁      番      号 位　　置

竣工年度
（西暦）

擁壁構造 擁壁寸法

ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 鉄筋規格

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト
擁
壁
補
助
番
号

名称

底版幅
（m）

基礎
位
置
区
分

左
右
区
分

段
番
号

擁
壁
種
別

高　さ
（m）

延　長
（m）

基
礎
区
分

杭
区
分キロポスト

（km）

車
線
区
分

上
下
区
分管理番号 枝番

車
線
区
分

管理
番号
記号

4

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

3

管理
番号
名称

9

11

12

車
線
内
区
分

6

7

8

1

2

5

6

5

10

備　　　　　考

1

2

3

4

11

12

7

8

9

10

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号
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トンネルテーブル

12

5

6

7

右　側
（終点側）

杭　門　工

目
地
タ
イ
プ

左　側
（起点側）

1

補強工法 防水工

竣工年度
（西暦）

中
間
部

10

11

12

車
線
区
分

キロポスト
（km）

6

7

8

9

2

3

4

5

形状
区分 TC.L

高さ
（m）

SL
幅

（m）

有効
高さ
(m)

断面形状

山岳トンネル

ト
ン
ネ
ル
／
カ
ル
バ
｜
ト

施
工
方
法

化　粧　板
監　視　員
通　路

避　難
トンネル

備　　　　　　考

換
気
方
式 延長

（m）

11

高
さ
(m)

換
気
塔

換気量
（m3／S）

有
無延長

(m)

換　気　設　備

8

9

10

非
常
駐
車
帯

右
側
／
終
点
側

底
盤

通路幅
(m)

側
壁

上
床

左
側
／
起
点
側

形
式

形
式

延長
(m)

1

2

3

4

ト　　ン　　ネ　　ル　　形　　状　　・　　寸　　法

通
路
位
置

天
井
板
種
別

左側 右側

種
別

高
さ
(m)

種
別

トンネル名トンネ
ル名
/

管理番
号名称

トンネル番号

路
線
名

上
下
区
分

キロポスト

ト ン ネ ル 番 号

名称

下　り　線 上　り　線

開削トンネル・カルバート

延　　長
（m）

DT様式-8-1

有効高
(m)

有効幅
(m)

本　線 ランプ・渡り線

有効高
(m)

有効幅
(m)

本　線

有効高
(m)

有効幅
(m)

ランプ・渡り線

土被り
（m）

有効高
(m)

有効幅
(m)

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－20



トンネル名： 観察年月日： 月 日

測点Sta.. ＋ 坑口からの距離： 支保パターン：

土被り高さ： 岩石名・地質時代： 岩石グループ（1～5）： 岩石名コード：

切羽10m区間での湧水量と水による劣化状態による評価（劣化は現在および将来における可能性について判定する）

流出

G.劣化

評価区分 1 2 3 4

評価区分 1 2 3 4

水による劣化 なし 緩みを生ず 軟弱化

F.湧水量
全面湧水100L／分以上

1：傾斜0～20° 2：傾斜20～45° 3：傾斜45～90°

状態 なし，滴水1L／分以下 滴水程度1～20L／分 集中湧水20～100L／分

傾斜45～90° 傾斜20～45° 傾斜0～20° 傾斜20～45° 傾斜45～90°

1：差し目 2：差し目 3：差し目流れ目 4：流れ目 5：流れ目

E.走向
傾斜

走向がトン
ネル軸と直

角

トンネル軸
と平行

一部に鏡肌 よく磨かれた鏡肌

3 4 5

なし
薄い粘土を挟む
（5mm以下）

厚い粘土を挟む
（5mm以上）

20以下

評価区分 1

D.割目
状態

割目の開口度
割目は密着して
いる

割目の一部が開
口している（幅
＜1mm）

割目が平滑

評価区分 1 2

割目の多くが開
口している（幅
＜1mm）

割目が開口して
いる（幅1～
5mm）

割目が開口し5mm
以上の幅がある

割目の挟在物 なし なし

割目の粗度
鏡肌

粗い

C.割目
間隔

割れ目の間隔 d≧1m 1m＞d≧50cm

2

熱水変質な
どの目安

実質は見られない
変質により割れ目に
粘
土を挟む

変質により岩芯まで
強
度低下

50cm＞d≧20cm 20cm＞d≧5cm 5cm＞d

3 4 5

ＲＱＤ 80以上 80～50 60～30 40～10

力を込めれ
ば，小さな岩
片を指先で潰
すことができ
る。

2～1

4

B.風化
変質

風化の目安 概ね新鮮 割れ目沿いの風化変質

著しい変質により全
体
が土砂状，粘土状

評価区分 1 2 3

岩芯まで風化変質 土砂状風化,未固結砂

100以上

評価区分

1～0.4 0.4以下

5 6

ﾎﾟｲﾝﾄﾛｰﾄﾞ 4以上 4～2

ハンマーの
打撃による
強度の目
安。

岩片を地面に
置きハンマー
で強打しても
割れにくい。

岩片を地面に
置きハンマー
で強打すれば
割れる。

岩片を手に持
ってハンマー
でたたいて割
ることができ
る。

岩片どおしを
たたき合わせ
て割ることが
できる。

両手で岩片を
部分的にでも
割ることがで
きる。

1 2 3 4

特殊条件・状態等

崩壊の有無，状況

100～50 50～25 25～10 10～3

インバート早期閉合の有無

3以下 左肩 中央 右肩

観　察　項　目 評　価　区　分 評価区分記入

A.圧縮
強度

（N/mm2）

一軸圧縮強度

補助工法（鏡吹き，ボルトを含む）の諸元 増し支保工の諸元 Ａ，Ｂ計測（最も近い断面であればＡ，Ｂを記入）

m

m

切羽観察データシート DT様式-8-2

切羽観察データシート

平成 年

断面番号：NO.

参－21



DT様式-8-3

直角 平行 火薬量 鋼ｱｰﾁ 吹付けｺﾝ ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ

yy/mm/dd ｺｰﾄﾞ
等級
名

ｺｰﾄﾞ
等級
名

ｺｰﾄﾞ
ﾊﾟﾀｰﾝ
名

ｺｰﾄﾞ
ﾊﾟﾀｰﾝ
名

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｆ Ｇ m - N/mm
2 km/sec STA. kg/m

3 ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ

①　岩石名コード、岩石グループは別表参照
②　観察対象切羽内に良好な地山と劣悪な地山が混在する場合は、以下の見方で切羽評価を行う。

　　　・劣悪な地山が切羽の30%以上を占める場合は、劣悪な地山の状況により評価する。
　　　・劣悪な地山が切羽の10%～30%を占める場合は、両者の中間ランクで評価する。
　　　・劣悪な地山が切羽の10%以下の場合は、その他の良好な地山の状況により評価する。
③　A～Gの観察項目で複数の区分値が該当する場合は、以下のように対処する。

　　　・評価区分値の大きい方（不良側の地山）を採用する場合は、 （75%灰色）で網かけしたセル内に区分値を記入する。
　　　・平均的な評価区分値を採用する場合は、 （50%灰色）で網かけしたセル内に区分値を記入する。
　　　・評価区分値の小さい方（良好側の地山）を採用する場合は、 （12.5%灰色）で網かけしたセル内に区分値を記入する。
④　評価区分値の総合点は、岩石グループＮｏ．と別表の評価区分点数表を対比させて決定する。

⑤　地山強度比は、土被りとシュミットハンマー換算強度を参考に算出する。なお、単位容積質量は、試験値がある場合はそれを使用し、ない場合は20.0kN/m
3
を用いて計算する。

⑥　切羽の崩壊の欄には、コードNo.とは別にその規模等を記述する。
⑦　変状の欄には、コードNo.がその他の場合、内容を具体的に記述する。
⑧　補助工法の欄には、コードNo.がその他の場合、内容を具体的に記述する。

地山評価関連データ記入シート

岩石
名

コー
ド

岩　石
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

圧縮
強度

風化
変質

割れ目
間隔

割れ目
状態

地山等級 支保パターン 走向・傾斜
トンネル軸と 湧水量

掘削方法
掘削工
法

ｺｰﾄﾞ

総合
点

ｺｰﾄﾞ

切羽の崩壊 変　　　　状 補助工法

その他ｺｰﾄﾞ 規模 その他ｺｰﾄﾞ
Ｅ

岩石名 設計 実施  設計 実施
劣化 ｼｭﾐｯﾄﾊﾝﾏｰ

換算強度
簡易

弾性波速度
地山

強度比

土被
り

簡易試験

ｼｭﾐｯﾄﾊﾝﾏｰ
反発度

「注意事項」

トンネル名
距離程
ＳＴＡ.

切羽到達
日時 測定位置
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T K1 K2 C1 C2 C3 T K1 K2 C1 C2 C3 T K1 K2 C1 C2 C3 T K1 K2 C1 C2 C3 T K1 K2 C1 C2 C3 T K1 K2 C1 C2 C3 C4

ｺｰﾄﾞ
ﾊﾟﾀｰﾝ
名

yy/mm/dd hour m yy/mm/dd yy/mm/dd yy/mm/dd mm/day mm/day mm/day mm/day mm/day mm/day mm mm mm mm mm mm mm mm mm mm mm mm mm mm mm mm mm mm m day mm mm mm mm mm mm m day mm mm mm mm mm mm mm

例）

唐櫃トンネル No.235+96.0 5 DⅠ 96/07/08 5.0 0.5 96/07/08 96/08/03 96/10/15 0.0 - - 2.0 2.0 0.0 0.0 - - 2.0 2.0 0.0 3.0 - - 2.0 2.5 0.0 4.0 - - 2.0 3.0 2.0 39.0 12.0 5.0 - - 4.5 3.5 2.0 157.0 83.0 7.4 - - 21.5 10.7 5.6 7.5

「注意事項」

①　天端沈下は、T、脚部沈下はK1とK2で表す。なお、脚部沈下は起点から終点をみてK1が左脚部、K2が右脚部を表す。

②　内空変位の測線は、起点から終点をみてC1が上半水平内空変位、C2が左斜測線、C3が右斜測線、C4が下半水平内空変位を表す。

③　＋：沈下、縮小［－の場合はセル内を網かけ（50%灰色）する。］

④　初期変位量の枠中に示すDは、トンネル掘削径を表す。

⑤　測定開始の遅れは、上半到達から初期値測定までの経過時間を表す。

⑥　切羽との距離は、初期値測定時における上半切羽と測定点との距離を表す。

⑦　初期変位速度は、初期値測定から１日後の変位量を表す。

⑧　初期変位・上半収束時・最終時の変位量は、基本的に切羽到達同日の値を示す。なお、同日に変位計測が行われない場合は、翌日の計測値を記す。

⑨　0.5D切羽進行後に計測を開始した場合は、変位量を無記入とし、 セル内を網かけ（75%灰色）する。

⑩　上半2D進行前に下半が到達した場合は､2D時の変位量を無記入とし､ セル内を網かけ（50%灰色）する。

⑪　上半収束前に下半が到達する等収束判定が困難な場合は、下半到達時の変位量を記入し、 セル内を網かけ（12.5%灰色）する。

上半収束時 最終変位

2.0D進行時 切羽
距離

経過
日数

変位量 切羽
距離

経過
日数

変位量

計測工Ａ測定結果記入シート
DT様式-8-4

トンネル名
距離程
STA.

実施
パターン

1.0D進行時測定開始
日時

測定開始
の遅れ

切羽との
距離

上半
到達日

初期変位速度
初期変位量計測条件 施工条件

下半
到達日

覆工
打設日

0.5D進行時

参－23



トンネル名： 様式-8-5
 距 離 程 ：

単位：ｍｍ

T K1 K2 C1 C2 C3 C4

上半 下半 天端沈下 左脚部沈下右脚部沈下
上半水平
内空変位

左斜測線 右斜測線
下半水平
内空変位

「注意事項」
① 脚部沈下は、起点から終点をみてK1が左脚部、K2が右脚部を表す。
　 また、斜測線は、起点から終点をみてC2が左斜測線、C3が右斜測線を表す。
② ＋：沈下、縮小［－の場合はセル内を網かけ（50%灰色）する。］
③ 測定日時は「2000/6/13 12:00」の形式で入力。
④ 計測工Ｂの経時データも本表と同様の形式とし、D列～J列の測点項目を変更して計測値を入力する。

計測工Ａ経時変化データ記入シート

測定日時
切羽距離 (m)

参－24



（+：伸び、-：縮み） （+：引張、-：圧縮） （+：引張、-：圧縮） （+：引張、-：圧縮） DT様式-8-6

ｺｰﾄﾞ
ﾊﾟﾀｰﾝ
名

yy/mm/dd hour m

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

下半左脚部 下半左脚部

上半左脚部 上半左脚部

天端 天端

上半右脚部 上半右脚部

下半右脚部 下半右脚部

「注意事項」

①　脚部の各測点は、起点から終点をみて左右を決める。

②　測点欄には、代表的なものとして１断面あたり５測点を配置しているが、これと異なる配置の場合はその配置に書き替えて計測値を記入する。

③　測定開始の遅れは、上半到達から初期値測定までの経過時間を表す。

④　切羽との距離は、初期値測定時における上半切羽と測定点との距離を表す。

⑤　0.5D切羽進行後に計測を開始した場合は、計測値を無記入とし、 セル内を網かけ（75%灰色）する。

⑥　上半2D進行前に下半が到達した場合は､2D時の計測値を無記入とし､ セル内を網かけ（50%灰色）する。

⑦　上半収束前に下半が到達する等収束判定が困難な場合は、下半到達時の計測値を記入し、 セル内を網かけ（12.5%灰色）する。

計測工Ｂ測定結果記入シート

トンネル名
距離程
STA.

実施
パターン

計測条件

測点

地中変位（mm） ロックボルト　軸力（KN）

測点
1.0Ｄ時 2.0Ｄ時

上半
収束時

最終値

吹付けコンクリート　応力（N/mm2） 鋼アーチ支保工　軸力（KN） 鋼アーチ支保工　曲げ（KN･m）

測定開始
日時

測定開始
の遅れ

切羽との
距離 0.5Ｄ時 1.0Ｄ時 2.0Ｄ時

上半
収束時

2.0Ｄ時
上半
収束時

最終値1.0Ｄ時 2.0Ｄ時
上半
収束時

最終値 0.5Ｄ時 1.0Ｄ時0.5Ｄ時 1.0Ｄ時 2.0Ｄ時
上半

収束時
最終値 0.5Ｄ時最終値 0.5Ｄ時

参－25



高欄・防護柵テーブル
DT様式-9

高さ
（m）

上 部 工 ／ ト ン ネ ル ・ 土 工 区 間 管 理 番 号 左　側　高　欄　・　防　護　柵 右　側　高　欄　・　防　護　柵

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト

飛
散
防
止

ハ
ン
ド
レ
｜
ル

9

10

地
覆
形
状

設
置
種
別

延　長
（m）

高さ
（m）

付属施設

飛
散
防
止

ハ
ン
ド
レ
｜
ル

水
切
形
状

路
線
名

管
理
区
分

5

6

名称

地
覆
形
状

水
切
形
状

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

管理番号 枝番

竣工年度
（西暦）

竣工年度
（西暦）

設
置
種
別

延　長
（m）

車
線
区
分

付属施設

キロポスト
（km）

12

5

6

7

8

11

備　　　　　　考

9

10

1

竣工年度
（西暦）

中　央　分　離　帯

開
口
部

植
樹
施
設

設
置
種
別

延長(m) 高さ
（m）

8

4

12

11

1

2

3

4

2

3

7

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－26



遮音壁テーブル
DT様式-10

上部工／トンネル・土工区間管理番号 位置

竣工年度
（西暦）

設　　　置 取付等

備　　　考

路線

車
線
内
区
分

左
右
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

管理番号

板
落
下
防
止

支
柱
落
下
防
止

設
置
種
別

板
種
別

吸
音
装
置

延長
(m)

取
付
タ
イ
プ

崇
上
タ
イ
プ

高さ
(m)

支柱
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト

1

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名
枝番

位
置
区
分

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

名称
キロポスト
（km）

車
線
区
分

14

15

16

17

25

18

19

20

21

22

23

24

30

26

27

28

29

項
目
名

行
番
号

参－27



伸縮継手テーブル

備　　　考

路線

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

上
下
区
分

管理番号 枝番 名称 キロポスト
（km）

橋 脚 は り 上 ／ 上 部 工 管 理 番 号 車　線

竣工年度
(西暦)

伸　縮　継　手
床版端部
補　強 地

覆
部
止
水
材

管　　理　　番　　号

右
側

平均
遊間量
(mm)

車
線
区
分

車
線
番
号

縦
伸
縮
継
手
区
分

伸縮継
手型式

種
別

左
側

伸縮
継手
延長
(m)

設計
伸縮量
(mm)

ランプ・
渡り線

型式

キロポスト

6

7

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
区
分

管理
番号
記号

2

車
線
区
分

27

3

4

5

20

21

22

15

16

19

9

10

DT様式-11

30

23

24

25

26

28

29

17

18

11

12

13

14

8

1

項
目
名

行
番
号

参－28



支承テーブル
DT様式-12

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

支　　　　　　承

固
定
／
可
動

型　式 耐
震
性

支承型式
設
置
数

最大
呼びトン
数　　(t)

支承
高さ
（m）

位置

竣工年度
（西暦）

桁
部
補
強

橋
脚
部
補
強

4

7

1

2

3

5

6

管　　理　　番　　号

管理番号 枝番

橋  脚  は  り  上  管  理  番  号

25

30

26

27

28

29

24

20

21

22

備　　　　　　　考

路線
ランプ・
渡り線

キロポスト は
り
上
区
分

型
式

設
置
数

ダンパー

起
点
側
／
終
点
側

車
線
内
区
分

名称 キロポスト
（km）

車
線
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

23

18

19

16

17

15

12

13

8

9

10

11

14

項
目
名

行
番
号

参－29



落橋防止装置テーブル
DT様式-13

橋　脚　は　り　上　管　理　番　号

は
り
上
区
分

竣工年度
（西暦）

落
橋
防
止
装
置
区
分

連 結 装 置 等 は り 幅 拡 幅

備　　　考桁
補
強
材

設
置
箇
所
数

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト 設 置 (1) 設 置 (2)

1

拡幅
延長
(m)

拡幅
寸法
(m)

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

管理番号

種
別

拡
幅
方
向

桁
補
強
材

設
置
箇
所
数

形
式

枝番 名称
キロポスト
（km）

形
式車

線
区
分

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

14

15

16

24

17

18

19

20

21

22

23

29

30

25

26

27

28

項
目
名

行
番
号

参－30



非常口テーブル

両
面
式
／
片
面
式

昇降型式
基
礎
型
式

桁
部

柱
部

路
線
名

枝番

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

2

1

3

管理
番号
記号

管理番号

管　　理　　番　　号

15

4

5

6

備　　　考

名称
キロポスト
（km）

車
線
区
分

下　部　工　管　理　番　号

竣工年度
（西暦）

設置型式

路線
ランプ・
渡り線

キロポスト

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

高
欄
切
欠
き

非
常
駐
車
帯

車
線
区
分

設置
地点

21

22

23

7

8

9

10

11

DT様式-14

29

30

25

26

27

28

12

13

14

16

24

17

18

19

20

項
目
名

行
番
号

参－31



鋼構造物塗装テーブル

塗装内容

塗装面積
（m2）

塗　料　会　社 備　　　　　　考

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号

管理番号 枝番

キロポスト

管理
番号
記号

路
線
名

塗装系塗
装
種
別

名称 キロポスト
（km）

上　部　工 ／ 下　部　工　管　理　番　号

構
造
物
区
分

竣工年度
（西暦）

2

1

車
線
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

19

14

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

DT様式-15

27

28

29

30

23

24

25

26

20

21

22

15

16

17

18

項
目
名

行
番
号

参－32



舗装テーブル
DT様式-16

上部工／トンネル・土工区間管理番号 車　線

舗
装
区
分

舗　　　　　　装

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号

下

層

床
版
防
水
種
別

路盤種別

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

キロポスト
（km）

車
線
区
分

竣工年度
（西暦）

舗
装
種
別

舗
装
材
料

舗装面積
（m2）

上

層

基　層　2

竣工年度
（西暦）

舗
装
種
別

竣工年度
（西暦）

舗
装
材
料

舗
装
種
別

2

1

車
線
番
号

表　層 基　層　1

枝番

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

管理番号

舗
装
材
料

車
線
内
区
分

キロポスト

上
下
区
分

車
線
区
分

名称

3

4

5

6

備　　   　考

7

8

9

10

2

3

4

11

12

1

5

6

7

12

8

9

10

11

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－33



高架部排水施設テーブル

排
水
処
理
方
法

路線
ランプ・
渡り線

寸

法

桝

個

数

管　　理　　番　　号 キロポスト 路線

材

質

管
理
区
分

管理
番号
記号

管理番号 管理番号
ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

材

種

下　部　工　管　理　番　号

排

水

系

番

号

排

水

区

分

桁 部 排 水 上 部 工 管 理 番 号

竣工年度
（西暦）

排水管 集水桝

車
線
区
分

管理
番号
記号

管理
番号
名称

車
線
区
分

延長
(m)

枝番
キロポスト
（km）

路
線
名

ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号

3

車
線
区
分

1

2

枝番 名称

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

12

5

6

7

8

9

10

11

DT様式-17

1

2

3

4

4

5

6

備　　   　考

7

8

9

10

12

11

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－34



土工部排水施設テーブル

路
線
名

管
理
区
分

ランプ・
渡り線

土　工　区　間　管　理　番　号

1

2

3

名称

9

路線

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

キロポスト

排水管・排水溝 集　水　桝

種

別

延長
(m)

桝

個

数

材

質

寸

法

蓋

種

別

DT様式-18
位置等

竣工年度
（西暦）

種

別

管理
番号
名称

材

質

マ

ン

ホ
ー

ル

個

数

排

水

区

分

位

置

区

分

終　点　管　理　番　号

キロポスト

名称

車
線
区
分

キロポスト
（km）

管理番号 枝番

ランプ
・

渡り線名

車
線
区
分

キロポスト
（km）

枝番

管　　理　　番　　号

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理番号

備　　   　考

1

4

5

6

7

8

管　理　番　号

12

7

8

9

10

2

3

4

5

6

11

10

11

12

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－35



のり面部排水施設テーブル

排水管・排水溝 集水桝

備　　　　　　考

路線

材

質

ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト の

り

面

補

助

番

号

上

下

区

分

桝

個

数

種

別

名称 キロポスト
（km）

車
線
区
分

の　　り　　面　　番　　号 位　置　等

竣工年度
（西暦）路

線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

位

置

区

分

左

右

区

分

段

番

号

排

水

区

分

枝番

17

5

延　長
(m）

種

別

材

質

管理
番号
記号

管理番号

13

14

15

16

1

2

3

4

30

25

26

27

28

DT様式-19

21

22

23

29

24

18

19

20

6

7

8

9

10

11

12

項
目
名

行
番
号

参－36



トンネル部排水施設テーブル

トンネル番号 位置等

竣工年度
（西暦）

排水管・排水溝 集　水　桝 その他

備　　　　　　考材

質

延　長
(㎞）

路

線

名

ト　ン
ネル名

(管理
番

号名
称)

上

下

区

分

排

水

区

分

汚

水

処

理

槽

出

入

口

排

水

蓋

種

別

9

桝

個

数

位

置

区

分

種

別

3

1

2

種

別

材

質

4

5

6

18

19

20

7

8

10

11

12

DT様式-20

27

28

29

30

23

24

25

26

13

14

21

22

15

16

17

項
目
名

行
番
号

参－37



流末施設テーブル

8

9

5

6

4

7

4

11

12

2

1

12

11

3

流　　出　　先

路線

5

6

流　出　先　名　称

管

理

者

竣工年度
（西暦）

排水管・排水溝 集 水 桝

遊

水

池

等

種

別
名称

管　　理　　番　　号
ランプ・
渡り線

下　部　工　／　上　部　工　管　理　番　号

枝番

路
線
名

備　　   　考

管理
番号
記号

管理番号

10

管
理
区
分

車
線
区
分

3

管理
番号
名称

車
線
内
区
分

1

2

ランプ
・

渡り線名

DT様式-21

7

8

9

10

桝
個
数

種

別

材

質

キロポスト

種

別

材

質

延長
(m)

種

別

車
線
区
分

キロポスト
（km）

排

水

系

番

号

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－38



標識（高速道路部）テーブル
DT様式-22

標　識　柱　設　置 標　　　識　　　柱

(2)

支

柱

基

礎

基

礎

区

分

設

置

場

所

設

置

場

所

位

置

区

分

支
柱
区
分

(1)

位

置

区

分

支柱
形状

支　柱　寸　法

柱

部

梁

部

キロポスト

キロポスト
(km)

標

識

柱

番

号

標識柱
設　置
年　度
(西暦)

路線
ランプ・
渡り線

路
線
名

管
理
区
分

2

管　　理　　番　　号

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

1

支

柱

基

礎

基

礎

区

分

全

体

形

状

管理番号 名称枝番

支　柱　管　径

高さ
(m)

幅
(m)

最大径
(㎜)

最小径
(㎜)

上部工／トンネル・土工区間管理番号

9

車
線
区
分

ランプ
・

渡り線名

10

11

12

3

4

5

6

7

8

備　　   　考

10

11

2

大

型

警

戒

標

識

情

報

提

供

板

可

変

方

式

1

標識板
設　置
年　度
(西暦)

標　識　枚　数 標識板

案

内

標

識

案

内

補

助

標

識

警

戒

標

識

3

12

6

7

8

9

4

5

そ

の

他

照

明

規

制

標

識

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－39



標識（平面街路部）テーブル
DT様式-23

路線
ランプ・
渡り線

標

識

柱

番

号

標　識　設　置　地　点

標

識

柱

管

理

者

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

(1)

支

柱

基

礎

基

礎

区

分

高さ
(m)

最大径
(㎜)

標　　　識　　　柱

(2)

全

体

形

状

標　識　柱　設　置

支　柱　寸　法

最小径
(㎜)

支　柱　管　径

幅
(m)

12

(府県) (市区町
村名)

柱

部

梁

部

支

柱

基

礎

基

礎

区

分

設

置

場

所

支柱
形状

市区町村

所　　在　　地

道

路

種

別

支
柱
区
分

設

置

場

所

標識柱
設　置
年　度
(西暦)

（

路

線
）

そ

の

他

(1) (2)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

備　　   　考

（

路

線
）

1

5

6

標識板
設　置
年　度
(西暦)

案

内

標

識

案

内

補

助

標

識

警

戒

標

識

規

制

標

識
（

路

線
）

情

報

提

供

板

標　識　枚　数 案　内　入　路

(3)大

型

警

戒

標

識

7

12

2

3

4

8

9

10

11

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－40



桁補修テーブル

備　　　　　　　　　　　　　考

1

2

3

枝番

1

2

3

6

4

9

下　部　工　／　上　部　工　管　理　番　号

補修年度
（西暦）

名称

車
線
区
分

キロポスト
（km）

工
事
区
分

補　修　内　容

(5)

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト

(4)路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

管理番号
(1) (2) (3)

DT様式-24

11

12

7

8

9

10

10

11

12

4

5

5

6

7

8

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－41



床版補修テーブル

」

車
線
区
分

DT様式-25
床　版　補　修

(3)(2)

補
修
内
容

補修面積
(m2)

補修面積
(m2)

補
修
内
容

補修面積
(m2)

補
修
内
容

(1)
工
事
区
分

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号

管理
番号
記号

名称

キロポスト

車
線
区
分

2

キロポスト
（km）

上   部   工   管   理   番   号

管理番号

9

10

備　　　　　　　　　　　　考

1

3

4

管理
番号
名称

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

1

6

7

8

路
線
名

補修年度
（西暦）

5

枝番

2

11

12

4

5

3

6

7

12

8

9

10

11

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－42



橋脚補修テーブル

備　　　　　　　　　　　　　考

1

2

3

枝番

1

2

3

6

4

9

下　部　工　／　上　部　工　管　理　番　号

補修年度
（西暦）

名称

車
線
区
分

キロポスト
（km）

工
事
区
分

補　修　内　容

(5)

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト

(4)路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

管理番号
(1) (2) (3)

DT様式-26

11

12

7

8

9

10

10

11

12

4

5

5

6

7

8

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－43



高欄・防護柵補修テーブル

工
事
区
分

補
修
内
容

備　　　　　　　考

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

枝番 名称 キロポスト
（km）

車
線
区
分

管理番号
車
線
内
区
分

上 部 工 ／ ト ン ネ ル ・ 土 工 区 間 管 理 番 号

補修年度
（西暦）

補修
位置

4

5

6

7

8

20

左
右
区
分

1

2

位
置
区
分

3

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

9

30

24

25

26

27

DT様式-27

22

23

28

29

21

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

項
目
名

行
番
号

参－44



遮音壁補修テーブル
DT様式-28

支
柱
落
下
防
止

上部工／トンネル・土工区間管理番号

補修年度
（西暦）

補修
位置

工
事
区
分

補
修
区
分

設置内容 補修数量 取付等

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト

キロポスト
（km）

延長
(m)

高さ
(m)

支
柱
取
付
タ
イ
プ

板
落
下
防
止

左
右
区
分

設
置
種
別

板
種
別

吸
音
装
置

位
置
区
分

5

車
線
区
分

管理
番号
記号

管理番号 枝番

1

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

2

3

4

名称

備　　　　　　　　　考

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

4

5

6

7

12

8

9

10

11

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－45



伸縮継手補修テーブル

伸縮継手補修
床版端部
補　強 地

覆
部
止
水
材

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト

管理
番号
名称

車
線
区
分

左
側

右
側

伸縮継
手型式

種

別

型式

伸縮
継手
延長
(m)

橋 脚 は り 上 ／ 上 部 工 管 理 番 号

補修年度
(西暦)

車　線

車
線
番
号

6

1

2

3

4

4

5

6

1

12

補

修

内

容

縦
伸
縮
継
手
区
分

管理番号 車
線
区
分

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

車
線
区
分

管理
番号
記号

上
下
区
分

枝番 名称 キロポスト
（km）

工

事

区

分

3

2

DT様式-29

12

7

8

9

10

5

備　　 　　　　      　考

11

7

8

9

10

11

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－46



支承補修テーブル

11

12

工

事

区

分

路
線
名

7

10

3

2

橋　脚　は　り　上　管　理　番　号

5

6

7

8

10

支承形式
最大

呼びトン
数

（ｔ）
車
線
区
分

路線
ランプ・
渡り線

車
線
区
分

管理
番号
記号

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

補修年度
（西暦）

補修
位置

管　　理　　番　　号 キロポスト

名称

は
り
上
区
分

起
点
側
／
終
点
側

DT様式-30

9

1

2

3

4

11

12

支　承　補　修

8

9

1

4

5

6

ダン
パー
補修

桁
・
橋
脚
部
補
強

備　　 　　　　      　考

設

置

形

式

補

修

内

容

固
定
／
可
動

形式 耐

震

性

支承
高さ
（m）

補

修

内

容

管
理
区
分

枝番

管理
番号
名称

キロポスト
（km）

管理番号

補
修
箇
所
数

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－47



落橋防止装置補修テーブル
DT様式-31

橋　脚　は　り　上　管　理　番　号

補修年度
（西暦）

は
り
上
区
分

工

事

区

分

落
橋
防
止
装
置
区
分

連　結　装　置　等 は り 幅 拡 幅

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト

補

修

内

容

枝番

備　　 　　　　      　考

6

拡幅
延長
(m)

1

2

3

4

5

名称
キロポスト
（km）

車
線
区
分

桁

補

強

材

設

置

箇

所

数

拡
幅
方
向

形

式

形

式

12

1

2

7

8

9

10

11

拡幅
寸法
(m)

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

管理番号

設 置 (1) 設 置 (2)

補
修
内
容

設

置

箇

所

数

桁

補

強

材

3

5

6

11

4

12

7

8

9

10

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－48



鋼構造物塗装補修テーブル
DT様式-32

上　部　工　／　下　部　工　管　理　番　号

補修年度
（西暦）

塗装位
置

工
事
区
分

塗装内容

塗 装 面 積
(m2)

塗　料　会　社

管理番号 枝番 名称
キロポスト
（km）

車
線
区
分

6

塗
装
範
囲

塗
装
種
別

塗
装
系路

線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

管理
番号
名称

車
線
区
分

管理
番号
記号

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト
構
造
物
区
分

12

1

2

1

2

3

4

5

7

8

9

10

11

備　　　　　　　　　考

3

5

6

11

4

12

7

8

9

10

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－49



舗装補修テーブル
DT様式-33

上部工／トンネル・土工区間管理番号

補修年度
（西暦）

車　線

工
事
区
分

補
修
内
容

補　修　材　料

路線
ランプ・
渡り線

管　　理　　番　　号 キロポスト

上
下
区
分

車
線
区
分

管理
番号
名称

舗
装
種
別

舗
装
材
料

車
線
番
号

表層等

名称
キロポスト
（km）

車
線
区
分

基層2

舗
装
材
料

舗
装
種
別

舗
装
材
料

舗
装
種
別

基層1

6

路
線
名

管
理
区
分

ランプ
・

渡り線名

車
線
内
区
分

1

2

3

4

5

車
線
区
分

管理
番号
記号

管理番号 枝番

備　　　　　　　　　考

12

3

4

5

6

1

2

7

8

9

10

11

12

7

8

9

10

11

項
目
名

行
番
号

項
目
名

行
番
号

参－50



データテーブル記入定義 



データテーブル記入定義 

 ・記入定義ファイルは添付を省略しています。 

 ・阪神高速道路株式会社の企業情報サイト『入札契約情報』の「技術基準類」

に掲載のデータをダウンロードの上、ご利用下さい。 




